
 

 

 

令和６年度 

事 業 計 画  

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 園 盛 会 

 特別養護老人ホーム  多摩の里むさしの園 

デイサービスセンター 多摩の里むさしの園 

特別養護老人ホーム  多摩の里けやき園 

       特別養護老人ホーム  もみの樹園 

      運動機能向上型デイサービス  もみの樹園 

      事業所内保育所    もみの樹園       

 

 



 

目 次 

Ⅰ 社会福祉法人 園盛会     

1 法人理念  …………………………………………………   1 

2 基本方針  …………………………………………………   1 

3 園盛会が求める人物像  …………………………………   1 

4 職員行動指針  ……………………………………………   2 

5 モデル行動  ………………………………………………   2 

6 法人の経営事業 ……………………………………………   3 

7 役員  ………………………………………………………   4 

8 評議員  ……………………………………………………   4 

9 理事会  ……………………………………………………   4 

10 評議員会  …………………………………………………   4 

11 監査会  ……………………………………………………   4 

12 経営本部  …………………………………………………   4 

13 本部事業  …………………………………………………   4 

Ａ   第６次中期経営計画（令和５年度～令和７年度計画）の推進  4 

Ｂ   年次取組みの推進     

(1) 経営企画室   ……………………………………………   4 

(2) 管理部   …………………………………………………   5 

(3) サービス部  ………………………………………………   6 

14 組織体系  …………………………………………………   7 

15 令和６年度事業活動方針   ……………………………   7 

園盛会 組織図   ………………………………………   8 

令和６年度行動目標一覧   ……………………………   9 

社会福祉法人園盛会第６次中期経営計画   …………  10 

第６次中期経営計画の２年目（令和６年度）実行計画  …  11 

個別ケア推進委員会実施要綱  …………………………  13 

園盛会ＤＸプロジェクト実施要綱  ……………………  14 

社会福祉法人園盛会 求める人物像  …………………  15 

経営企画室 人材育成計画表   ………………………  16 

ＥＰＡ就労月別介護研修プログラム   ………………  17 

経営本部管理部採用担当事業計画   …………………  18 

経営本部サービス部営業担当事業計画  ………………  20 

      

Ⅱ  特別養護老人ホーム 多摩の里むさしの園    

Ａ 施設全体事業関係  
      

1 施設事業計画の着実な実施  ……………………………… 21 

2 施設運営機構  ……………………………………………    21 



 

3 危機管理（リスクマネジメント）  ……………………   21 

4 安全衛生管理    ……………………………………………  22 

5 防災管理    …………………………………………………  22 

6 感染症対策  ………………………………………………  25 

7 福祉サービス 第三者評価制度の受審  ………………  25 

8 広報・地域対策  …………………………………………  26 

9 会議・委員会活動   ………………………………………  26 

10 福利厚生  …………………………………………………  27 

11 職員研修  …………………………………………………  28 

12 地域公益活動    ……………………………………………  29 

13 面会等の家族支援    ………………………………………  29 

14 看取り介護の取り組み    …………………………………  29 

多摩の里むさしの園施設運営機構図  ……………………  30 

令和６年度会議・委員会の開催予定表  …………………  31 

令和６年度会議・委員会一覧表  …………………………  32 

令和６年職員研修・ＯＪＴ年間計画表  …………………  35 

      

Ｂ  各部署別事業計画  

総務課  ……………………………………………………  36 

教育・企画担当  …………………………………………  38 

介護課      

  介護課全体  ……………………………………………  42 

各ブロック・ユニット重点取り組み  ……………  46 

排泄ケア向上委員会の実施について  ……………  52 

排泄ケア向上委員会年間活動予定表  ……………  52 

令和６年度年間行事計画  …………………………  54 

医務課医務係  …………………………………………… 55 

医務課リハビリ係  ……………………………………… 58 

生活課  …………………………………………………… 62 

栄養課  …………………………………………………… 65 

令和６年度栄養課行事食年間予定表  ………………  68 

      

Ⅲ 認知症対応型通所介護事業所（デイサービスセンター）多摩の里むさしの園 

事業計画  …………………………………………………  69 

令和 5 年度デイサービス年間行事計画  ………………  72 

      

 

 



 

Ⅳ 特別養護老人ホーム 多摩の里けやき園     

 Ａ 施設全体事業関係  
      

1 施設事業計画の着実な実施  ………………………………  73 

2 施設運営機構   …………………………………………………   73 

3 危機管理（リスクマネジメント）  ………………………    73 

4 安全衛生管理    ………………………………………………    74 

5 防災管理    ……………………………………………………    74 

6 感染症対策    …………………………………………………    76 

7 福祉サービス第三者評価制度の受審  ……………………    77 

8 広報・地域対策  ……………………………………………     77 

9 会議・委員会活動   ………………………………………… 77 

10 福利厚生  ……………………………………………………  78 

11 職員研修  ……………………………………………………  78 

12 地域交流スペースの運用  …………………………………  79 

13 面会等の家族支援   …………………………………………  79 

多摩の里けやき園運営機構図  ………………………………  80 

令和６年度会議・委員会の開催予定表  ……………………  81 

令和６年度会議・委員会一覧表  ……………………………  82 

令和６年職員研修・ＯＪＴ年間計画表  ……………………  85 
      

Ｂ 各部署別事業計画  
      

総務課  …………………………………………………………  86 

教育・企画担当   ……………………………………………  88 

介護課    

介護課全体  ………………………………………………… 91 

各フロア（ユニット）重点取り組み  ………………… 94 

令和６年度年間行事計画 ………………………………… 99 

      

医務課医務係  …………………………………………………  100 

医務課リハビリ係  ……………………………………………   103 

生活課  …………………………………………………………   106 

栄養課  …………………………………………………………   109 

令和６年度栄養課行事食年間予定表   …………………   112 

令和６年度おにぎり等バイキング年間予定表  …………   112 

      

 

 



 

Ⅴ 特別養護老人ホーム もみの樹園     

Ａ 施設全体事業関係  
      

1 施設事業計画の着実な実施  …………………………  113 

2 施設運営機構    …………………………………………  113 

3 危機管理（リスクマネジメント）  …………………  113 

4 安全衛生管理    …………………………………………   114 

5 防災管理    ………………………………………………    114 

6 感染症対策  ………………………………………………  116 

7  福祉サービス第三者評価制度の受審  ………………  117 

8 広報・地域対策  ………………………………………  117 

9 会議・委員会活動    ……………………………………  118 

10 福利厚生  ………………………………………………  119 

11 職員研修  ………………………………………………  119 

12 面会等の家族支援   ……………………………………  120 

もみの樹園運営機構図 ……………………………………  121 

令和６年度会議・委員会の開催予定表  ………………  122 

令和６年度会議・委員会一覧表  ………………………  123 

令和６年職員研修・ＯＪＴ年間計画表  ………………  126 

      

Ｂ 各部署別事業計画  
      

総務課  ……………………………………………………  127 

介護課    

介護課全体  ……………………………………………  130 

各フロア（ユニット）重点取り組み  ……………  133 

令和６年度年間行事計画 ……………………………  140 

医務課医務係  ……………………………………………  141 

医務課リハビリ係  ………………………………………  143 

生活課  ……………………………………………………  145 

栄養課  ……………………………………………………  148 

令和６年度栄養課行事食年間予定表  ………………  151 

      

Ⅵ 運動機能向上型デイサービス もみの樹園     

事業計画  …………………………………………………  152 

      

Ⅶ 事業所内保育所 もみの樹園     

事業計画  …………………………………………………  155 

 



- 1 - 

 

Ⅰ 社会福祉法人 園盛会 

 

１ 法 人 理 念 

   『その人らしさを大切に』 

    ご利用者に「その人らしく暮らしていただく」ために、安心で

快適な環境を提供することにより、ご利用者とご家族の幸福に

貢献します。 

 

  

２ 基 本 方 針 

   ○ ご入居者とご家族に満足いただける質の高いサービスを効果的に提供

します。 

  ○ 老人福祉法及び介護保険法の基本理念に従い、法令を遵守するととも 

に、地域社会との連携により高齢者福祉の向上を図ります。 

  ○ 職員の自発性を尊重し、能力開発を支援することにより、職員が成長 

できる職場環境を提供します。 

  ○ 経営環境の変化に対応できるとともに、ご入居者・職員などすべての 

関係者が安心できる健全な財務基盤を構築します。 

 

 ３ 園盛会が求める人物像 

◇ チーム力の大切さを理解し、協調性の持てる人材 

◇ 主体性を持って、自ら行動できる人材 

◇ 気づきのできる人材 

◇ 物事に積極的に取り組み、革新的な発想のできる人材 
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◇ 相手の立場を理解し、寄り添う心を持てる人材 

＊「社会福祉法人園盛会 求める人物像」ポスターを参照（15 頁に掲載） 

  
４ 職員行動指針 

 私たちは 

  『強い責任感』を持ち続け、ご利用者本位のサービスを実現します。 

  『一人ひとりの努力』により、健全な組織風土を保ちます。 

  『工夫と改善』を行い、現状に満足せず、常に質の高いサービスを目指し 

   ます。 

  『自己啓発』に努め、専門能力や組織運営能力を高めます。 

  『互いに尊敬し教えあう』ことで、働きやすく規律のある職場を築きます。 

       
５ モデル行動 

(1)  私たちは笑顔を絶やしません。 

    ご利用者、職員がともに笑顔でいられる環境作りを目指します。 

(2)  私たちは園盛会の一員として、清潔感を大切にし、身だしなみに気を配り 

ます。 

(3)  私たちは環境美化に努めます。バックヤードにも気を配ります。 

(4)  私たちは自分から積極的に挨拶をします。 

(5)  私たちは自分の仕事に熱意を持って取り組み、自分の仕事を最後までや  

りとげます。 

(6)  私たちは、絶えず勉強し、知識・技術を高めます。 

(7)  私たちは、聴く耳・受け入れる心を磨きます。 

(8)  私たちは、ご利用者の要望や気持ちを優先に考えて行動します。 

(9)  私たちはご利用者に楽しんでいただく工夫をします。 

(10) 私たちは目標に向かって努力する仲間を尊重します。 

    たとえその努力の結果が実らなかったとしても、仲間の努力の過程を褒め称えま 

  す。 

(11) 私たちは正直であることを大切にします。 

    失敗してしまった場合でも、正面から事実を受け止め、正直に、隠さず、問題と

向き合います。 

(12) 私たちは謙虚さを大切にします。 

    自分を思って、敢えて厳しい指摘をしてくれた仲間が、自分以上に心を痛

めていることを想い、指摘に感謝できる素直さを大切にします。 

(13) 私たちは、ミスを繰り返さない努力をします。 
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(14) 私たちは常に目標を持ち、仕事にやりがいを持って働きます。 

(15) 私たちはチームワークを大切にします。私たちは、働く仲間に感謝します。 

    皆に支えられて自分の仕事が成り立っていることを日々感じながら働きます。 

(16) 私たちは、私たちの仕事の全てがご利用者につながっていることを、常に 

 意識します。 

どんな仕事でも、ご利用者の笑顔を思い描くことを忘れません。 

(17) 私たちは、一人ひとりが園盛会の顔であることを忘れません。 

    所属や職位にこだわらず、ご利用者とふれあい、ご家族をお迎えします。 

(18) 私たちは基本を疎かにしません。（報・連・相を忘れません） 

(19) 私たちは、ご利用者が長年にわたり培われてきた生活習慣を大切に考えます。 

私たちは、ご利用者が安心・安楽な日々のご生活を送るための基盤を整え

たうえで、ご利用者の個別性への配慮を行います。    

(20) 私たちは、お互いに偏見や先入観を持たず、相手を受け入れる気持ちを大切 

 にします。 

(21) 私たちは、園盛会の一員として、社会人として、人として、成長する努力を 

    惜しみません。 

 （22）私たちは、地域における介護サービスの担い手として信頼されるよう、地域  

    と力を合わせます。 

※ 上記１～５（３は除く）が園盛会のクレド（信条）です。クレドカードを携帯します。 

 

６ 法人の経営事業   

（１） 介護老人福祉施設 多摩の里むさしの園 従来型定員150 名（羽村市） 

（２） 地域密着型介護老人福祉施設 多摩の里むさしの園 ユニット型定員 18 名（羽村市） 

（３） 短期入所生活介護事業 多摩の里むさしの園 定員3 名、入院等空床利用10 名（羽村市） 

（４） 認知症対応型通所介護事業所 多摩の里むさしの園 定員12 名（羽村市） 

（５） 介護老人福祉施設 多摩の里けやき園 ユニット型定員 111名（東久留米市） 

（６） 短期入所生活介護事業 多摩の里けやき園  定員３名、入院等空室利用5 名（東久留米市） 

（７） 介護老人福祉施設 もみの樹園 ユニット型定員130 名 （新宿区）   

（８） 短期入所生活介護事業 もみの樹園 定員20 名 （新宿区）     

（９） もみの樹園事業所内託児所 定員３０名 （新宿区）  

（10） 地域密着型通所介護事業所もみの樹園 定員 36 名(2 単位型) （新宿区）   

   ＊訪問看護事業（新宿区）は令和 5年 1月 31 日付廃止 
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７ 役 員   理事６名  監事２名  

（任期 令和７年６月開催の定時評議員会の終結のときまで） 

 

８ 評議員   評議員７名 

        （任期 令和７年６月開催の定時評議員会の終結のときまで） 

                  

９ 理事会 

      定時理事会を年 2 回のほか、必要に応じて開催する。 

 

10 評議員会 

    定時評議員会を年１回のほか、必要に応じて開催する。 

 

11 監査会 

   毎年１回以上監事が監査を行う。 

 

12 経営本部 

経営本部において、法人が経営する事業の人事・財務を集中管理し、迅速か 

  つ的確な情報を提供する。また、社会福祉法人制度改革に基づく適正な法人運 

営に継続して取り組むとともに、経過措置期間が令和 5 年度末で終了する令和 3 

年度介護報酬改定における改定事項への対応も適切に実施し、経営環境への影響 

を注視しながら実施事業の安定した運営を支援する。更には、園盛会の第６次中 

期経営計画に係る 2 年次計画の具体的取組みを着実に推進する。 

 

1３ 本部事業 

 Ａ 第６次中期経営計画（令和 5 年度～令和 7 年度計画）の推進 

    第 6 次中期経営計画の 2 年次の遂行分について、本部の各主幹部門が掌理

するなか、遂行部門による推進を図る。 

    2 年次実行計画については、11～12 頁に掲載した「第 6 次中期経営計画の 

2 年次（令和 6 年度）実行計画」を参照のこと。 

    ３園の各部署・部門において、事業計画の具体的施策の第一取組みとして

計上し、着実に遂行していく。 

 

Ｂ 年次取組みの推進 

（１）経営企画室 

    １）経営計画の展開と推進    

 ・第 6 次中期経営計画の展開と推進を図る。  

 ・経営企画室が主幹する事業では、遂行部門との連携を密に図り、進捗管 
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  理による掌握を行う。 

   ２）人材の育成   

    ・教育担当者による研修及びアフターフォローにより、ケアサービスの質

の向上と定着率の向上を目指す。 

    ・職員の育成体制やご入居者の重度化に備えた教育・研修の検討、資格取得

に向けた支援体制の検討、確立を図る。       

   ３）法人及び３園の円滑な運営の支援 

    ・育成・研修や広報活動について、経営企画室にて検討を行い、現状に応じ

た迅速な支援を行う。 

   ４）広報活動 

    ・ホームページ、広報誌等による法人情報の配信の充実を図る。 

   ５）社会貢献 

    ・地域社会の福祉課題の解決に向け、地域住民やボランティア、行政・関係

諸機関、社会福祉関係者等と情報交換を行い、協働を図る。 

 

（２）管理部 

   １）経営計画の展開と推進    

 ・第 6 次中期経営計画の展開と推進を図る。 

 ・管理部が主幹する事業では、遂行部門との連携を密に図り、進捗管理に 

  よる掌握を行う。 

 ・園盛会DX プロジェクトB チームの初年度取組み成果（バカンス休暇の 

試行）を推進する。 

２）安定した人材の確保 

 ・別紙「ＥＰＡ介護福祉士候補者の就労開始から国家試験受験までの就労 

  月別介護研修プログラム」に基づき就労、学習及び生活を支援する。 

    ・中長期的な採用計画の推進を図る。 

    ・各種学校、関係機関との連携強化（定期的な訪問、情報交換等）を図る。 

    ・魅力ある職場づくり（評価・給与・福利厚生等） 

   ３）採用担当による活動 

    ・採用担当により各種の学校訪問や、雇用環境の情勢分析を踏まえた効果 

的な採用活動、離職防止対策等に取り組む。 

活動の詳細は、本計画書の 18～19 頁を参照 

   ４）責任・権限の明確化 

    ・人事制度の浸透と実施を図る。 

    ・就業規則と業務分掌の浸透を図る。    

５）健全な財務基盤の構築 

    ・適切なメンテナンスを行い、資産・設備・備品の長寿命化と有効活用を 

図る。 

・コストに関する情報配信を行い、コスト意識の高揚を図る。 
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 （３）サービス部      

   １）経営計画の展開と推進    

 ・第 6 次中期経営計画の展開と推進を図る。 

 ・サービス部が主幹する事業では、遂行部門との連携を密に図り、進捗管 

  理による掌握を行う。 

 ・個別ケア推進員会の初年度取組み成果（委員会等の統廃合及び開催日の 

集約取組み）を推進する。 

・園盛会DX プロジェクトA チームの初年度取組み成果を推進する。 

２）業務継続に向けた取組み 

    ・感染症や災害の発生時でも、必要な介護等のサービスが継続して提供で

きる体制を構築するために策定した、業務継続のための計画の周知に注

力する。年 2 回（以上）の研修及び訓練の実施により実効性を高める。 

３）営業担当よる活動 

 ・営業担当による新規入居者等の安定した確保に向け、効果的、効率的な 

営業活動を展開する。活動の詳細は、本計画書の 20 頁を参照 

   ４）地域公益活動の環境整備と事業の推進 

    ・コロナ禍で中止や自粛を余儀なくされた地域公益活動について再点検を 

行い、有益・有用な活動の推進を図る。  

    ・法人ネットワーク事業に積極的に参加する。 

５）施設・事業所サービス全般の円滑な運営 

 ・入居者の重度化、医療ニーズの増大に適正に対応する環境の整備を図る 

    ・サービスの提供に関するモニタリングと必要なフォローアップを行う。 

    ・サービス提供等の事業運営上の課題や、起こりうるリスクの情報収集と

分析を行い、対策を推進する。    

    ・「団塊世代」の入居者・利用者の特性を踏まえたサービスの構築を図る。 

   ６）業務マネジメントの継続的取り組み（生産性の向上） 

    ・各園の介護現場実情を踏まえた業務の洗い出しの実施 

    ・洗い出し後の業務の切り分け（直接的業務、間接的業務）と役割分担の明

確化を図る。 

    ・多様な人材による間接・周辺業務、専門職による直接的業務の体系を構築

し、運用する。 

   ７）サービス水準の向上への取り組み 

    ・エビデンス（根拠）に基づくサービス提供意識の徹底を図る。 

    ・ＬＩＦＥ（科学的介護情報システム）の適正運用を支援する。  

    ・園盛会スタンダード・マニュアルの浸透と実践及び適時での見直しを実 

     施する。 

   ・「自立支援」意識の徹底と真の「尊厳ケア」の更なる浸透を図る。 

  ８）サービス管理の向上への取り組み 

 ・各事業部門からの報告・連絡・相談等の機能の強化を図る。 

 ・職員による虐待、身体拘束、権利侵害に対する監視機能の強化を図る。 
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 ・入居者及び家族等によるカスタマーハラスメントへの対策強化及び実効 

性の向上を図る。 

  

 1４ 組織体系   別紙「社会福祉法人園盛会 組織図」を参照。 

 

 1５ 令和 6 年度事業活動方針 

    法人にあっては、経営組織のガバナンスの強化や事業運営の透明性の向上、 

地域における公益的な取り組みの実施並びに財務規律の強化を柱とした社会 

福祉法人制度改正に沿った活動の展開を図ります。 

  さらに、今年度は第６次中期経営計画（３年計画）の 2 年次計画の遂行に取

り組みます。前期の中期経営計画の総括も踏まえ、３つの方針を掲げ、４つの

具体的施策を確実に推進します。 
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総務課 

理事会 

（吉村 理事長） 

評議員会 

経営企画室 

高原 室長（兼務） 

本部長 

（常務理事） 

サービス部 

管理部（本部事務局） 

栗田 部長（兼務） 

角田 主任 

経営本部 
生活課 早坂副主任・橋本相談員・桂川相談員 

園盛会 組織図 

高原 部長（兼務） 

（むさしの園駐在） 

地域事業課 坂本相談員 
認知症対応型通所介護事業所 

多摩の里むさしの園 

総務課 大木主任 

総務課 
布施主任・相馬主任 

阿部主任・小室主任 宮本課長(兼務) 介護課 

介護老人福祉施設 

多摩の里むさしの園 

地域密着型介護老人福祉施設 

多摩の里むさしの園 

栗田施設長（理事） 

ユニット、DSC管理者兼務 

本部兼務 

高原事務長（理事） 

本部兼務 

村野主任 

（むさしの園駐

在） 

教育･企画担当 

江井 課長 

営業担当 

萱沼職員 

（けやき園駐在） 

介護老人福祉施設 

多摩の里けやき園 

金井島施設長 

本部事務局員 

立川事務長 

地域事業課 
地域密着型通所介護事業所 

もみの樹園 

山本主任 
(教育担当兼務) 

井上相談員 

採用担当 

生活課 瀧澤副主任・小森副主任 

生活課 佐々木主任・綿貫相談員・岩瀬相談

医務課 
医務係 

リハビリ係 

松崎主任 

医務課 
医務係 

リハビリ係 

栗原主任 

介護課 宮本課長(兼務) 

海老原主任・山口主任 

野口主任・河村主任 

横山主任・前田主任 

小村方主任 西筆頭主任 

介護老人福祉施設 

もみの樹園 

笛木 施設長 

DSC管理者兼務 

本部事務局員 

的場事務長 

佐々園長 事業所内保育所 須賀主任 

栄養課 菊野管理栄養士 岡田課長(兼務) 

栄養課 森本管理栄養士 岡田課長(兼務) 

納谷主任 

片桐主任 

薄井主任 

栄養課 伊佐早管理栄養士 岡田課長(兼務) 

介護課 金子係長 
豊福副主任・梅津副主任 

木原副主任 

医務課 
医務係 

リハビリ係 

斉藤主任 
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経営本部及び３園の令和６年度行動目標一覧 

 

経営本部目標 

１ 個別ケアの充実を図る 

２ 業務の省力化・効率化を目指す 

３ 就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

４ 稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

 

経営本部目標を踏まえた各園の取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩の里むさしの園 目標 

１ 

その人らしさを常に追求

し、良質なサービスを提供

する 

２ 

業務点検と見直しを行い、 

有用な時間の確保につな

げる 

３ 

働きやすい環境づくりに

注力し、離職防止につなげ

る 

４ 

各部署の協働により、稼働

率の維持・向上を図る 

もみの樹園 目標 

１ 

利用者の立場に見合った

適切なケアをおこなう 

２ 

業務の無理、無駄、ムラを

排除する 

３ 

良好な人間関係を築き、

働きやすいい環境をつく

る 

４ 

各部署が連携し、空床を

削減する 

多摩の里けやき園 目標 

１ 

個々に合わせたサービス

を検討・提供し、満足度の

向上を図る 

２ 

既存の業務を見直し、省

力化・効率化を目指す 

３ 

多様な取り組みにより、

勤続しやすい環境づくり

を目指す 

４ 

稼働率の向上・維持によ

る財務基盤の安定を図る 
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◆実行計画（３つの骨子・７の具体的項目・具体的な取組み内容・責任体制・スケジュール） 役割分担ﾏﾄﾘｯｸｽ　＜★・・主幹・企画立案部門、○・・遂行部門、△・・支援・協力部門＞

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

経

営

本

部

経

営

企

画

室

管

理

部

サ

ー

ビ

ス

部

個

別

ケ

ア

推

進

委

員

会

園

盛

会

D

X

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

マ

ニ

ュ

ア

ル

拡

大

推

進

委

員

会

マ

ニ

ュ

ア

ル

部

署

会

議

総

務

課

介

護

課

（

ケ

ア

マ

ネ

含

む

）

医

務

係

リ

ハ

ビ

リ

係

栄

養

課

生

活

課

地

域

事

業

課

総

務

課

介

護

課

（

ケ

ア

マ

ネ

含

む

）

医

務

係

リ

ハ

ビ

リ

係

栄

養

課

生

活

課

総

務

課

介

護

課

（

ケ

ア

マ

ネ

含

む

）

医

務

係

リ

ハ

ビ

リ

係

栄

養

課

生

活

課

地

域

事

業

課

保

育

課

Ⅰ

顧

客

が

「

安

心

」

で

き

る

暮

ら

し

の

提

供

(１) 多職種連携による

個別サービスの充実

①個別ケア推進委員会の発足

（委員会の統合と省力化の検討を含む）

②その人らしさを追求した個別ケアの実施

③３園共通在庫による福祉用具の管理と導入方法の

　 検討・実施（リース契約等の活用を含む）

サービス部

①②個別ケア推

進委員会

・

全部署

③医務課リハビリ係

★
③

△

①

②

○

①

②

○

①

②

○

①

②

○

①

②

③

○

①

②

○

①

②

○

①

②

○

①

②

○

①

②

○

①

②

○

①

②

③

○

①

②

○

①

②

○

①

②

○

①

②

○

①

②

○

①

②

③

○

①

②

○

①

②

○

①

②

○

①

②

○

(１) 職員個々のレベル

アップ

①次世代の管理者・役職者候補への事業継続に向けた

   円滑な道筋の検討・実施

②全職員に向けた個別研修プログラムの検討・実施

③接遇や業務改善内容に関するスタンダードマニュアルの

　 検討・追加

経営本部

①②

経営本部・経営企

画室・施設長

・

③マニュアル拡大推

進委員会

　

①

②

★

○

③

★

①

②

○

①

②

○

③

○
△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

(２) ICT化・DXによる

雇用環境の充実

①園盛会DX（デジタルトランスフォーメーション）プロジェクトの

立ち上げ

　 A　ほのぼのNEXTのリスキリング

       （記録関係の見直し等）

　 B　働き方改革の検討・実施

      （就労環境・勤務形態・福利厚生の見直し等）

経営本部

A　サービス部

B　   管理部

AB事務局・経営企

画室

★

A

B

事

務

局

○

B

○

A

○
△ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

Ⅲ

財

務

基

盤

安

定

に

向

け

た

展

開

(１) 経営と稼働率の安

定への取り組み

①相談員連絡会の機能を強化・拡大し、稼働安定に

   取り組む

②ニーズ発掘のための拠点として、それぞれの地域に向け

   た新規事業の可能性を検討する

③ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る

①②サービス部

③　管理部

①②サービス部

③　全部署

③

★

①

②

★

○

③

△

③

○

③

○

③

○

③

○

③

○

①

③

○

②

△

③

○

③

○

③

○

③

○

③

○

③

○

①

③

○

②

△

③

○

③

○

③

○

③

○

③

○

①

③

○

②

△

③

○

③

○

各種の会議・委員会・プ

ロジェクト

社会福祉法人　園盛会　第６次中期経営計画　（令和５年度～令和７年度）

遂行部門

進

捗

確

認

けやき園 もみの樹園令和５年度 令和６年度 令和７年度
　

理

事

長

施

設

長

事

務

長

責任

体制

むさしの園

Ⅱ

働

き

続

け

た

い

と

思

え

る

職

場

環

境

３つの方針

経営本部
運

営

調

整

会

議

具体的な取組み内容４つの具体的項目

①② 4‐12月
個別ケア推進委員会発足
（ユニットケアPJからの進化）
具体的取組みに向けた検討

委員会の統合と省力化
の検討を含む

①② 令和６年４月-令和８年3月 実行→評価→見直しを繰り返す

①②
次年度
事業計
画に向
けての
調整

③ 4-12月
福祉用具の３園共通在庫の導入
方法の検討

③ 令和６年1月－令和８年３月 ３園共通在庫による福祉用具の管理・評価・教育

①② 4-9月
経営会議にて、次世
代の管理者・役職者
候補の確認と配置
状況の検討

①② 令和５年１０月-令和8年3月
・ 次世代の管理者・役職者候補に向けた具体的な指導・育成
・ 全職員に向けた個別研修プログラムの検討・実施・見直し

③10-

12月

職員へ

の周知・

浸透

③ 4-9月
接遇のスタンダード
マニュアルの検討

③ 令和６年1月-令和8年3月
・ 接遇のスタンダードマニュアルの追加・見直し（必要時）
・ 各種の業務改善による既存のスタンダードマニュアルの追加・見直し（必要時）

園盛会DXプロジェクト（具体的項目3）と連動

①
4-6月
園盛会
DXプ
ロジェ
クトの
立ち
上げ

①B
7-9月
就労環境・
勤務形態・
福利厚生
について
の職員ア
ンケートの
実施

①A 10-3月
『ほのぼNEXT』
のリスキリング

①B 令和5年10月-令和７年９月
就労環境・勤務形態・福利厚生の見直し・実施・評価

①A
7-9月
ほのぼの
NEXTの
有効活用
に向けた
セミナー受
講・活用し
ていく機
能の選定

①A 令和６年４月-令和７年９月
ICT・DXを活用した記録関係の見直し・実施・評価

①
10-12月

第7次中計

に向けた提

言等

役職者の役割・働き方については、経営本部と協働

委員会内を2チームに分けて活動し、最終的に合流する

②令和６年1月-令和8年3月
・ 設立基準等の確認/人員選定
・ 運営開始/年度ごとの効果分析と評価・検証

②4-12月
地域ニーズの発掘・市場調査

新規事業の立ち上げが承認された場合

① 令和5年10月-令和8年3月
相談員連絡会の機能を強化・拡大し、稼働安定に取り組む

①4-9月
連絡会の機能の
見直し・検討

③令和5年４月-令和8年3月 ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上 → 継続的な取り組み
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第６次中期経営計画の２年目（令和６年度）実行計画 

 

３つの 

テーマ 
具体的項目 (1) 多職種連携による個別サービスの充実 

Ⅰ 

顧 

客 

が 

安 

心 

で 

き 

る 

暮 

ら 

し 

の 

提 

供 
 

取組み方法 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

③３園共通在庫による福祉用具の管理と導入方法の検討・実施（リース契約等の活用を含む） 

主管部門 サービス部    

遂行部門 
①② 個別ケア推進委員会・全部署  

③  医務課リハビリ係 

4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 

    

備考 ＊個別ケア推進プロジェクトの開催要領は、別紙参照（14ページ） 

 

３つの 

テーマ 
具体的項目 (1) 職員個々のレベルアップ 

Ⅱ 

働 

き 

続 

け 

た 

い 

と 

思 

え 

る 

職 

場 

環 

境 
 

取組み方法 

① 次世代の管理者・役職者候補への事業継続に向けた円滑な道筋の検討・実施 

② 全職員に向けた個別研修プログラムの検討・実施 

③ 接遇や業務改善内容に関するスタンダードマニュアルの検討・追加 

主管部門  経営本部    

遂行部門 
①② 経営本部・経営企画室・施設長 

③   マニュアル拡大推進委員会 

4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 

    

備考   

①② 令和 6年 4月～12月 

個別ケア推進委員会による実行→評価→見直しを繰り返す 

 

                具体的取組みに向けた検討 

 

③ 令和 6年 4月～12月  
福祉用具の 3園共通在庫による福祉用具の管理・評価・教育 

①② 令和 6年 4月～令和 7年 3月  
・次世代の管理者・役職者候補に向けた具体的な指導・育成                   
・全職員に向けた個別研修プログラムの検討・実施・見直し 

③ 令和 6年 4～12月 
全職員に向けた接遇に関する研修の検討と実施 
接遇のスタンダードマニュアルの検討(必要時) 

委員会の統合と省力化の検討を含む 

園盛会 DXプロジェクト（具体的項目 3）と連

動 
③令和7年1月～3月 

・接遇のスタンダードマニュア

ルの追加・見直し（必要時） 

・各種の業務改善による既存の

スタンダードマニュアルの追

加・見直し（必要時） 
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第６次中期経営計画の２年目（令和６年度）実行計画 

 

３つの 

テーマ 
具体的項目 (2) ＩＣＴ化・ＤＸによる雇用環境の充実   

 

Ⅱ 

魅 

力 

あ 

る 

職 

場 

環 

境 

づ 

く 

り 

取組み方法 

① 園盛会ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）プロジェクトの実施  

  A ほのぼの NEXTのリスキリング（記録関係の見直し等） 

  B 働き方改革の検討・実施（就労環境・勤務形態・福利厚生の見直し等） 

主管部門   経営本部 

遂行部門 A サービス部 ・ B 管理部  ・ A B 事務局 経営企画室 

4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 

    

備考 ＊園盛会ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）プロジェクトの開催要領は、別紙参照（13ページ） 

 

３つの 

テーマ 
具体的項目 (3) 経営と稼働率の安定への取り組み    

Ⅲ 

財 

務 

基 

盤 

安 

定 

に 

向 

け 

た 

展 

開 

取組み方法 

① 相談員連絡会の機能を強化・拡大し、稼働安定に取り組む 

② ニーズ発掘のための拠点として、それぞれの地域に向けた新規事業の可能性を検討する 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

主管部門 ①② サービス部  ③ 管理部 

遂行部門 
①② サービス部 

③ 全部署 

4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 

    

備考   

③令和 6年 4月～令和 7年 3月  ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上  

①A 令和 6年 4月～令和 7年 3月 
ICT・DXを活用した記録関係の見直し・実施・評価 
 

①B 令和 6年 4月～令和 7年 3月   
就労環境・勤務形態・福利厚生の見直し・実施・評価 

役職者の役割・働き方については、経営本部と協働 

①令和 6年 4月～令和 7年 3月 

相談員連絡会の機能を強化・拡大し、稼働安定に取り組む 

②令和 6年 4月～令和 7年 3月 

・設立基準等の確認/人員選定 

・運営開始/年度ごとの効果 分析と評価・検証 

新規事業の立ち上げが承認された場合 
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園盛会ＤＸプロジェクト 実施要項 

 

１ 目的  

ＩＣＴ化・DX を進めて業務の効率化、省力化を進めていく事と、働き方の多様化を受け入れ、

既存の職員が長く働き続けられるよう、柔軟でキャリア形成がしやすい職場環境の見直しを図る

事を、同時に検討していことが課題であるとして捉え、「ICT化・デジタルトランスフォーメーシ

ョンによる雇用環境の充実」を図ることを目的として活動するものです。 

 

 

２ プロジェクト構成メンバー 

・Ａチーム運営責任者 経営本部 江井課長 リーダー 介護課 山口主任（むさしの園） 

・Ｂチーム運営責任者 経営本部 角田主任 リーダー 介護課 西筆頭主任（むさしの園） 

３園：介護課所属長、介護課、栄養課、医務係、リハビリ係、総務課、生活課、地域事業課 

   ※メンバーについては、役職者に限らない 

 オブザーバー 宮本課長 

 

３ 協議開催日   

・毎月第二水曜日  11：10～12：10 

 ・全体会議は必要時に開催。（会議形式は、集合もしくはオンライン会議） 

   ※全体会議を集合形式で開催する際の場所は、多摩の里けやき園。  

   ※所定の会議日の他、各チームの運営責任者の判断にて、臨時の活動を行う場合がある。 

 

４ 実施・活動内容 

プロジェクト内を共通の認識のもとに 2 チームに分けて検討、実行を進める。活動方法は、

A チームがサービス部、B チームが管理部、2 チームをつなぐ事務局として、経営企画室に

て実施・検討していく。 

・A チーム 

＊既存の記録システム『ほのぼのNEXT』の有効活用に向けて、メンバーを中心にセミナー

受講・現場で効果的に活用していく機能の選定について検討する。 

＊『ほのぼの NEXT』のリスキリングを職員全体に実施する。ICT・DX を活用した記録関

係の見直し・実施・評価を行い、結果、業務改善につなげていく。 

・B チーム 

＊就労環境・勤務形態・福利厚生についての職員アンケートの実施。 

＊アンケートに基づき、職員が望む「働き方改革」の方向性や、定着率改善にむけた就労環

境の可能性について、見直し・試験的な実施・評価を行う。 

 

 

※プロジェクト活動の詳細（具体的取り組みスケジュール）については第 6次中期経営計

画冊子を参照のこと。 
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個別ケア推進委員会 実施要項 

 

１ 目的  

ご入居者・ご家族・職員等、園盛会に関わる全ての方の幸福の追求と個別ケアの推進。さ

らには、法人独自のサービスを構築・提供することにより、他法人・他施設との差別化も図

ることを目的として活動するものです。 

 

２ 委員会構成メンバー 

  ・運営責任者 介護課 宮本課長（各園所属長） 

  ・プロジェクトリーダー 介護課 河村主任（むさしの園） 

  ・サブリーダー 砂川主任（けやき園）・相馬主任（もみの樹園） 

  ・その他のメンバーについては、各園各フロアより原則 2名以上を選出。 

   ※メンバーについては、役職者に限らない。 

   

 

３ 協議開催日   

・毎月第四金曜日  14：30～16：00 

  ・全体会議は隔月開催。（偶数月 会議形式は、集合もしくはテレビ会議） 

   ※全体会議を集合形式で開催する際の場所は、多摩の里けやき園。 

（各園から 2 名以上の出席とする。）  

 ※各園開催時の運営責任者は各園所属長とする。  

※司会進行については、全体会議は、プロジェクトリーダー、各園での開催時は、サブリ

ーダーがそれぞれ務めるものとする。 

   ※所定の会議日の他、毎月の各園介護課役職者会議内にて、進捗状況の報告や必要 

があれば、協議を行う。 

 

４ 実施・活動内容 

・ご入居者本位（一人ひとりの気持ちに寄り添う）の意識の醸成。 

・「（在宅生活からの）暮らしの継続」を目的とした生活環境の再構築。 

  ・園盛会独自のユニットケアの検討と実施。 

・個別ケアの推進。（園盛会 24時間シートの作成）    

                             他 

 

 

※プロジェクト活動の詳細（具体的取り組みスケジュール）については第５次中期経営計

画冊子を参照のこと。 
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社会福祉法人園盛会 求める人物像 
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令和６年度 経営企画室 人材育成計画表 

 

研修種別 参加対象者 開催予定 研修のテーマ等 備考 

新入職員研修 

新卒採用職員 

一部テーマには 

役職員の参加あり 

３月下旬 
 介護保険施設従事者として身につけるべ

き事項について、研修を実施。 

別紙 

「新入生研修

について」 

中途入職者 

研修 

中途入職者 

（正職員・パート含む） 
入職時  法人の方針等についての説明。 

研修担当：教

育・企画担当 

エルダ

ー担当

者 

育成 

研修 

エルダー担当者 

４月 エルダー担当者の指導力向上を図る。 

研修担当：株式

会社ビーコンラ

ーニングサービ

ス 

意見 

交換会 
６月～７月 

エルダー担当者同士の意見・情報交換の

場を設け、今後の指導・育成に活かす。 

 

ＥＰＡ介護福祉士

候補者研修 

ＥＰＡ介護福祉士

候補者 
４月～３月 

【就労月別介護研修プログラム】に基づい

た教育・研修の実施。 

研修担当： 

EPA担当者 

介護福祉士 

実習指導者研修 
法人指名者 ６月・１月 

介護福祉士養成カリキュラムの【介護実

習】の受入れに必要な専門知識及び教育方

法を学ぶ 

外部研修： 

日本介護福

祉士会主催 

ユニットリーダー

研修 
法人指名者 年２回 

施設を暮らしの場にするための建物、ケ

ア、チームケア、体制の基礎と、ユニット内

におけるリーダーシップとマネジメントの在

り方を実践的に学習。 

外部研修： 

日本ユニット

ケア推進セ

ンター 

認知症介護 

基礎研修 

介護に直接携わる

職員のうち、医療・

福祉関係の資格

を有さない者 

eラーニング 

認知症ケアの初任者として、業務を遂行

する上で最低限の知識・技術とそれを実践

する際の考え方を身に付け、チームアプロ

ーチに参画する一員として基本的なサービ

ス提供を行うことができるようにする。 

外部研修： 

認知症介護

研究・研修仙

台センター 

階層別研修 

リーダー職 

４月～３月 

 マネジメント実践研修 研修担当： 

株式会社ビ

ーコンラーニ

ングサービ

ス 

中堅職 
 活き活きした職場、人を育てる職場づくり

を図る 

一般職  福祉のプロとしての基本の習得 

アクティブ福祉 

ｉｎ東京’２4 

職員応募形式 

（経営本部にて選考） 
９月２６日 

 ・施設での実践報告、研究報告を発表 

・他施設での取り組みを、参考にする。 

会場：京王プラ

ザホテル 

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況を鑑みて、オンライン研修、現地参加型研修、ハイブリッド型研修の選定を 

実施する。 
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EPA就労月別介護研修プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 18 - 

 

令和 6年度 経営本部管理部採用担当 事業計画 

 
事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様化・ 複雑化・高度化する福祉ニーズに

対応できるよう、他部署と協働のもと潤沢

な人財確保に努める 

（１） ２５年新卒について、全ての労働市

場の動向に視野を広く持ち、人気業

界とその採用予定規模の把握。福祉

業界と近い業界志望の学生をターゲ

ットに絞り採用活動を実施する。 

（２） 大卒、専門卒、高卒と学生層別の 

資料作成や伝える内容に変化をつけ 

法人の情報提供を実施。説明会実施

からの就職志望への譲成を図る。 

（３） 中途採用について、人件費率を踏ま

え採用費と人件費を抑えることを第

一と捉え、その都度各園の人員状況

を把握し、適材適所多様な働き手・

柔軟な勤務形態を取り入れ、今後の

雇用拡大を図る。 

 

採用担当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月～ 

 ３月 

 

 

 

４月～ 

 ３月 

 

 

４月～ 

 ３月 

 

 

 

 

 

新卒採用 

目標：１０名 

（内、学生紹

介数目標３

名） 

 

目標：９０％ 

説明会→選考

希望率 

 

確実な実施 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部関係者との連携を更に深め、採用領域

の有益な情報の確保、業務の迅速化に努め

る 

（１） 同業又は外部関係者との情報交換の

場を法人発信で会議を開催する事と

合わせて、その他会議に積極的に参

加し、年間を通し業界の現状把握、

課題と対策を見出す。合わせて定期

的な効果検証を実施する。 

（２） 外部発信のセミナーなど積極的に参

加。情報収集に努め、有益な取り組

みを精査し実施する。 

 

採用担当 

 

 

 

 

 

  

 

 

４月～ 

 ３月 

 

 

 

 

４月～ 

 ３月 

 

 

 

目標 

会議：年１０

回 

検証：年３回 

 

 

 

目標 

セミナー： 

年６回 

 

 

 



- 19 - 

 

事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定着率向上に向け、多様な働き方や安心な職

場環境など、更に魅力ある施設の創出に努め

る。 

（１） DX プロジェクトを円滑に進められる

ようメンバーともに連携を図り会議

を実施する。 

（２） 「働き続けたいと思える職場環境」

の創出を目指し、他法人との情報交

換の場を積極的に作り、多様な取組

みを確認、法人として精査し全職員

へ還元できるような仕組みを構築す

る。 

（３） 既存職員の長期就業に向けた必要と

思える情報収集をDX 会議で実施

し、各所属長への報告に努める。そ

の詳細のもと実施可能有無の精査、

実施可能案件については、積極的に

検討を図る。 

（４） ＥＰＡ介護福祉士候補者への教育面

と生活面、国試合格への支援と、新

たに採用の特定技能職員の永続的な

長期就業へのサポートを実施する。 

 

採用担

当 

 

 

４月～ 

 ３月 

 

４月～ 

 ３月 

 

 

 

４月～ 

 ３月 

 

 

 

４月～ 

 ３月 

 

 

通常会議： 

年 12 回 

 

各モニタリン

グの実施 

 

 

 

目標 

収集：年３回 

 

 

 

確実な実施 

 稼働率向上のため、新たなSNS 活用を思案

し継続的な情報発信、発信内容の検討、発信

先の拡大を図る 

（１） 採用広報について若年層の利用増加

が見込まれる新たなSNSの新規活用

を検討、実施する。 

（２） インスタグラムのフォロワー数増加

を目指す。 

（３） インスタグラムからの求職者流入を 

増加できるよう、新たな投稿内容や

手法を検討する。 

 

採用担

当 

 

 

 

４月～ 

 ３月 

 

４月～ 

 ３月 

４月～ 

 ３月 

 

 

 

 

確実な実施 

 

 

目標：４００

０ 

フォロワー 

確実な実施 
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令和６年度 経営本部サービス部営業担当 事業計画 

 
事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

１ 

 

 

予算編成稼働率達成に向けた取り組み 

（１） 特養部門の稼働率確保と営業活動と地

域の情報収集に向けた活動 

・地域の新規開設施設の動向に最大限

に注視した営業活動の展開 

・定期的な事業所への訪問と情報収集 

（２） 通所介護の安定的な稼働率確保に向け

た活動 

・地域の居宅介護支援事業所への定期

的な訪問を相談員と協働で実施 

・相談員への運営上の助言と業務支援 

 

営業担当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部課長 

４月～ 

３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稼働率９８％

の達成 

 

 

 

 

稼働率７０％

の達成 

 

 

 

２ 情報と広告の効果的戦略に関する取り組み 

（１） 営業活動を通じて、地域事情や運営

上の有益な情報の収集 

・３園の各部署との連携と協同 

（２） 広告メディアの有効活用と情報発信

方法の検討 

 

営業担当 

 

 

 

 

 

 

４月～

３月 

 

 

 

 

 

 

確実な実施 

 

 

 

３ サービスの向上に関する取り組み 

（１） ３園の生活課、地域事業課の相談員

を牽引していく 

・３園サービス内容におけるニー

ズの発掘と情報共有の強化 

・困難事例に対する適切対応の助

言と業務支援 

 

 

本部課長 

 

 

４月～

３月 

 

 

 

確実な実施 

 

 

 

 

 

 

４ 法人全体が協働で取り組む職場環境の充実

に関する取り組み 

（１） ＩＣＴ化・ＤＸを効果的に進めて行

く事で雇用環境の充実に繋げる 

（２） 経営と稼働率の安定に繋がる長期的

な取り組みについて本部主導の新規

事業の可能性を協議する 

 

本部課長 ４月～ 

３月 

 

 

第６次中期経

営計画への還

元 
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Ⅱ 特別養護老人ホーム 多摩の里むさしの園 

 

 Ａ 施設全体事業関係 

 

  １ 施設事業計画の着実な実施 

      本年度の経営本部行動目標を踏まえて多摩の里むさしの園の行動計画を

策定し、各部署はより具体的な行動計画に基づき、意識的に取り組むこと

により、着実な実施と成果の向上につなげる。 

 

  ２ 施設運営機構 

      施設運営機構図については、別紙「施設運営機構」を参照。 

 

３ 危機管理（リスクマネジメント） 

  （１）方針 

今年度から研修及び訓練の実施が義務付けられた、自然災害及び感染

症に係る業務継続計画（BCP）の周知と実践に注力していく。 

ハードとしての建物及び設備に関しては、適切に保守管理を行い、快

適な生活環境を提供する。ソフト面としてのサービス提供における事故、

苦情、身体拘束関係の発生の予防対応に努め、発生時には迅速かつ的確

な対応による事態の収拾及び再発防止の対応に努める。 

職員一人ひとりの危険予知意識と“気づき”の力を高め、発生の予防に

重点を置く。 

   （２）行動計画 

      １）業務継続計画（BCP）の周知と浸透への取り組み 

・自然災害では、特に近年多発している地震及び集中豪雨対策に係 

 る業務継続のための訓練を実施する。 

  別紙「防災訓練の実施」を参照 

・感染症に関する業務継続計画では、5 類引き下げ後でも感染力の強 

 い新型コロナウイルス感染症及びインフルエンザのまん延を想定 

し、業務継続に必要な対応項目を挙げて、訓練を実施する。  

２）実効性を高める事故防止検討委員会（独自開催及びテレビ会議形式で

の３園の安全対策担当者間協議）等の取組み 

       ・事故、ヒヤリハット報告の集計と分析。 

              ・特徴的な事故事案の提示と、発生原因及び再発防止策に関するカ

ンファレンスの実施。 

・事故事案の予見可能性の検討及び再発防止取組みの徹底。 

・安全対策担当者を中心とした組織的な安全対策体制の強化を図る。 

     ３）総務担当を中心に、施設建物・設備の定期点検と的確なメンテナンス 

の実施 
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       ・防災管理計画及び総務課計画を参照 

     ４）既存入居者の重度化及び医療ニーズ対象者等の入居受け入れの増大に

伴う設備環境と体制の整備及びスタッフ技術等の向上への取組み 

       ・適切な介護設備・機器の計画的な導入 

       ・医療行為対象者（胃ろう、インスリン注射施行等）の受け入れ 

       ・周辺症状がみられる認知症高齢者の受け入れ 

     ５）各部署、個人の環境異常の気づき力を強化する取り組みの実施 

       ・環境異常情報の収集と迅速な措置対応 

     ６）事故発生防止に資する職員研修（年２回）の実施 

 

  ４ 安全衛生管理 

   （１）方針 

        職場における職員の安全と健康を確保するとともに、環境衛生に関す 

      る適切な措置を図る。 

（２）行動計画 

     １）全職員対象の健康診断    年１回（３月） 

     ２）職員ストレスチェック    年１回（11 月） 

     ３）腰痛健康診断        年２回（９月・３月） 

     ４）新型コロナウイルス予防接種  年２回を想定 

     ５）インフルエンザ予防接種   年１回（11 月） 

     ６）調理従事職員の細菌検査   毎月 

     ７）安全衛生委員会の開催    毎月 

     ８）害虫駆除消毒        年１回（６月） 

     ９）貯水槽清掃         年１回（８月） 

     10）貯湯槽清掃         年１回（９月） 

     11）グリストラップ清掃     年４回      

      12）水質検査・簡易水道検査   年１回（８月） 

     13）レジオネラ菌検査      年２回（９月・３月） 

   

５ 防災管理   

  （１）方針 

      災害の防止と人命の安全確保を第一とする目的に向け、防災訓練及     

び防災教育を定期的に実施し、防災に対する知識と技術の向上及び迅速

且つ的確な行動力の育成を図る。また、施設大規模改修に伴い防災設備

を一新したことから、新機種の取扱いの周知掛けを継続して行うととも

に、日常及び定期的な火気点検や防災設備等に関する検査の確実な実施

を図る。 

       また、各種自然災害に係る新たなBCP（業務継続計画）の策定及び既

存の BCP の見直しと周知を図るなか、両計画に係る訓練の実施、帰宅

困難職員や地域の要援護者も念頭に置いた計画的な非常用の飲・食料や
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衛生品等の増加備蓄に努め、災害時の実際想定を踏まえた実効性の 

      高い資器材の機種及び数量の増加確保を図る。 

 

  （２）行動計画 

    １）防災管理委員会の開催 

      ・定例委員会の開催  年３回（５月・１０月・３月） 

      ・臨時委員会の開催  防火管理者が必要と認めた場合 

    ２）防火・防災自主点検の実施  

      ・防火管理者と火元責任者を中心に、日常及び定期点検を確実に実施 

し、不備事項が認められた場合は適切に対応、復旧を行う。 

点検区分 担当者 実施頻度 点検の主な内容 

日常点検 火元責任者を中心に 毎日 担当区域内の「火気関係」 

 

定期点検 

防火管理者 毎月上旬 
建物構造及び防火施設の 

異常の有無 

防火管理者 
５月・８月 

１１月・２月 

消防設備機器類の異常の 

有無 

     

３）消防設備等の法定点検の実施 

      ・点検資格を有する事業者による消防設備等の点検を年２回（４月、 

１０月）実施。 

・福生消防署に点検結果報告書を提出。（４月） 

・点検により確認された不具合事項への措置の実施。 

    ４）非常用備蓄食品等の増加備蓄及び適正管理の実施 

      ・入居者及び職員一人あたり３日分の非常用備蓄食品・飲料水を適正

に保管管理する。 

      ・帰宅困難職員や有事対応職員用の非常用飲料水及び非常用食品を追 

       加備蓄を行う。 

            ・災害発生時に地域の要援護者等に提供する非常用飲食品の備蓄を行

う。        

    ５）災害復旧資機材等の計画的な充足 

      ・有事の備えとして、災害復旧資機材の種類と数量を増やすとともに 

入居者、職員の衛生用品の増加備蓄を計画的に行う。 

    ６）地震防災対策の見直し 

      激震災害を想定して策定したＢＣＰ（業務継続計画）は、より実効性 

のある計画として見直しを行ない、その周知を図る。 

    ７）洪水等への備え 

      近年は、台風等による甚大な洪水被害が発生していることから、水防 

      法が改正され、「洪水時の避難確保計画」の策定が義務付けられたこと 
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から、当該計画について職員への周知掛けと、関係訓練を実施する。 

    ８）自然災害発生時における業務継続計画の策定 

      ・「介護施設・事業所における自然災害発生時の業務継続ガイドライン」 

      （厚生労働省提示）等を踏まえて策定した業務継続計画（BCP）の周 

知のための研修及び訓練を実施するとともに必要時の見直しを行う。 

９）防災教育の実施 

      ・新任職員、中途採用職員、現任職員別の防災教育を実施する。 

 実施時期 講師 主な内容 

新任職員 4 月 施設長 

防火管理

者 

・消防計画の意義と概要 

・自衛消防組織活動 

・消防設備機器の取り扱い 中途採用職員 入職７日以内 

現任職員 年 5 回 ・各種自衛消防訓練活動等 

    

 10）自衛消防訓練審査会への参加 

      ・福生消防署が主催する自衛消防訓練審査会の開催が決定された場合

は出場し、有事対応技能と行動力の向上を図る。  

    11）防災訓練の実施 

    ・年間を通して、総合訓練を３回（震災想定１回と夜間想定１回を含 

む）実施するほか、BCP 関連訓練及び防災教育等を実施する。 

月 訓練種別 訓練内容 

4～5 
部分訓練（感知器等確認） 

部分訓練（BCP 訓練） 

感知器及び受信機の見方を知る 

震災想定ゲームKIZUKIを使用した訓練（現任職員対象） 

5 総合訓練（夜間想定） 夜間想定の８名による総合訓練 

6 部分訓練（BCP 訓練） 避難所運営ゲームHUGを使用した訓練（介護課役職者対象） 

7 
自衛消防訓練審査会事前訓練 

自衛消防訓練審査会 

審査会へ向けての自主訓練 

福生消防署主催の審査会へ出場 

8 
部分訓練（BCP 訓練） 

防災に関する研修 

震災想定ゲームKIZUKIを使用した訓練（現任職員対象） 

BCP 等への理解を深め防災意識の向上を図る研修 

9 総合訓練（震災想定） 激震想定の震災総合訓練（減災加味） 

10 
部分訓練（BCP 訓練） 

市内３特養合同訓練（BCP） 

震災想定ゲームKIZUKIを使用した訓練（中途採用職員対象） 

震災想定ゲームKIZUKIを使用した訓練 

11 
総合訓練（水害・土砂災害想定） 

部分訓練（BCP 訓練） 

水害・土砂災害想定でSNS 活用による訓練 

震災想定ゲームKIZUKIを使用した訓練（現任職員対象） 

2 部分訓練（炊き出し） BCP に基づいた備蓄食の炊き出しと資機材の活用 

3 防災教育（新任・現任） 防災設備機器機能の理解と活用 
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12）災害発生時等の情報共有体制の強化 

    ・施設内情報発信ツール（HitomeQ コネクトツール）の定期的な活用 

と周知のため、毎月の一斉メールテストを実施する。 

   13）市内３園による地域要援護高齢者等の福祉避難所設置に向けた協議 

    ・羽村市施設長会で申し合わせた羽村園、神明園、むさしの園の防火 

              管理者による実務者協議を定期的に開催する。 

     ・羽村市の防災所管課とも連携する。 

 

６ 感染症対策 

（１） 方針 

      新型コロナウイルスをはじめ、入居者の健康リスクとなる各種の感染 

症の感染防止対策の徹底を図るとともに、感染症及び食中毒の予防とま 

ん延の防止を図る。 

（２） 行動計画 

１）感染症の発生防止（予防）への対応 

・職員は毎日の検温を実施し記録する。 

・日頃からご入居者等の体調の確認を確実に行う。 

・３密（密接・密集・密閉）の回避と基本的な感染症対策（マスク 

の着用、手洗い、手指消毒、環境の清拭・消毒、こまめな換気） 

 を徹底して実施する。 

２）感染症の発生時における感染拡大防止への対応 

・感染者等（疑い者含む）が発生した場合は、関係者間の情報共有 

を図り、感染拡大防止対策を実施する。 

  対策協議や実践にあたっては下記の資料を活用する。 

【園盛会スタンダードマニュアル】に収載の各種マニュアル 

 【感染症対策ガイドブック・令和 5 年 7 月東京都感染対策部編集】 

３）新型コロナウイルス感染症発生を想定した実践的な訓練（シミュレ 

ーション）を実施する。 

     ４）感染症に係る業務継続計画の見直し・更新 

       ・知見情報等を踏まえ、必要に応じて計画の見直しを行う。 

       ・全職員に計画内容の周知を図る。 

５）感染対策委員会の定期開催（４月・７月・１０月・１月） 

  ・時節の各種感染症情報の共有と予防対応の確認 

  ・全職員への啓蒙・啓発活動内容の確認 

  ・予防活動の推進とチェック機能の強化 

  ・11 月～3 月は感染症予防の強化月間としての取組み 

６）感染症に関する施設内研修（年２回実施） 

 

  ７ 福祉サービス第三者評価制度の受審 

（１） 方針 
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      福祉サービス第三者評価を受審し、結果の公表と併せて、サービスの

向上につなげる。 

（２） 行動計画 

１）評価機関の情報収集と選定（9～10 月） 

     ２）評価受審スケジュールの協議（11 月） 

     ３）評価受審（12 月） 

     ４）受審結果のフィードバック（1 月） 

     ５）「東京福祉ナビゲーション」等での公表（２月） 

 

  ８ 広報・地域対策  

  （１）方針 

      施設機能の重要な役割と位置づけ、地域社会の理解や信頼を深めるた

めの取り組みを展開する。 

  （２）行動計画 

     １）広報委員会の定期開催。（４月・７月・１０月・１月） 

・けやき園、もみの樹園と協働して、広報紙「園盛会だより」（季刊）

の発行 

     ２）中高生を中心に職場体験学習の受け入れ 

     ３）高齢者福祉の担い手となる実習生の受け入れと育成 

４）地域ボランティアの開拓と受け入れ強化 

     ５）施設で活動されているボランティアに向けた表彰制度の検討・実施 

        

  ９ 会議・委員会活動 

  （１）方針 

第 6 次中期経営計画に基づく初年度（令和 5 年度）取組みの成果を反

映した会議・委員会を編成する。そのうえで、会議の効率化、及び３園間

の円滑な情報交換・情報共有の観点から、各種の会議・委員会を開催し、

意思決定や事業推進に反映させる。     

  （２）行動計画 

     １）３園合同で毎月開催する会議・委員会 

・運営調整会議   

・園盛会ＤＸプロジェクト（第 6 次中期経営計画より）    

・相談員連絡会  ＊テレビ会議形式 

     ２）３園合同で２ヶ月ごとに開催する委員会   

・個別ケア推進委員会（全体・第 6 次中期経営計画より）偶数月 

３）３園合同で３ヶ月ごとに開催する委員会 

・広報委員会  ＊テレビ会議形式 

・リハビリ会議  ＊テレビ会議形式 

  ４）３園合同で４ヶ月ごとに開催する委員会 

･マニュアル推進委員会（拡大） 
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・マニュアル推進委員会（部署） ＊テレビ会議形式 

・事故防止検討委員会（合同）  ＊7、11、3 月 

５）園内で毎月開催する会議・委員会 

・個別ケア推進委員会（要項Ｂ開催分）（第 6 次中期経営計画より） 

・事故防止検討委員会（単独）  ＊上記の合同会議月を除く 

       ・安全衛生委員会     

 ・行事企画委員会  

 ・褥瘡予防対策委員会（発症生時には、臨時開催） 

 ・介護課主任会議  

 ・厨房会議   

・ブロック・ユニット会議 

６）園内で２ヶ月ごとに開催する委員会 

 ・食事サービス委員会（偶数月） 

７）園内で３ヶ月ごとに開催する委員会 

       ・防災管理委員会 

       ・感染対策委員会（発症生時には、臨時開催） 

・排泄ケア向上委員会 

       ・身体拘束等適正化検討委員会 

       ・虐待防止検討委員会 

     ８）随時開催する会議 

       ・入居判定会議 

       ・サービス担当者会議  

     ９）地域密着型介護老人福祉施設の運営基準に基づき２ヶ月ごとに開催 

する会議（認知症対応型通所介護事業所の相談員は年 2 回の出席） 

       ・運営推進会議 

        （参加者はユニット入居者とその家族、地区担当民生委員、羽村市

職員、グループホーム施設長、当園管理者、ユニット主任 

デイサービス相談員等）     

 

  10 福利厚生 

  （１）方針 

      職員の福利厚生事業の充実を図り、就労活力の維持、向上に努める。 

  （２）行動計画 

     １）会員制リゾートホテルの活用 

       本人及び職員家族が、安価な料金で通年において利用できる、会員

制リゾートホテルの活用。 

     ２）職員親睦会への助成 

       職員親睦会が企画、実施する各種の行事等について、規定の範囲内

での資金助成を行う。 
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  11 職員研修 

  （１）方針 

      経験年数や職位階層別に配慮した計画的な研修の実施により、スタッ

フの質の向上を図る。 

（２）行動計画 

１）施設内研修 

      ・新入職員、中途採用職員、現任職員の専門性を向上させ、サービスの

質の向上に資する研修プログラム及び運営基準に定められた職員研

修を実施する。 

      ・ＯＪＴを効果的（意図的、計画的、継続的）に実施し、スタッフの部

署帰属意識や信頼感の向上につなげる。 

     ２）施設外研修 

      ・各専門職の職務遂行に必要な研修や、施設運営に資する情報収集と

して重要な研修には、Web 形式を含めて積極的に参加する。 

・その他外部研修は内容精査のうえ実施する。 

・本人希望研修については、成長実感や受講後の成果等を考慮したう 

 えで、できる限り承認していく。 

     ３）市内施設間相互乗入れ研修（他社会福祉法人との人事交流） 

      ・羽村市特養施設長会で合意した３園（羽村園、神明園、むさしの園）

間で、現場職員の人事交流による研修を実施する。 

      ・本年度の研修は、介護職員を対象とし、各園での活動見学及び実施要

領等の情報交換を実施。開催月は上期を予定する。 

     ４）羽村市特養３園合同職員研修の開催 

      ・羽村市特養施設長会主催による第 8 回合同研修を予定 

      ・青梅ブロック、秋川ブロックの特養にも参加を呼び掛ける。         

５）研修発表会の開催 

 ・施設内、施設外の研修参加者による発表会を定期的に開催する。 

     ６）資格取得の支援 

      ・施設運営において必要とする資格の取得については、勤務配慮を行

うとともに、その受験費用負担について支援する。 

     上記１）～４）の具体的内容については、別紙「令和 6 年度職員研修・ 

ＯＪＴ年間計画表」を参照。 

 

 12 地域公益活動 

 （１）方針 

    本部所在地において、地域公益活動に取り組み、社会福祉法人使命のひ 

   とつを果たしていく。 

 （２）行動計画 

   １）オレンジカフェ「ひだまり」 

    ・市内の福祉センター内の喫茶スペースを活用し、グループホーム利用者 
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     職員との協働によるオレンジカフェ（認知症カフェ）の再開を模索する 

     （会場管理者の羽村市社協と実施条件等の再調整が必要）      

   ２）フレイル介護予防体操 

    ・羽村市の地域介護予防活動支援事業に協力し、緑が丘三丁目を中心とし 

     た地域住民の皆さんの会議室開放によるフレイル介護予防体操の再開に 

     つなげる。（羽村市からの再開依頼があり次第） 

   ３）地域サロン等の開設・運営（場所探しと計画書づくり）      

    ・活動青写真の協議、実踏・活動拠点の検討及び運用計画の作成 

 

13 面会等の家族支援 

（１） 方針 

新型コロナをはじめとする感染症対策を実施するなか、施設での面会や交 

流のあり方を見直し、相互関わりの活性化を図ることで、ご入居者のQOL の 

向上や施設への信頼感確保につなげる。 

（２） 行動計画 

１） 居室、居住棟での面会機会の提供 

面会者にはマスク着用を求めたうえで、対面面会を継続して実施する。 

２） 感染発生時の面会工夫 

居住棟での新型コロナ感染があった場合でも、感染経路を踏まえた居住 

棟別やフロア別制限以外での面会実施に配慮する。 

３） オンライン面会の扱い 

新型コロナ感染症の感染再拡大等、対面面会や施設内立入り制限を要す 

る事態が生じた際は、オンライン面会を実施する。 

４） 施設内イベントへの参加機会の設定 

感染防止対策への理解と協力を求めたうえで、納涼祭や敬老の会、クリ 

スマス会へのご家族等の参加機会を提供し、ご入居者との交流の深化につ 

なげる。    

 

14  看取り介護の取り組み 

 （１）方針 

    ご入居者が、当園において人生の最期までその人らしく生き、尊厳を保っ

て寄り添い、支える取り組みにより、看取りケアの定着を図る。 

 （２）行動計画 

   １）各専門職が主体性をもって取り組める仕組みづくりを行う。 

   ２）「看取り指針」を踏まえた看取りケアを提供する。 

   ３）「看取り介護」の視点を重視し、医療的ケアに加え「その人らしい最期の 

     過ごし方」をご家族と関係スタッフとで共有し、支援する。 

   ４）看取り期に抱える介護職員等の不安や課題についても関係スタッフで共 

     有し、解消に向けて取り組む。 
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多摩の里むさしの園運営機構図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営会議 

責任者 本部長 

運営調整会議 

責任者 管理部長 

入居判定会議 

責任者 サービス部長 

マニュアル推進委員会 

（ 拡大 / 部署 ） 

責任者 サービス部長 

個別ケア推進委員会 

責任者 サービス部長 

 

 

事故防止検討委員会 

責任者 サービス部長 

園盛会ＤＸプロジェクト 

責任者 経営企画室長 

 

安全衛生委員会 

責任者 安全衛生管理者 

 

感染対策委員会 

責任者 医務課主任 

防災対策委員会 

責任者 選任防火管理者 

行事企画委員会 

責任者 介護課課長 

食事サービス委員会 

責任者 栄養課課長 

排泄ケア向上委員会 

責任者 介護課リーダー 

介護課主任会議 

責任者 介護課課長 

ブロック・ユニット会議 

責任者 各担当主任 

（本部事業） 

＊表中の責任者とは、実施運

営責任者をいいます。 

サービス担当者会議 

責任者 ケアプラン 

    管理責任者 

厨房会議 

責任者 栄養課課長 

 

 

運営推進会議 

責任者 施設長 

褥瘡予防対策委員会 

責任者 医務課リーダー 

 

体拘束等適正化検討委員会 

虐待防止検討委員会 

責任者 生活課副主任 

 

相談員連絡会 

責任者 生活課主任 
広報委員会 

責任者 経営企画室長 
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令和６年度会議・委員会の開催予定表（多摩の里むさしの園） 

曜日 週 会議・委員会 合同 開催時間 開催頻度 備 考 

月 第２週 園盛会ＤＸプロジェクト（B） ○（※1） 14：30～16：00 毎月 （※）は下段の※１を参照 

火 
第２週 

マニュアル推進委員会（拡大推進委員会） （注1） 10：00～11：00 ４ケ月毎 （注）は下段の注 1を参照 

運営推進会議 （注2） 14：00～15：30 年６回 （注）は下段の注 2を参照 

第４週 排泄ケア向上委員会  14：00～15：30 ３ヶ月毎 5月・8月・11月・2月に開催 

水 

第１週 
介護課主任会議 
 

  10：30～12：00 毎月   

行事企画委員会   14：00～15：30 毎月  

第２週  

運営調整会議 ○ 10：00～11：00 毎月 集合形式もしくはテレビ会議 

園盛会ＤＸプロジェクト（A） ○（※1） 11：10～12：10 毎月 集合形式もしくはテレビ会議 

事故防止検討委員会 ○（※2） 単独14：00～15：30 毎月 （※）は下段の※２を参照 

身体拘束等適正化検討委員会 （a） （注 3） 事故防止検討委員会後30分 ３ヶ月毎 （注）は下段の注 3を参照 

虐待防止検討委員会 （b） （注 3） 身体拘束等適正化検討委員会後30分 ３ヶ月毎 （注）は下段の注 3を参照 

感染対策委員会 （注5） 14：00～15：00 ３ヶ月毎 （注）は下段の注 4を参照 

褥瘡予防対策委員会 （注6） 15：00～15：40 ３ヶ月毎 定例以外でも発症時に開催 

第３週 

安全衛生委員会   10：00～10：50 毎月  

防災管理委員会  11：00～12：00 ４ヶ月毎 ５月・１０月・３月に開催 

食事サービス委員会  14：00～15：00 ２ヶ月毎 偶数月に開催（原則書面開催） 

木 
第１週 

厨房会議  14：00～15：00 毎月 行事開催月は別日調整 

広報委員会 ○（注4） 14：30～15：30 ３ヶ月毎 （注）は下段の注 3を参照 

第４週 相談員連絡会 ○（※3） 14：00～15：00 毎月 集合形式もしくはテレビ会議 

金 第４週 個別ケア推進委員会 ○（注7） 14：30～16：00 毎月 （注）は下段の注 7を参照 

各部署にて調整 マニュアル部署推進委員会 ○（注1） 1時間～1時間半 ４ヶ月毎 （注）は下段の注１を参照 

※１ 園盛会DXプロジェクトは、必要時に全体会議を開催する。 

※２ 事故防止検討委員会は７月、11月、３月に各園の安全対策担当者で意見交換を行う。（集合もしくはテレビ会議） 

※３ 相談員連絡会は、３園合同のテレビ会議を開催する。 

注１ ①拡大推進委員会・・・６月・１０月・１月に開催。本部及び全部署リーダー（３園で原則１名）による会議とし、けやき園を開催会場とする。 

②部署推進委員会・・・５月・９月・１２月に、各部署にて日程・時間を調整の上、３園合同でのテレビ会議形式で開催。 

注２ 運営推進会議は原則として奇数月に開催。地域密着型介護老人福祉施設となったユニット部の運営基準に基づく。 

注３ ５月・８月・１１月・２月に開催。事故防止検討委員会終了 10分後より、a ⇒ bの順に 30分の会議時間、同一メンバーを委員として開催する。 

注４ ４月・７月・１０月・１月に、３園合同のテレビ会議を開催する。４月・１月は第火木曜日に開催。 

注５ 原則として、４月・７月・１０月・１月に開催。但し、感染症事例等が発生した場合は、臨時開催する。 

注６ 褥瘡予防を目的として、４月・７月・１０月・１月に開催。褥瘡発症時には、褥瘡対策チームリーダーが召集し、褥瘡対策委員会を開催。 

注７ 全体会議は偶数月で開催し、テレビ会議又は集合形式で実施。介護課部署会議は奇数月で各園で開催。 

○ 入居判定会議は候補者上申後、原則３日以内に開催し、速やかな判定結果を得る。 

○ サービス担当者会議は、ケアプランの新規・変更・更新の時期に随時開催する。 

○ ブロック・ユニット会議は、原則として月１回開催。開催日は各担当主任が調整する。 

○ 各種会議・委員会等の構成メンバーは、別紙「会議・委員会一覧表」を参照のこと。 
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令和６年度 会議・委員会一覧表 （多摩の里むさしの園） 

 

会議 

委員会名 
会 議 の 目 的 

開催頻度 

開催予定日 
構 成 メ ン バ ー 

実施責任者 

（運営担当者） 

運営調整 

会議 

施設運営上に関わる諸問題を検討し、

円滑な業務が実施できるように意思統

一と調整を行う。 

毎月の合同開催 
経営本部 ： 本部長、サービス部長、管理部長 

        サービス部課長 

３園 ：施設長、事務長、介護課長・係長 

介護課筆頭主任、栄養課課長、 

生活課主任、デイ相談員、保育園長 

＊医務係、リハビリ係は 3園合同で部署代表者１名 

本部長 

（管理部長） 第２水曜日 

10：00 ～ 11：00 

入居判定 

会議 

入居決定過程の透明性・公平性を確保

するとともに、施設入居の円滑な実施を

図る。 

毎月・臨時開催 経営本部 ： サービス部長 

＆ 

施設長、生活相談員、医務課等関係者 

サービス部長 

（生活課副主任） 
候補者上申から原則 

３日以内で可否判断 

事故防止 

検討委員会 

ヒヤリハット、事故報告概要の情報共有

を図り、重大事案に関する予見可能性

の検討及び再発防止策について、活発

な意見交換を行い、意識化と実践の周

知を図る。 

（単独）偶数月 

（合同）奇数月 

経営本部：サービス部長 

３園 ： 施設長、介護課所属長、栄養課課長 

生活課主任・副主任、相談員、管理栄養

士、医務係１名、介護課主任（副主任）各

階１名、リハビリ係・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ１名 

サービス部長 

(単独) 

安全対策担当者 

(合同）3園輪番制 

テレビ会議 

第２水曜日 

（単独）14：30～16：00 

（合同）13：30～15：00 

園盛会ＤＸ 

プロジェクト 

（第 6次中

計取組み） 

ＩＣＴ化・ＤＸを進めて、業務の効率化・省略化を

進めていくことと、働き方の多様化を受入れ、

既存の職員が長く働き続けられるよう、柔軟

でキャリア形成がしやすい職場環境の見直し

を図ることを、同時に検討していくことが課題

であるとして捉え、「ＩＣＴ化・デジタルトランスフ

ォーメーションによる雇用環境の充実」を図る

ことを目的として活動する。 

毎月の開催 

※全体会議は 

必要時に開催 

Ａチーム： 

江井課長、山口主任 

Ｂチーム： 

角田主任、西筆頭主任 

３園のうちから部署代表として 

１名 

(総務課・介護課所属長・介護課・医務係・リハビリ

係・生活課・栄養課・地域事業課) 

オブザーバー 宮本課長 

事務局 教育･企画 

サービス部長 

（推進員会リー

ダー） 

（A） チーム 

第 2水曜日 

11：10 ～ 12：10 

（B） チーム 

第 2月曜日 

14：30 ～ 16：00 

個別ケア 

推進委員会 

（第 6次中

計取組み） 

入居者、家族、職員等、園盛会に関わる

全ての方の幸福の追求と個別ケアの推

進に寄与し、法人独自のサービスを構

築して提供することにより、他法人・他施

設との差別化を図る。 

（単独）奇数月 

（合同）偶数月 

経営本部： サービス部長 

介護課長、（委員会運営責任者） 

プロジェクトリーダー１名、サブリーダー２名 

各園の各フロアより原則２名以上 

※ユニットケア推進プロジェクト実施要綱を参照 

サービス部長 

（介護課長） 
第 4金曜日 

（単独）14：30～17：00 

（合同）14：30～17：00 

マニュアル 

推進委員会 

園盛会スタンダード・マニュアルの周知 

掛けと実践を図り、定期的なチェックに

よる浸透と、継続的な見直しを行う中

で、サービスの標準化を推進する。 

年３回の合同開催 

（6月・10月・１月） 

（Ａ） 第２火曜日 

10：00 ～ 11：00 

（Ａ）拡大推進委員会  ３園のうちから部署代表として１名 

（総務課・教育企画・介護課・医務係・リハビリ係・生活

課・栄養課・地域事業課） ◆ けやき園に参集 
サービス部長 

（推進委員会 

リーダー） 年３回の合同開催 

（5月・9月・12月） 

（Ｂ） 部署にて 1時間半程度 

（Ｂ）部署推進委員会  （Ａ）の部署代表も含め、各園より各部

署１名（総務課、教育企画,医務係、リハビリ係、生活課、栄養課、地域事業

課）、介護課２名 ◆テレビ会議形式で、各部署にて開催 
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令和６年度 会議・委員会一覧表 （多摩の里むさしの園） 

 

会議 

委員会名 
会 議 の 目 的 

開催頻度 

開催予定日 
構 成 メ ン バ ー 

実施責任者 

（運営担当者） 

広報委員会 

法人紙「園盛会だより」（季刊）作りを

行い、法人及び３園記事等の掲載

内容を協議し、紙面充実に向けた取

り組みを行う。 

年４回・合同開催 

（4・7・10・1月） 
経営本部 ：経営企画室長、教育・企画担当主任 

３園：事務所１名、介護課２名、栄養課１名、デイサ

ービス１名 

管理部長 

（教育・企画 

担当主任） 
第１木曜日 ４，１月は第２火曜日 

14：30 ～ 15：30  

安全衛生 

委員会 

職員の安全と健康の確保に資する

事項の検討や、労働災害の発生防

止策等を協議し、実施する。 

毎月の単独開催 安全衛生管理者、事務長、介護課筆頭主任 

介護課主任１名、医務係１名、リハビリ係１名 

栄養課１名 

 安全衛生 

管理者 
 第３水曜日 

10：00 ～ 10：50  

感染対策 

委員会 

施設における感染症及び食中毒の

予防及びまん延の防止対策を検

討、所要の対応を図る。 

 年４回・単独開催 

4・7・10・1月と必要時 

施設長、医務係主任、介護課課長・筆頭主任 

相談員、栄養課１名、介護課 2、3階は主任及び 

副主任が各１名、1階は主任または副主任 

リハビリ係１名、デイサービス１名 

※臨時開催時は介護課は各ブロック・ユニットから 1名 

医務係主任 
第２水曜日 

 14：00 ～ 15：00 

防災管理 

委員会 

入居者と職員を火災や災害から守

るため、万全の予防対策と訓練計

画を立てて実践する。 

 年３回・単独開催 

（5・10・3月）  
施設長（消防本部長）、介護課主任（選任防火管理

者、自衛消防隊長）、自衛消防隊５班（通報連絡・消

火・避難誘導・安全防護・救護）の各リーダー 

選任防火 

管理者  第３水曜日 

 11：00 ～ 12：00 

行事企画 

委員会 

入居者の満足が得られるような各

種の行事、地域交流事業を計画し、

実施のための検討を行う。 

毎月の単独開催 介護課課長・筆頭主任、介護課主任 1名、 

介護課副主任 3名、教育企画担当主任、 

総務課１名、栄養課１名、医務係 1名、 

リハビリ係 1名、デイサービス１名 

介護課課長 第１水曜日 

14：00 ～ 15：30 

食事サービ

ス委員会 

 食事サービスの充実を図るための

問題点等を検討し、入居者の食の喜

びや生活機能の維持・向上につな

げる。 

偶数月の単独開催  栄養課課長、管理栄養士、介護課筆頭主任 

医務係１名、介護課各ﾌﾞﾛｯｸ・ﾕﾆｯﾄ１名 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ１名 

＊原則として書面開催、必要時は委員招集で開催 

栄養課課長 

(管理栄養士)  第３水曜日 

 14：00 ～ 15：00 

排泄ケア 

向上委員会 

「尊厳を大切にした排泄ケア」「科学

的根拠に基づいた個別排泄ケアの

実践」の深化、推進を図る。 

年４回・単独開催 

（5・8・11・2月） 

※ 検討項目により関係部署担当 

介護課課長・筆頭主任、介護課主任 

介護課副主任、ブロック・ユニットより各１名 

 ※必要時は管理栄養士・看護職員も参加 

介護課課長 
第４火曜日 

 14：00 ～ 15：30 

褥瘡予防 

対策委員会 

褥瘡予防のための適切なケアにつ

いての協議と、個別入居者の褥瘡

予防並びに発症者の完治に向け多

職種協働で取り組む。 

毎月の単独開催 医務係リーダー、介護課課長・筆頭主任、 

検討入居者のブロック排泄委員、管理栄養士、 

機能訓練指導員、生活相談員、ケアマネージャー 

医務係 

リーダー 

第３金曜日 

 15：00 ～ 15：40 
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令和６年度 会議・委員会一覧表 （多摩の里むさしの園） 

 

会議 

委員会名 
会 議 の 目 的 

開催頻度 

開催予定日 
構 成 メ ン バ ー 

実施責任者 

（運営担当

者） 

身体拘束等

適正化検討

委員会 

身体拘束廃止を掲げ、指針に基づく委

員会の実施により、身体拘束等の更

なる適正化を図るよう取り組む。 

年４回の単独開催 

５・８・１１・２月 

施設長、介護課課長・筆頭主任、栄養課課長 

生活相談員、管理栄養士、医務係１名、介護課主任

（副主任）各階１名、リハビリ係、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ１名 

（原則として事故防止検討委員会委員と同じ者） 

生活課 

リーダー 第２水曜日 

 事故防止検討委員会後の 30分 

虐待防止 

検討委員会 

虐待防止を掲げ、指針に基づく委員会

の実施により、虐待防止等の更なる

適正化を図るよう取り組む。 

年４回の単独開催 

５・８・１１・２月 

施設長、介護課課長・筆頭主任、栄養課課長、 

生活相談員、管理栄養士、医務係１名、介護課主任

（副主任）各階１名、リハビリ係、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ１名 

（原則として事故防止検討委員会委員と同じ者） 

生活課 

リーダー 第２水曜日 

 身体拘束等適正化委員会後の 30分 

 

介護課主任

会議 

入居者サービス向上を図るうえの課

題等の協議や、業務の円滑化に必要

な連絡調整等による意思統一を図る 

毎月の単独開催 
施設長、介護課課長、介護課筆頭主任 

介護課主任全員、 
介護課課長 第１水曜日 

10：30 ～ 12：00 

ブロック・ユ

ニット会議 

ブロック・ユニット業務の課題や入居

者の支援のあり方等についての協議

を行い、対応の統一を図る。 

毎月の単独開催 介護課主任、ブロック・ユニット介護職員 

 ※必要に応じて施設長 介護課課長 

原則月１回実施 

厨房会議 

調理調整や衛生環境等に関する事項

の協議及び食事サービスの向上に資

する諸課題を検討し、実施する。 

毎月の単独開催 栄養課課長、管理栄養士、委託業者所属調理員 

 ※必要に応じて施設長 
栄養課課長 

テレビ会議 
第１木曜日・行事開催日 

 14：00 ～ 15：00 

サービス担

当者会議 

施設ケアプランの新規・変更・更新の

時期に開催し、多職種協働を踏まえた

ケアプランを策定する。 

必要時随時 
ケアプラン管理責任者・担当看護職員、該当ブロッ

ク主任、居室担当者、管理栄養士、機能回復訓練

指導員（必要時） 

ケアプラン 

管理責任者 ケアプランの新規・変更・

更新の時期 

運営推進 

会議 

地域密着型介護老人福祉施設の運営

基準に基づき開催。地域に開かれた

サービスの一環として、地域メンバー

も委員として参加、連携・交流・情報交

換等の場とする。 

隔月開催 ユニット入居者、ユニット入居者家族 

緑ヶ丘三丁目町会役員 

羽村市職員（介護保険係） 

地域密着型共同生活介護施設管理者 

施設長、ユニット部主任又は副主任、デイ相談員 

施設長 原則として第 2火曜日 

14：00 ～ 15：30 

相談員 

連絡会 

相談員業務に係る諸事項及び稼働率

の維持のため情報共有や連携を図る 
毎月の合同開催 

サービス部長、生活課主任、生活課副主任 

各園の生活相談員 

生活課主任 

テレビ会議 

緊急の感染

発生時対策

会議 

施設内において、新型コロナウイルス

の感染者発生（感染が強く疑われる者

を含む）時における情報を共有し、感

染拡大防止のために実施する対策に

ついて協議する。 

施設内での新型コロナ 

感染者（感染が強く疑 

われる者を含む）の 

発生時 

施設長・事務長・総務主任・介護課役職者（課長 

筆頭主任、主任、副主任）で当日勤務の者 

医務課主任または医務課副主任、生活相談員  

機能訓練指導員、管理栄養士、デイサービス相談員 

その他施設長が必要と認める者 

施設長 

不在時は 

事務長 
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令和６年度 職員研修・ＯＪＴ年間計画表 

（多摩の里むさしの園） 

 

区分 研修種別 参加対象者 開催予定 研修のテーマ等 
備考 

（研修担当） 

施 

設 

内 

新入職員へのＯＪＴ 新卒採用職員 

入職日より 

１ヶ月、３ヶ月 

６ヶ月、１２ヶ月 

新入職員１名に指導担当者を

付け、日常的な OJT と左記の

時期ごとに評価・指導を実施。 

別紙 

「新入生研修に

ついて」 

入職６ヶ月研修 
試用期間 

修了者 

試用期間の終

了時（原則） 

介護保険制度の理解他 

ケアプラン学習 
施設長 

食中毒の予防及びまん延

の防止のための研修 
全職員 

年１回 

（５月） 

基準省令第２７条第２項第３号

の規定に基づき実施。 
管理栄養士 

感染症の予防及びまん延

の防止のための研修・訓練 
全職員 

年２回 

（５月、１０月） 

基準省令第２７条第２項第３号

の規定に基づき実施。 
医務課看護師 

業務継続計画（BCP）研修・

訓練 
対象職員 

年２回 

（10月、2月） 

基準省令第２４条の２第１項第

２号の規定に基づき実施。 

施設長 

防火管理者 

事故発生の防止のための

研修 
全職員 

年２回 

（６、１１月） 

基準省令第３５条第１項第３号

の規定に基づき実施。 
安全対策担当者 

高齢者虐待の防止に関す

る研修 
全職員 

年２回 

（７月、１月） 

基準省令第１条の２ 第４項の

規定に基づき実施。 
生活相談員 

身体拘束等の適正化に関

する研修 

基準省令第１１条第６項第３号

の規定に基づき実施。 
生活相談員 

褥瘡対策に関する研修 
介護職員 

医務課・栄養課 

年１回 

（２月） 

基準省令第１３条第５項の規定

に基づき実施。 

医務課看護師ｏｒ

理学療法士 

口腔衛生管理研修 介護職員 
年２回 

（調整中） 

基準省令第１７条の３の規定に

基づき実施。 

外部講師：パー

ル歯科 

喀痰吸引に関する研修 介護課職員 

４～３月 

（研修期間は

要調整） 

たんの吸引等に関する知識や技

能を修得し「認定特定行為業務

従事者認定証の交付を受ける。 

医務課看護師 

施 

設 

外 

羽村市内施設間 

（３園）交流研修 
介護課職員 年３回 

他社会福祉法人の施設・事業

所と現場職員との人事交流 
施設長 

職務階層、職種別研修 

及び委嘱委員等 

○高齢者福祉施設部会（施設長） 

○羽村市特養施設長会（施設長） 

○羽村市社会福祉法人連絡会（施設長） 

○羽村市老人ホーム入所判定会委員（施設長） 

○羽村市介護認定審査会委員（生活相談員） 

○特定給食栄養研究会（管理栄養士）は開催時に参加 

○東京都及び東京都社会福祉協議会を中心とした各種研修は精査のうえ、決定 
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Ｂ 各部署別事業計画 

 

  法人理念及び経営方針を踏まえ、各課・担当の行動計画を次のとおり策定する。 

 

総 務 課 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

施設行動目標 

（１） その人らしさを常に追求し、良質なサービスを提供する 

（２）業務点検と見直しを行い、有用な時間の確保につなげる 

（３）働きやすい環境づくりに注力し、離職防止につなげる 

（４）各部署の協働により、稼働率の維持・向上を図る 

総務課行動目標 

 （１）他部署と協力し、良質なサービスの提供に資する取り組みを行う 

 （２）自身の業務の効率化のための見直しと、自部署内・事務所内の他者の仕事に進ん

で協力し、全体の効率化に資する取り組みを行う 

 （３）働きやすい職場環境を構築する 

 （４）施設の窓口業務を通じ、稼働率維持に貢献する 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

1 

 

第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１） 本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6 

年度）実行計画」を理解する。 

〈総務課〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２） 上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 

 

 

 

 

他部署と協力し、良質なサービスの提供に

資する取り組みを行う。 

（1）行事を通じてご入居者と関わる 

（2）他部署の手伝いを進んで行い、間接

的にご入居者のQOL を上げる 

主任 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

 

ご入居者と交

流した 

他部署の手伝

いを進んで行

った 

3 自身の業務の効率化のための見直しと、自

部署内・事務所内の他者の仕事に進んで協

力し、全体の効率化に資する取り組みを行

う。 

（1）どの作業に一番時間がかかっている

かを洗い出し、その業務の効率化・

自動化をする 

（2）ipad の活用の検討をする 

 

主任 4 月～ 

3 月 

 

 

 

洗い出した業

務を効率化さ

せた 

 

検討した 

4 働きやすい職場環境を構築する。 

（1）ペーパーレス化の推進 

（2）PC 業務が苦手な職員のPC サポート

をする 

主任 4 月～ 

3 月 

 

 

ペーパーレス

化した 

PC サポート

をした 

5 

 

 

 

施設の窓口業務を通じ、稼働率維持に貢献

する 

（1）適正な事務処理並びに会計処理を行う

（各種請求、経理・預金処理及び労務管理） 

（2）パンフレットや広報紙、西多摩特養

ガイドを活用して認知度向上に努める 

 

主任 4 月～ 

3 月 

 

 

 

適正な事務処

理を行った 

発行物を積極

的に渡した 
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教育・企画担当 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

（１） その人らしさを常に追求し、良質なサービスを提供する 

（２）業務点検と見直しを行い、有用な時間の確保につなげる 

（３）働きやすい環境づくりに注力し、離職防止につなげる 

（４）各部署の協働により、稼働率の維持・向上を図る 

 

教育・企画担当行動目標 

（１） インフォーマル・サポート（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・NPO 団体・地域住民等）による良質な 

サービスの提供を図る 

（２）担当業務の省力化・効率化を目指す 

 （３）就労環境・研修内容の改善を図り、職員の定着率向上を目指す 

 （４）稼働率の維持・向上にむけて、自法人の認知度向上を図る 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6 

  年度）実行計画」を理解する。 

〈教育・企画担当〉    

〇・・・遂行部門 

具体的項目（２）職員個々のレベルアップ 

① 次世代の管理者・役職者候補への事業継続に向けた円滑な道筋の検討・実施 

② 全職員に向けた個別研修プログラムの検討・実施 

具体的項目（３）ICT 化・DX による雇用環境の充実 

① 園盛会DX（デジタルトランスフォーメーション）プロジェクトの実施 

A ほのぼのNEXT のリスキリング（記録関係の見直し等） 

B 働き方改革の検討・実施（就労環境・勤務形態・福利厚生の見直し等） 

※AB 事務局を担当 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 

 

インフォーマル・サポート（ボランティア・

NPO団体・地域住民等）による良質なサービ

スの提供を図る 

(1) 施設側ニーズ（ご利用者、ご家族、職員

等）に関する情報収集を行う。 

(2) 社会福祉協議会、ボランティアセンタ

ーとの情報交換を密に行い、地域ボラ

ンティアの受け入れ及び育成に努め

る。 

(3) NPO団体や企業等が主催する研修やレ

クリエーションに関する情報提供を行

う。 

(4) 近隣の中高生の職場体験や企業等のボ

ランティア体験の受け入れを行う。 

 

教育・企

画担当 

4月～ 

3月 

 

 

 

確実な実施 

 

年 2回以上の 

実施 

 

毎月の実施 

 

確実な実施 

 

3 

 

 

 

 

担当業務の省力化・効率化を目指す 

(1) 経営企画室会議を開催し、情報共有と

業務の省力化・効率化を図る。 

(2) 各種業務遂行後、振り返りを行い、業

務改善を図る。 

教育・企

画担当 

4月～ 

3月 

 

毎月 2回実施 

 

業務改善の実

施 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労環境・研修内容の改善を図り、職員の

定着率向上を目指す 

(1) 経営企画室「人材育成計画表」「職員

研修・OJT年間計画表」の通りに各種

研修を開催する。 

(2) 資格取得に向けた職員ニーズ、援助方

法や講座内容等の調査及び環境整備、

中途入職者への支援を行う。  

(3) 年間研修・意見交換会の報告書やヒア 

リングにより個人や各部署の意見を確 

認して、改善案を関係部署に提案する。 

(4) 制度改正に伴い義務化となる各種研修

について、情報収集や受講調整を行う。 

(5) 全職員が利用可能なオンライン配信研

修サービスに関する情報提供を図る。 

（新規採用時の利用方法説明、毎月の更

新情報の提供等） 

教育・企

画担当 

 

 

4月～ 

3月 

 

 

 

確実な実施 

 

 

確実な実施 

 

 

改善案の提案 

 

 

確実な実施 

 

確実な実施 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

5 

 

 

 

 

 

稼働率の維持・向上にむけて、自法人の認知 

度向上を図る 

(1) HPの定期更新、必要に応じて見直しや

改善を行い、掲載内容の充実を図る。 

(2) 広報委員会(4回/年）を開催し「園盛会

だより」の掲載内容の充実を図る。 

 

教育・

企画担

当 

4月～ 

3月 

 

 

 

閲覧者数増加 

 

年 4回の実施 

事業計画に関係する掲載表等 

○ 令和 6年度 職員研修・OJT 年間計画表 

○ 年間予定表（最終ページ） 
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令和６年度 職員研修・ＯＪＴ年間計画表 （多摩の里むさしの園） 

 

区分 研修種別 参加対象者 開催予定 研修のテーマ等 
備考 

（研修担当） 

施 

設 

内 

新入職員へのＯＪＴ 新卒採用職員 

入職日より 

１ヶ月、３ヶ月 

６ヶ月、１２ヶ月 

新入職員１名に指導担当者を

付け、日常的な OJT と左記の

時期ごとに評価・指導を実施。 

別紙 

「新入生研修に

ついて」 

入職６ヶ月研修 
試用期間 

修了者 

試用期間の終

了時（原則） 

介護保険制度の理解他 

ケアプラン学習 
施設長 

食中毒の予防及びまん延

の防止のための研修 
全職員 

年１回 

（５月） 

基準省令第２７条第２項第３号

の規定に基づき実施。 
管理栄養士 

感染症の予防及びまん延

の防止のための研修・訓練 
全職員 

年２回 

（５月、１０月） 

基準省令第２７条第２項第３号

の規定に基づき実施。 
医務課看護師 

業務継続計画（BCP）研修・

訓練 
対象職員 

年２回 

（１０月、２月） 

基準省令第２４条の２第１項第

２号の規定に基づき実施。 

施設長 

防火管理者 

事故発生の防止のための

研修 
全職員 

年２回 

（６、１１月） 

基準省令第３５条第１項第３号

の規定に基づき実施。 
安全対策担当者 

高齢者虐待の防止に関す

る研修 
全職員 

年２回 

（７月、１月） 

基準省令第１条の２ 第４項の

規定に基づき実施。 
生活相談員 

身体拘束等の適正化に関

する研修 

基準省令第１１条第６項第３号

の規定に基づき実施。 
生活相談員 

褥瘡対策に関する研修 
介護職員 

医務課・栄養課 

年１回 

（２月） 

基準省令第１３条第５項の規定

に基づき実施。 

医務課看護師ｏｒ

理学療法士 

口腔衛生管理研修 介護職員 
年２回 

（調整中） 

基準省令第１７条の３の規定に

基づき実施。 

外部講師：パー

ル歯科 

喀痰吸引に関する研修 介護課職員 

４～３月 

（研修期間は

要調整） 

たんの吸引等に関する知識や技

能を修得し「認定特定行為業務

従事者認定証の交付を受ける。 

医務課看護師 

施 

設 

外 

羽村市内施設間 

（３園）交流研修 
介護課職員 年３回 

他社会福祉法人の施設・事業

所と現場職員との人事交流 
施設長 

職務階層、職種別研修 

及び委嘱委員等 

○高齢者福祉施設部会（施設長） 

○羽村市特養施設長会（施設長） 

○羽村市社会福祉法人連絡会（施設長） 

○羽村市老人ホーム入所判定会委員（施設長） 

○羽村市介護認定審査会委員（生活相談員） 

○特定給食栄養研究会（管理栄養士）は開催時に参加 

○東京都及び東京都社会福祉協議会を中心とした各種研修は精査のうえ、決定 
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介 護 課 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

（１） その人らしさを常に追求し、良質なサービスを提供する 

（２）業務点検と見直しを行い、有用な時間の確保につなげる 

（３）働きやすい環境づくりに注力し、離職防止につなげる 

（４）各部署の協働により、稼働率の維持・向上を図る 

 

介護課行動目標 

 （１）ご入居者の気持ちに寄り添った個別サービスの充実に努める 

 （２）業務改善や次世代介護機器等を効果的に活用し、生産性の向上を目指す 

 （３）仲間を尊重し、働きやすい職場環境作りを行い、チームワークの向上を図る 

 （４）多職種連携や自己研鑽に努め、稼働率を意識した行動に努める 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6 

  年度）実行計画」を理解する。 

〈介護課〉    

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

運営責任者：介護課課長  リーダー：介護課係長 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご入居者の楽しみや気持ちに寄り添った個 

別サービスの提供。 

（1）ブロック・ユニット会議でのニーズや

課題の抽出、支援方法の検討。 

（2）「個別ケア推進委員会」と連携し、個

別ケアの充実を図る。 

（3）「行事企画委員会」での感染状況に応

じた柔軟な行事開催方法の検討。 

・外出行事の開催方法の再構築。 

・ニーズの把握及び反映のための行事

アンケートの実施。 

（4）ご入居者の希望や楽しみにつながるク

ラブ活動の実施。 

・書道クラブ  （第 1土曜日） 

・華道クラブ  （第 3土曜日） 

・手工芸クラブ （第 4水曜日） 

・茶道クラブ  （第 4土曜日） 

（5）ご入居者のニーズに沿った内容や季節

を感じられる余暇活動の実施。 

（6）オンラインによるレクリエーションの

実施。 

介護課 

課長 

筆頭主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

  3

月 

月 1 回 

 

 

 

月 1 回 

 

 

年 1 回 

 

月 1 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意向や気持ち

に寄り添った

個別サービス

の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務の効率化とご入居者の安全と安心につ 

ながる支援の実践。 

（1）ブロック・ユニット会議での業務改善

の検討。 

（2）iPad を活用した記録業務の効率化。 

（3）ご入居者、職員ともに身体的な負担軽

減に向けた次世代介護機器の活用。 

（4）多職種と連携し専門的な視点を取り入

れた支援の実践。 

（5）科学的根拠に基づいたケアの実践を目 

的とした「排泄ケア向上委員会」の実

施。 

（6）園盛会スタンダード・マニュアルを活

用した支援の実践。 

 

介護課 

課長 

筆頭主任 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

  3

月 

月 1 回 

 

 

 

 

 

 

3 ヶ月

に 1 回 

業務効率の向

上 

心身状態に配

慮した支援の

実践 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員が安心して長く働きたいと思える環境作

りと育成体制の構築。 

（1）エルダー制度による新入職員の育成。 

（2）EPA 候補者への学習、就労支援の実施。 

（3）中途入職職員の育成と定期面談の実施。 

（4）人事考課、還元面談の実施。 

（5）オンライン研修の充実。 

（6）バカンス休暇取得のモニタリング実施。 

 

介護課 

課長 

筆 頭 主

任 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3月 

 

 

 

 

 

 

 

職員のモチベ

ーションの向

上 

 

 

 

 

魅力ある職場

環境作り 

5 ご入居者が快適に暮らせる生活環境の提供。 

事故を未然に防ぐ環境整備の実施。 

 ・業務点検・見直し 

 ・居室清掃・整理整頓チェック 

 ・車椅子、歩行器点検 

 ・窓、網戸清掃 

 ・浴室内チェック 

ブロック 

ユ ニ ッ

ト 

主任 

4 月～ 

3 月 

安全・安心な

住環境の提供 

事業計画に関係する掲載表等 

○ 令和 6年度年間行事計画 
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各ブロック・ユニット計画（重点取り組み） 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

 

1 

【2A ブロック】 

 

業務マニュアルを必要な場所に最適な形で

用意することで、統一した業務・支援を職

員が不安なく行える仕事環境をつくる。 

（1）職員にヒアリングを行い、不安に感じ

ているブロック内の業務・新入職員の目

線に立ち用意した方が良いと思われるマ

ニュアルを抽出し作成順位を決める。 

（2）ブロック会議にて作成する各種マニュ

アルの管理方法と、効率的に活用するた

めの仕組み作りを話し合う。 

（3）作成したマニュアルをより効果的な置

き場や掲示場所に設置し、運用する。 

（4）翌ブロック会議にて運用後の評価と課

題の特定を行う。必要に応じて（1）か

らの行程を繰り返し行う。 

 

 

 

ブロック

主任 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

マニュアル作

成による業務

の統一 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケアプランの内容を職員間で共有すること

で、ご入居者の目線に立った統一した支援

を行う。 

（1）ブロックご入居者のケアプラン更新予

定を iPad に記録して管理する。 

（2）更新を控えたご入居者を毎月のブロッ

ク会議で取り上げ、居室担当職員は事

前情報を収集する。用意した情報と記

録を基にブロック会議で評価と課題の

抽出を行い、ケアプランの方向性を共

有した上で具体的な支援方法を導き出

す。 

（3）（2）で決めた支援を行い、達成した

目標は居室担当職員から対象ご入居者

に直接伝え、新たなニーズの抽出に努

める。 

 

ブロック

主任 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

 

ご入居者 8 名

以上の短期目

標達成による

ケアプラン更

新を行う 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2B ブロック】 

 

ご入居者が安心して安全に生活できる環境

づくりと職員の危機管理意識の向上。 

(1) 居室担当者を中心に転倒・滑落等の事 

故発生リスクが高いと思われる対象者

のリストアップを実施する。 

(2) ブロック会議にてリストに挙がったご 

入居者への対応方法についての協議を行

う。 

(3) ご入居者の身体状況の確認、業務内容 

の見直しを実施し、必要時は対応方法

の変更を行う。 

(4) 職員の危機管理意識の向上を図る為、 

過去の事故報告書の再確認や危険予知ト

レーニングを実施する。 

(5) ブロックの環境担当を中心に車椅子点 

検及び備品の点検を実施する。 

 

 

 

ブロック

主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

4 月 

 

 

5 月 

 

 

3 ヶ月に

1 度 

 

3 ヶ月に

1 度 

 

毎月 

 

 

 

年間事故発生

前年度 10%減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケアプランに基づいたケアの統一を図る。 

(1) ご入居者のケアプラン期限表と長期、 

短期目標の一覧表を作成する。 

(2) 更新期限の近いご入居者についてブロ 

ック会議内で身体状況及びケアプラン内

容を確認し、課題等、変更の必要性につ

いて協議する。 

(3) 内容の変更があったケアプランについ 

ての情報共有をブロック会議内で行う。 

(4) 実施したケアプラン内容をケース入力 

する。 

 

ブロック

主任 

 

 

 

 

 

 

 

居室担当

者 

4 月～ 

3 月 

4 月 

毎月 

 

 

 

毎月 

 

ケアプラン内

容の共有とケ

アの統一 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２Ｃブロック】 

 

ご入居者の要望を取り入れた統一した援助

を行う。 

（1） 居室担当を中心にご入居者、ご家族

の希望、要望の聞き取りを行う。 

（2） ポジショニングや移乗方法、食事支

援の内容については、居室担当を中心

に他部署と連携して協議する。 

（3） 要望や聞き取りを踏まえ、ブロック

会議で変更点や、問題点について話し

合う。 

（4） 24 時間シートを作成し、ご入居者の

生活状況の把握、統一を行い、それに

基づいたケアを行う。 

 

 

 

ブロック

主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

  3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統一したケア

の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険予知能力向上と事故を未然に防ぐ取り

組みを行う。 

（1） 毎月のブロック会議で過去に発生し

た事故について報告し、同様の事故の

発生を防ぐ。               

（2） 危険と感じたことについて都度話し

合い職員間で気付きを共有する。 

（3） ブロック会議の際、意識向上の為、

危険予知トレーニングを行う。 

（4） 事故発生後は事故内容を検討し、対

策を協議する。また、車椅子の見直し

等環境整備は他部署とも連携し、事故

防止に努める。 

 

ブロック

主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

  3 月 

 

 

 

 

 

3 ヶ月に

1 回 

 

 

 

 

事故発生前年

度比 10％減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 48 - 

 

事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【3A ブロック】 

 

ご入居者一人ひとりのニーズを把握し、個

別ケアの提供を行う。 

（1）ご入居者のニーズを把握する為に、要

望の聴き取りを行う。 

（2）要望の一覧や 24 時間シートを作成し、 

  ブロック会議で支援方法について協議 

  する。 

（3）3 ヶ月に 1 回、ブロック会議で支援方

法等の見直しを、居室担当者を中心に

行う。 

 

 

ブロック

主任 

居室担当

者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

4 月 

 

 

 

 

3 ヶ月

に 

1 回 

 

 

 

 

ご入居者支援 

方法の統一 

 

個別ケアの充

実 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境面の安全を強化し、事故防止に向けて

の取り組みを行う。 

（1）ブロック会議で、転倒、滑落やヒヤリ 

  ハット事案について、原因と対策を話 

  し合い、対応の統一を図る。 

（2）ブロック会議開催時、危険予知能力向

上の為に、危険予知トレーニングを実

施する。 

（3）ご入居者の状態の把握を行い、事故を 

未然に防ぐ。 

（4）他部署と連携し、環境面の整備、車椅 

子の点検や見直し等を行う。 

   

ブロック

主任 

居室担当

者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

毎月 

 

 

3 ヶ月

に 

1 回 

 

 

 

毎月 

 

年間事故発生 

前年度比 

10％減 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【3B ブロック】 

 

個別レクリエーションの充実とご入居者の

希望に沿った余暇活動の実施。 

（1）各居室担当者を中心に、ご入居者にブ

ロックで行えるレクリエーションにつ

いて嗜好のアンケートを実施する。 

（2）ご本人の希望や生活歴に沿って一覧表

を作成する。 

（3）一覧表を基にしてレクリエーションを

実施する。 

（4）歌が好きなご入居者が多い為、2 ケ月 

に１回、カラオケの日や歌の会を設ける。 

（5）それぞれのご入居者の誕生日を把握

し、居室担当者が事前にどのようにお

祝いされたいか聴き取りを行い、当日

にお祝いをする。 

 

 

ブロック

主任 

居室担当

者 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

2 ヶ月

に 1 回 

 

 

個別レクリエ

ーション前年

度比 10％増 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員一人ひとりが全ご入居者のケアプラン

の内容を把握し、ケアの統一を図る。 

（1）ケアプランの期限と長期・短期目標の

入った一覧表を作成し、毎月更新す

る。 

（2）一覧表を基に毎月のブロック会議に

て、居室担当者を中心に次回更新のご

入居者のケアプランの内容の確認を行

い、評価と課題の抽出の意見交換を行

う。 

（3）居室担当者は、事前にご入居者やご家

族の意向の聴き取りやその方の強みと

なる部分を模索する。 

（4）居室担当者は、ケアプラン実施の様子 

をこまめにケースに入力する。 

（5）自身の担当者だけではなく、全ご入居 

  者のケアプランの内容を把握し、空い 

  た時間でケアプランの実施を意識して 

  行う。 

ブロック

主任 

居室担当

者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

毎月 

 

毎月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケアプランに

対する意識の

向上  
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【3C ブロック】 

 

ケアプランに沿った援助を全職員が実践 

するため、ブロック業務の見直しを図る。 

（1）毎月のブロック会議内で、ケアプラン

変更者と援助内容について確認・評

価・協議を行う。 

（2）協議した内容でケアプラン総括作成、

ケアプラン作成後は内容を職員で共有。 

（3）日々の援助内で実践できるよう、ブロ

ック業務に組み込み実践する。 

（4）ADL の変化等で実施が難しい際は、 

ケアプラン見直しの為に、再度ブロッ 

ク会議にて協議する。 

 

 

 

ブロック

主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご入居者の状

態に応じた援

助の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移乗方法について見直し、ご入居者だけで

なく職員も負担の少ない援助の実施。 

（1）毎月、居室担当者を中心に移乗動作や

転倒及び滑落について確認し「ご入居

者状態一覧表」を作成する。 

（2）皮下出血や表皮剥離等の皮膚状態につ

いて他部署に相談し、移乗方法を変更

する必要があるご入居者についても

「ご入居者状態一覧表」に記載する。 

（3）毎月開催のブロック会議にて一覧表を

もとに移乗方法の検討を行う。 

（4）移乗方法を変更した際は、翌月の会議

にて評価を行う。 

ブロック

主任 

居室担当

者 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

月 1 回 

 

ご入居者の状

態に応じた移

乗方法の実施 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域密着型介護老人福祉施設入居者生活

介護】 

【1AB ユニット】 

 

ポジショニング及びシーティングについて

の理解を深め、個別ケアの実践を図る。 

(1)  ポジショニング及びシーティングに

ついての知識及び技術習得に向けた研

修を実施する。 

(2) ご入居者毎の課題を挙げ、関係部署

に相談を行いながら、個別での対応方

法の検討と実践を行う。 

(3) 決定した対応については写真や動画

等を活用したマニュアル作成し共有す

る。 

 

 

 

 

 

ユニット

主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

  3 月 

年 2 回 

 

 

3 ヶ月に

1 回 

 

 

 

 

 

 

 

ポジショニン

グ及びシーテ

ィングについ

ての理解向上

と個別マニュ

アルの作成 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

ご入居者が快適で安心できる入浴環境の構

築を図る。 

(1)  ご入居者に現状の入浴環境の課題に 

ついて確認を行う。 

(2)  ユニット会議にて課題解決に向けた 

協議を行う。 

 (3) 必要な物品の購入や浴室内環境整備

を行う。 

 

ユニット

主任 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

  3 月 

4 月 

 

3 ヶ月に

1 回 

 

 

入浴環境につ

いてのご入居

者満足度の向

上 
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排泄ケア向上委員会の実施について 

 

１ 目的  

「尊厳を大切にした排泄ケア」を念頭に「科学的根拠に基づいた個別排泄ケアの実践」に向

けて知識・技術の習得を行い、培ったノウハウをさらに現場へ広げ、深化・推進するために

実施するものです。 

 

２ 委員会構成メンバー 

  ・運営責任者 介護課課長 

  ・進行責任者 介護課主任 

  ・その他委員についてはブロック・ユニットより各 1名選出。 

 

３ 協議開催日   5・8・11・2月（第四火曜日  14：00～15：30） 

 

４ 実施・活動内容 

・尊厳を大切にした排泄ケアの啓発活動 

・排泄用品の適正使用およびコスト削減について 

  ・介護職員の排泄への意識改善について 

 

※委員会活動の詳細（年間活動計画）については別紙参照。 
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テーマ 取り組み内容

5月
（1）委員会活動の目的・目標の共有
（2）尊厳を大切にした排泄ケアに向けて
（3) 製品の適正使用に向けて

 ・委員会の活動計画の共有
 ・個別での事例検討
 ・コスト削減について

8月
（1）尊厳を大切にした排泄ケアに向けて
（2）製品の適正使用に向けて

 ・個別での事例検討
 ・コスト削減について
 ・パッド選定について

11月
（1）尊厳を大切にした排泄ケアに向けて
（2）製品の適正使用に向けて

 ・個別での事例検討
 ・コスト削減について
 ・排泄委員の知識向上について

2月
（1）尊厳を大切にした排泄ケアに向けて
（2）製品の適正使用に向けて

 ・排尿量測定方法の確認
 ・個別での事例検討
 ・コスト削減について
 ・1年間の委員会活動の振り返り
 ・次年度へ向けての課題と目標の抽出

排泄ケア向上委員会　年間活動予定表
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令和６年度 年間行事計画 

予定月 行事名 目的 備考欄 

５月 秋留台公園バラ園見学 季節感を味わい、外気浴と交流を楽しむ ５月１６日（水）・１７日（木） 

寿司の日 日本の食文化『寿司』を味わう ５月２２日（水） 

衣料品販売会 買物を通して、ご家族や他者との交流を図る ５月２６日（日） 

６月 ふれあい福祉文化祭 福祉センターにクラブ活動等の作品を展示 ６月８日（土）・９日（日） 

吹上しょうぶ園見学 季節感を味わい、外気浴と交流を楽しむ ６月１３日（木）・１４日（金） 

７月 納涼祭 盆踊りや花火等で夏の風情を味わう ７月２４日（水） 

８月 ＢＡＲむさしの   飲み物や軽食を味わい、夏の夜を楽しむ ８月２３日（金） 

９月 敬老の会 長寿を祝い、豊かな暮らしを願う ９月１８日（水） 

１０月 運動会 体を動かし、団結力を高める １０月２日（水） 

 秋留台公園バラ園見学 季節感を味わい、外気浴と交流を楽しむ １０月１７日（木）・１８日（金） 

 寿司の日 日本の食文化『寿司』を味わう １０月２３日（水） 

 衣料品販売会 買物を通して、ご家族や他者との交流を図る １０月２７日（日） 

１１月 焼き芋大会     焼き芋を味わい、季節を感じる １１月６日（水） 

 餅つき 年末に向けて、お餅をつき、食す １１月２７日（水） 

１２月 ＢＡＲむさしの   飲み物や軽食を味わい、冬の夜を楽しむ １２月６日（金） 

 クリスマス会 歌や踊りを楽しみ、おいしい料理を味わう １２月２５日（水） 

１月 福生志茂町囃子連来園 今年一年の無病息災と幸せを祈願する １月１日（月） 

 初詣 今年一年の平穏を祈願する １月９日(木)・１月１０日(金) 

２月 節分 邪気を払い、春を迎える ２月３日（月） 

３月 お花見 季節感を味わい、外気浴と交流を楽しむ ３月２４日（月） 

３月 寿司の日 日本の食文化『寿司』を味わう ３月２６日（水） 

    

 

定期行事   

第１・３

日曜日 

カフェむさしの 

（毎月２回） 
利用者交流の場、家族団欒の場として提供 

 

１階フロア 

第２・４

日曜日 

ボランティア行事 

(演奏会、演芸会等) 
地域交流と余暇時間の充実 １階フロア 

 

※４月の「カフェむさしの」は、新年度直後の為、第３日曜日のみ開催とする。 
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医務課医務係 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

（１） その人らしさを常に追求し、良質なサービスを提供する 

（２）業務点検と見直しを行い、有用な時間の確保につなげる 

（３）働きやすい環境づくりに注力し、離職防止につなげる 

（４）各部署の協働により、稼働率の維持・向上を図る 

 

医務課医務係行動目標 

（１） 他部署と協力し、個別性のあるケアの提供に努める 

 （２）現行業務の点検と見直しを行い、業務の省力化・効率化を図る 

 （３）互いに尊重し、協力し合える職場環境の構築に努める 

 （４）ご入居者の健康管理と感染管理を適切に行う 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈医務課医務係〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他部署と協力し、個別性のあるケアの提供

に努める 

(１) 他部署とも情報共有し、入居者のニー

ズやその人らしさを把握する 

(２) 個別性のあるケアプランの作成と実践 

・ニーズに応じたケアの提供 

・その人らしさのある看取りケアの提供 

(３) 多様化するニーズへの対応力の向上 

・研修等受講し各自がスキルアップを図る 

・介護職員等への研修や指導の実施 

・医療的ケア研修の実施（吸引、経管栄養） 

 

 

 

主任、 

副主任 

 

 

 

主任 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

適時 

 

 

個別性のある

ケアの提供 

 

 

 

職員の知識・ 

技術の向上 

 

３ 

 

 

 

 

 

現行業務の点検と見直しを行い、業務の省

力化・効率化を図る 

(１) 現行業務の点検と課題の洗出し 

(２) 課題の優先度に応じた改善への取り組み 

(３) マニュアルの整備と部署内での共有 

(４) PC・タブレットの有効活用 

 

 

 

主任、 

副主任 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

 

業務の効率化 

４ 

 

 

 

 

互いに尊重し、協力し合える職場環境の構

築に努める 

(１) 毎日ミーティングの場を設け、相談し

やすい環境をつくる 

(２) 意見を否定せず、建設的な協議をする 

(３) 周囲にも気を配り、互いに声掛けやフ

ォローを行う 

(４) 他部署とも協力関係を築く 

 

 

 

主任 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

協力し合える

環境の構築 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

入居者の健康管理と感染管理を適切に行う 

(１) 異常の早期発見・早期対応 

(２) 嘱託医と連携し、可能な限り園での生活

が継続できるよう健康管理を行う 

(３) 感染対策の継続と適切な指示出し 

(４) 感染対策委員会の開催 

・感染対策の実施状況確認や検討事項の協議 

・必要時マニュアルの作成、見直し 

(５) 感染症予防研修の実施 

(６) 各種感染症の予防接種の実施 

 

主任、 

副主任 

 

 

主任 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

4・7・

10・1 月

と必要時 

 

6・10 月 

 

適切な健康管

理 

 

 

感染症の発生

防止と拡大防

止 
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医務課リハビリ係 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

（１） その人らしさを常に追求し、良質なサービスを提供する 

（２）業務点検と見直しを行い、有用な時間の確保につなげる 

（３）働きやすい環境づくりに注力し、離職防止につなげる 

（４）各部署の協働により、稼働率の維持・向上を図る 

 

医務課リハビリ係行動目標 

（１） 多様なニーズに応え、ＡＤＬ・ＱＯＬの維持・向上に向けたサービスの提供を 

目指す 

 （２）スキルアップを図り、安定したサービスの提供を目指す 

 （３）互いにフォローできる職場環境づくりに努める 

 （４）ご入居者の安全を第一に考えたケア体制を目指す 

 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

1 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈医務課リハビリ係〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

③ 3 園共通在庫による福祉用具の管理と導入方法の検討・実施 

 （リース契約等の活用を含む） 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

① ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様なニーズに応え、ＡＤＬ・ＱＯＬの維

持・向上に向けたサービスの提供。 

（1）安心と安全に繋がるケアの実施 

  ・ポジショニングによる褥瘡・拘縮予防 

  ・出来る事への自立支援に努める。 

  ・生活動作に着目したプログラムを実施 

   する。 

（2）福祉用具の適時・適切な提供に努める。 

  ・ご入居者の福祉用具に関する相談・提 

   供に努める。 

  ・福祉用具を使用した安楽な移乗動作の

検討・提案の実施。 

（3）楽しみとライフスタイルを尊重したリ 

   ハビリの実施。 

  ・その人らしさを尊重し、個人のやりた 

   いことを実現できる環境作り。 

・ご入居者同士の交流を広げる支援 

  ・作業的療法やレクリエーションの参加 

   により全人的アプローチの思想と実

践。 

機能訓練

指導員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 

～３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活の質の向

上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入居者の満足

度向上 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スキルアップを図り、安定したサービスの提

供を目指す 

（1）業務遂行能力の向上 

  ・整理整頓を行い業務の効率化に努める 

  ・業務内の優先順位、内容を定期的に検

討する機会を設ける。 

  ・情報共有を密にし、円滑な業務の遂行 

   に努める。     

（2）個々のスキルアップの向上 

  ・部署内での勉強会を実施し、技術の習 

   得・統一を図る。 

  ・施設内研修の積極的参加に努める 

 

機能訓練

指導員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 

～３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務の効率化 

 

 

 

 

 

 

 

職員のレベル

アップ 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

互いにフォローできる職場環境づくりに努め

る 

（1）職員同士の連携を密にし、相談・意見交

換が出来る環境の構築 

  ・チームワークの向上を図る 

  ・業務の役割分担を明確にし、互いの業務

内容、スケジュールの共有に努める。 

（2）腰痛予防に向けた取り組み。 

  ・介助量軽減に向けた移乗動作時のアド

バイスを行い、腰痛予防に繋げる。 

  ・福祉用具を使用した適正・適時の推奨・ 

   指導をし、介助量軽減を図る。 

 

 

 

機能訓

練 

指導員 

 

 

機能訓

練指導

員 

４月～

３月 

 

働きやすい環

境作り。 

 

５ ご入居者の安全を第一に考えたケア体制を目

指す。 

（1）感染拡大防止の取り組みを図る。 

  ・リハビリ室の衛生管理の徹底 

  ・入退室時の手指消毒の徹底 

・他部署との情報共有を行いご入居者の

体調変化の把握・感染拡大防止の徹底 

（2）事故防止に向けた取り組み 

  ・二次障害の予防と残存機能を発揮でき    

るシーティングの実施 

  ・誤嚥防止に向けたポジショニングを実   

施し、肺炎予防に努める 

  ・可動域拡大に向けたリハビリの提供  

  ・事故を未然に防ぐ環境整備に努める 

  ・福祉用具の点検の実施 

機能訓

練指導

員 

４月～

３月 

稼働率の安定 

 

感染拡大予防 

 

事故防止 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

6 

 

 

 

 

 

 

地域支援の取り組み 

（1）職場体験の受け入れ 

   ・仕事内容の経験の支援に努める 

   ・ご入居者との交流を図る 

（2）ボランティアの受け入れ 

   ・地域との交流・活動 

   ・社会貢献の支援に努める 

機能訓

練指導

員 

依頼時 職場の理解 

7 法人３園での取り組み 

（1）知識と技術の向上を図る 

  ・リハビリ会議の実施により知識・技術 

   を高める 

  ・褥瘡予防研修の実施内容の提案・職員 

   のスキルアップに努める 

  ・広報活動への協力を行い情報発信の支 

   援に努める 

機能訓

練指導

員 

６月・９

月・１２

月・３月 

必要時 

情報共有・統一 
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生 活 課 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

（１） その人らしさを常に追求し、良質なサービスを提供する 

（２）業務点検と見直しを行い、有用な時間の確保につなげる 

（３）働きやすい環境づくりに注力し、離職防止につなげる 

（４）各部署の協働により、稼働率の維持・向上を図る 

 

生活課行動目標 

（１） 多職種連携を実施し、サービスの質の向上を図る 

 （２）業務改善をおこない、効率的な業務遂行を図る 

 （３）情報共有をおこない相互支援を強化する 

 （４）入院者やベッド状況を把握し、稼働率の安定を図る 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

1 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈生活課〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

①  相談員連絡会の機能を強化・拡大し、稼働安定に取り組む 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス力向上に資する取り組み 

（1）相談員援助技術の向上 

・青梅ブロック会等の外部研修に参加し専門

知識を高める。 

・窓口業務等でご家族との信頼関係を構築す

る。 

（2）人権尊重・権利擁護への取り組み 

・高齢者虐待防止、身体拘束適正化のための

法定研修を実施する。 

・身体拘束適正化委員会を開催し適正な運用

を図る。 

・虐待防止推進委員会を開催し適正な運用を

図る。 

相談員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

  3 月 

 

 

 

 

8・1 月 

 

4・7・

10・1 月 

 

 

 

サービス力の

向上 

 

 

 

権利意識の向

上を図り適正

な運用ができ

る 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人内相談員連絡会の連携強化 

（1）法人内相談員連絡会の開催 

・各施設の稼働状況や課題を共有し、多角的

な視点での対応策を検討する。 

・法改定や取得加算関係の情報を共有し適正

に運用する。 

・営業活動報告を行い効率的な活動をする。 

・共有フォルダを活用して 3 園での円滑な情

報共有を行う。 

（2）業務改善 

・各園の業務内容を共有し効果的な業務改善

を行う。 

・状況に応じてスタンダードマニュアルの 

見直しを行う。 

相談員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

  3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各園との情報

共有による業

務効率化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務効率化への取り組み 

（1）デジタル化の推進 

・課内の情報共有やスケジュールを電子管理 

・ご家族への連絡は内容やご家族の意向に応

じて、メールでの連絡を行う。 

・入居契約は電子契約システムを活用し、管

理負担の軽減と、時間短縮化を図る。 

・ケアプラン作成は、ほのぼのNEXT のシ

ステム活用で一本化し、各課との情報共 

有を推進する。 

相談員 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

  3

月 

 

 

 

 

 

電子管理によ

る連絡記録の

普遍化 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

「財政基盤の安定」に資する取り組み 

（1）稼働率の安定化 

・新規入居者の日程調整を可能な限り行い、

空床期間の短縮に努める。 

・各課から情報収集をして、体調不良者を把

握する。 

・長期入院による空床には迅速なベッド調整

を行い入居の促進を図る 。 

・退院調整には各部署と連携し空床期間の 

 短縮を図る。 

（2）入居待機者の確保 

・営業担当者と連携し効果的な営業活動を 

行う。 

・地域における感染状況を確認しながら、曜

日を問わず、施設見学を実施する。 

 

相談員  

4 月～ 

  3 月 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

  3 月 

 

 

年間平均稼働

率 98％ 
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栄 養 課 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

（１） その人らしさを常に追求し、良質なサービスを提供する 

（２）業務点検と見直しを行い、有用な時間の確保につなげる 

（３）働きやすい環境づくりに注力し、離職防止につなげる 

（４）各部署の協働により、稼働率の維持・向上を図る 

 

栄養課行動目標 

（１） 食生活の充実と満足度の向上を図る 

 （２）共通献立の安定供給に努めることにより、業務の再効率化を図る 

 （３）法人内栄養課の職場環境の安定を図る 

 （４）ベッド稼働率に合わせた食数・食材管理を行う 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 

 

第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈栄養課〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

食生活の充実と満足度の向上を図る 

（１） 郷土料理や新メニューに合わせて 

ミールラウンドを行い、即ご入居者

の声を法人内栄養課で共有し、今後

のご入居者満足度の向上につなげ

る。 

（２） 身体機能に合わせた食事環境と

食形態の見直しを多職種協働で検討

し、個別ケアの充実と食事満足度の

向上を図る。 

管理栄養士 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月～ 

３月 

 

 

 

 

 

 

 

食事日誌の蓄

積 

 

 

 

毎月の食事摂

取状況記録の

蓄積 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通献立の安定供給に努めることによ

り、業務の再効率化を図る。 

（１） 計画生産品の加熱温度・時間の

マニュアルと当日調理工程の見直し

を行い、作業の効率化を図る。 

（２） ３食の安定した食事提供の為、

人材不足や食材高騰に向けたコスト

の見直しや、新たな食材の導入を行

いながら業務の効率化を図る。 

 

管理栄養士 

 

 

 

 

管理栄養士 

 

 

 

４月～ 

３月 

 

 

 

４月～ 

３月 

 

 

厨房会議録 

 

 

 

 

情報資料の蓄

積 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

法人内栄養課の職場環境の安定を図る。 

（１） ３園協力し補い合うことで安定

した職場課環境作りに努める。 

（２） 安心・安全な食事提供を基本と

し、ＩＣＴ化による業務の効率化と

共に職員のやりがいを見いだせる職

場環境の構築を図る。 

管理栄養士 

厨房主任 

 

 

 

 

 

４月～ 

３月 

 

 

 

 

 

勤務表 

 

 

厨房会議録 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベッド稼働率に合わせた食数・食材の管

理を行う。 

（１） こまめな食数変動の確認を行い、

予定食数と実施食数の乖離を抑える

と共に、在庫の調整を行うことで安

定した食材管理に努める。 

（２） 納品業者の物流 2024年問題によ

る取り扱い食品の削減や物価高に対

し、少しでも安価な食材に切り替え

給食材料費の安定を図る。 

管理栄養士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月～ 

３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食単価/月の

適正価格 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設管理栄養士として栄養管理と安心・安

全な食の充実を図る。 

(1) 栄養ケアマネジメントの実施を行い、

低栄養リスクの改善を図る。 

(2) 生活の場での食の充実を図り、食事満

足度の維持・向上に努める。 

①食事サービスの向上の為の会議の実施 

  ・食事サービス委員会（偶数月書面開催） 

   必要時は委員参集での委員会を開催 

・厨房会議（毎月第１木曜日） 

②手作りおやつ         

 ・手作りおやつ（毎月第１、３火曜日、

全フロア対象） 

③選択食の実施 

   ・毎週金曜日 昼食時実施 

④郷土料理の実施 

  ・毎月１回 （詳細は３食献立・行事

により調整） 

⑤食事満足度調査アンケートの実施を行

い、サービスの維持・向上を図る。 

・年度末までに、アンケートの実施を

行い 集計・考察を行う。 

⑥衛生管理項目の実施 

  ・全９項目について、書類の管理と衛生

と清掃の指導の実施(事業報告活動報告

内) 

⑦ 非常食の管理 

・令和６年度、賞味期限切れの入れ替え 

 

 

管理栄養

士 

 

管理栄養

士 

 

 

年４回 

 

４月～ 

 ３月 

 

 

スクリーニン

グ表の蓄積 

書類の蓄積 

事業計画に関係する掲載表等 

○令和６年度 栄養課行事年間予定表 
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令和６年度 栄養課行事食年間予定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 行事 松花堂弁当テーマ 郷土料理 

４月  桜花 アメリカ合衆国 

５月 
端午の節句 

デザートバイキング 
 佐賀県 

６月   イギリス 

７月 アイスの日       七夕   山口県 

８月 
夏祭り 

アイスの日 
 スペイン王国 

９月 敬老会  宮崎県 

１０月  清秋 東京都 

１１月   宮城県 

１２月 クリスマス  岡山県 

１月 お正月  秋田県 

２月 節分 立春 北海道 

３月 ひな祭り  福井県 
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Ⅲ 認知症対応型通所介護事業所（デイサービスセンター）多摩の里むさしの園 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

（１） その人らしさを常に追求し、良質なサービスを提供する 

（２）業務点検と見直しを行い、有用な時間の確保につなげる 

（３）働きやすい環境づくりに注力し、離職防止につなげる 

（４）各部署の協働により、稼働率の維持・向上を図る 

 

地域事業課デイサービス行動目標 

（１） 個別のニーズに沿ったサービスを提供する 

 （２）効率の良い業務遂行を図る 

 （３）働きやすい職場環境を整える 

 （４）安定した稼働率を確保する 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

1 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈地域事業課〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別のニーズに沿ったサービスを提供する 

(1) ご利用者の状態を把握し、適切で充実

感を得られる機能訓練を提供する。 

(2) ご利用者とご家族が安心してご利用い

ただける個々に沿ったサービスを提供

する。 

(3) 部署内研修を開催し、あらゆるニーズ

に対応できる職員のスキルアップを図

る。 

デイ相談

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

営業日 

 

営業日 

 

 

年 2 回 

 

 

ご利用者とご

家族の満足度

向上 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

効率の良い業務遂行を図る 

(1) 効率の良い無駄のない生産性を上げる

業務遂行を構築する為に定期の確認と

見直しを行う。 

(2) 時間の効率化により無駄な残業を削減

していく。 

(3) ご利用者それぞれにサービスが行き届

く様な業務を構築する。 

 

デイ相談

員 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 8

月 

11 月 2

月 

営業日 

 

営業日 

 

業務の効率化 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働きやすい職場環境を整える 

(1) ご利用者の対応や業務改善等のミーテ

ィングを定期的に行い、コミュニケー

ションの活性化を図る。 

(2) 部署内での個人面談を行い業務の負担

や悩み等でのストレスが軽減出来る様

な体制を作る。 

(3) 職員間の連携を密に行い業務の役割分

担を明確にして働きやすい環境にす

る。 

(4)  

デイ相談

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 11

月 3 月 

 

6 月 10

月 2 月 

 

営業日 

 

 

働きやすい職

場環境作り 

 

 

 

 

 

 

５ 安定した稼働率を確保する 

(1) 日頃のサービス提供時に親切で丁寧な

対応を行い、ご利用者とご家族との信頼

関係を築き稼働率の向上に繋げる。 

(2) 営業担当者と連携を図りながら定期的

な営業活動を展開し新規顧客を獲得す

る。 

 

デイ相談

員 

 

 

 

営業日 

 

 

毎月 

 

稼働率７０％

の達成 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

５ 

 

 

 

 

(3) 問い合わせや見学時に当事業所の特色や 

取り組みを宣伝し新規顧客獲得に繋げる。 

(4) ご利用者のご希望で、利用日の追加や変

更等、可能な限り対応し稼働率の向上へ

繋げる。 

 

 見学時 

 

営業日 

 

 

事業計画に関係する掲載表等 

○ 令和 6年度デイサービス年間行事計画 
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              令和６年度 デイサービス 年間行事計画   

 

予定月        行事名           実施場所  

４月 羽村史跡・文化財巡り 羽村市内 

花見（チューリップ） 羽村市根がらみ前水田 

５月 つつじ見学 青梅、薬王寺 

バラ見学 秋留台公園 

６月 手打うどんづくり デイルーム 

鹿谷大仏見学 日の出町 

７月 七夕そうめん流し デイルーム 

納涼祭 施設行事 

８月 スイカ割り デイルーム 

旧吉野家見学 青梅、新町 

９月 敬老会 デイルーム 

お彼岸おはぎづくり デイルーム 

 羽村史跡・文化財巡り 羽村市内 

１０月 耕心館（郷土資料館） 瑞穂町 

運動会 施設行事 

１１月 焼き芋大会 施設行事 

紅葉狩り 青梅、御岳 

１２月 クリスマス会 施設行事 

餅つき 施設行事 

年越しそば デイルーム 

1月 初詣 青梅新町、御嶽神社 

鏡開き デイルーム 

２月 節分会 施設行事 

ひな人形展見学 羽村郷土博物館 

３月 羽村市農産物直売所 羽村市内  

お彼岸ぼた餅づくり デイルーム 

羽村史跡・文化財巡り 羽村市内 

花見（桜） 施設敷地内 

※備考 毎月誕生日会を実施する。（誕生日カードを贈呈する。） 

     常時足温浴を実施 
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Ⅳ 特別養護老人ホーム 多摩の里けやき園 

 

Ａ 施設全体事業関係 

 

１ 施設事業計画の着実な実施 

本年度の経営本部行動目標を踏まえて多摩の里けやき園の行動計画を策定

し、各部署はより具体的な行動計画に基づき、意識的に取り組むことにより、

着実な実施と成果の向上につなげる。 

 

２ 施設運営機構 

施設運営機構については、別紙「施設運営機構図」を参照。 

 

３ 危機管理（リスクマネジメント） 

（１）方針 

自然災害・感染症への対応を想定した事業継続計画（ＢＣＰ）を活用する

ために日頃の訓練・運用見直しを行い、実効性を高める。 

建物及び設備は運用開始以来１９年が経過していることから、経年劣化が

進んでいるため、定期的な点検・整備による不具合発生に努め、適切な維持・

管理を行う。 

ご入居者へのサービス提供においては、感染症まん延防止を徹底し、その

他事故、苦情、身体拘束等の発生予防にも努め、万一、発生した場合には迅

速かつ的確な対応による事態の収拾及び再発防止に努める。 

（２）行動計画 

１）感染症対策の確実な実施 

・日常的な感染防止対策（手洗い、マスク着用、３密の回避の基本的な

感染予防対策や生活環境の清拭・消毒、こまめな換気）の実施。 

・東久留米市担当部署及び嘱託医との連携による計画的な新型コロナワ       

クチン接種の実施。（ご入居者、職員とも） 

・感染が疑われる症状が認められる場合は、速やかに検査を行う等の対

応を実施。（ご入居者、職員とも） 

２）事故防止検討委員会（独自開催及びテレビ会議形式による３園合同開催）

の実効性向上への取り組み。 

・事故、ヒヤリハット報告の集計と分析。 

・特徴的な事故事案を抽出し、発生原因及び再発防止策に関するカンフ

ァレンスの実施。 

・事故事案の予見可能性の検討及び再発防止への取り組みの徹底。 

・強化月間への取り組みの実施と振り返り。 

・安全対策担当者の設置と安全対策体制の整備 

３）総務担当者を中心に、施設建物・設備の定期点検と的確なメンテナンス
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の実施。 

・防災管理計画及び総務課計画を参照。 

４）既存入居者の重度化及び医療ニーズ対象者等の入居受け入れの増大に

伴う体制の整備及びスタッフの対応技術向上への取り組み。 

・医療行為対象者（胃ろう、インスリン注射施行等）の受け入れ 

・周辺症状がみられる認知症高齢者の受け入れ。 

５）各部署、個人の環境異変の気づき力を強化する取り組みの実施。 

・環境異変情報の収集と迅速な措置対応。 

６）事故発生防止に資する職員研修（年２回）の実施。 

 

４ 安全衛生管理 

（１）方針 

職場における職員の安全と健康を確保するとともに、環境衛生に関する適

切な措置を図る。 

（２）行動計画 

１）全職員対象の健康診断 年１回 (４月) 

２）腰痛健康診断 年２回 (１１月・４月) 

３）新型コロナウイルス予防接種  年１回想定 

４）インフルエンザ予防接種 年１回 (腰痛健康診断と同時に実施) 

５）調理従事職員の細菌検査 毎月 

６）安全衛生委員会の開催 毎月 

７）害虫駆除消毒 年１回 (５月) 

８）受水槽清掃 年１回 (３月) 

９）貯湯槽清掃 年１回 （９月） 

10）グリストラップ清掃 年４回 

11）水質検査・簡易水道検査 年１回 (３月) 

12）レジオネラ菌検査 年 1回 (３月) 

 

５ 防災管理 

（１）方針 

災害の防止と人命の安全確保を第一に、防災訓練及び防災教育を定期的に

実施し、防災に対する知識と技術の向上及び迅速且つ的確な行動力の育成を

図るとともに、火気点検及び防災設備等の検査を確実に実施する。 

更には、火災・激震災害・風水害に関する事業継続計画（ＢＣＰ）の見直

しと、備蓄する非常用食料・飲料水や日用品等の維持管理及び必要な資機材

の確保・維持管理を行う。 

（２）行動計画 

１）防災管理委員会の開催 

・定例委員会の開催  年４回（５月・８月・１１月・２月） 

・臨時委員会の開催  防火管理者が必要と認めた場合 
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２）防火・防災自主点検の実施 

点検区分 担当者 実施頻度 点検の主な内容 

日常点検 
火元責任者を

中心に 
毎日 担当区域内の「火気関係」 

定期点検 

防火管理者 毎月上旬 
建物構造及び防火施設の異

常の有無 

防火管理者 
５月・８月 

１１月・２月 

消防設備機器類の異常の有

無 

３）消防設備等の法定点検の実施 

・点検資格を有する事業者による消防設備等の点検を年２回（４月、 

１０月）実施。 

・東久留米消防署に点検結果報告書を提出。（４月） 

・点検により確認された不具合事項への措置の実施。 

４）非常用備蓄食料・飲料水の適正管理の実施 

・入居者及び職員一人あたり３日分の非常用備蓄食品・飲料水を適正に

保管・管理する。 

５）災害復旧資機材等の計画的な充足 

・有事の備えとして、災害復旧資機材の充足や、応援スタッフ用の非常

用食料・飲料水の確保について、計画的な整備を図る。 

６）防災対策の見直し 

・火災・激震災害・風水害を想定した事業継続計画（ＢＣＰ）の見直し

とその周知を図る。 

７）防災教育の実施 

・新任職員、中途採用職員、現任職員別の防災教育を実施する。 

８）防災訓練の実施 

・年間を通して、総合訓練４回（夜間・震災・昼間想定、シェイクアウ

ト訓練を各１回）実施するほか、防災教育や応急救護の講習会等を実

施する。 

月 訓練種別 訓練内容 

５ 防災教育（新任・現

任） 

防災設備機器機能の理解と活用 

７ 応急救護訓練 応急救護の基礎知識と技術の習

得 ８ 総合訓練（夜間想定） 夜間想定の７名による総合訓練 

 実施時期 講師 主な内容 

新任職員 ４月  

防火管理者 

 

・消防計画の意義と概要 

・自衛消防組織活動 

・消防設備機器の取り扱い 中途採用職員 入職７日以内 

現任職員 年４回 ・各種自衛消防訓練活動等 
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月 訓練種別 訓練内容 

１０ 総合訓練（震災想定） 部分倒壊想定の震災総合訓練 

１１ 避難訓練 避難設備による避難要領の習得

訓練 
１ ＢＣＰ図上訓練 大規模災害発生時の初動訓練 

３ シェイクアウト訓練 市内一斉事業所の地震想定の避

難訓練 ３ 総合訓練（昼間想定） 日勤者全員参加の総合訓練 

    ９）自然災害発生時における業務継続計画の見直し・周知 

・「介護施設・事業所における自然災害発生時の業務継続ガイドライン」      

（厚生労働省提示）を踏まえて策定した事業継続計画（ＢＣＰ）につい

て状況に応じての見直しとその周知を図る。 

 

６ 感染症対策 

（１）方針 

新型コロナウイルスを含む感染症の発生防止及び発生時における感染拡

大防止対応の徹底を重点実施するとともに、感染症及び食中毒の予防とまん

延の防止、それらを想定した事業継続計画（ＢＣＰ）の見直しとその周知を

図る。 

（２）行動計画 

１）感染症の発生防止への対応 

・職員は毎日の検温を実施し記録する 

・日頃からご入居者等の体調の確認を確実に行う 

・３密（密接・密集・密閉）の回避と基本的な感染症対策、マスクの着

用、手洗い、手指消毒、生活環境の清拭・消毒、こまめな換気を徹底

して実施する 

２）感染症の発生時における感染拡大防止への対応 

〇「ご入居者、ショートステイご利用者が感染症の症状を発症した場合 

＊フローチャート 

〇「職員が感染症の症状を発症した場合」 

＊フローチャートを活用するほか、令和 5年 4月 14日厚生労働省老

健局高齢支援課の事務連絡「新型コロナウイルス感染症の感染症

法上の位置付け変更後の療養期間の考え方等について」を参照。 

３）感染症発生時の業務継続計画の見直しとその周知を図る。 

・策定した事業継続計画（ＢＣＰ）感染症編について、状況に応じての

見直しとその周知を図る。 

４）感染症対策委員会の３ヶ月毎・必要時の開催。 

５）指針改訂版（平成 31年 1月 15日）の周知と実践 

６）感染症に関する施設内研修・ＯＪＴの実施 

・「職員研修・ＯＪＴ年間計画表」を参照 
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７ 福祉サービス第三者評価制度の受審 

（１）方針 

福祉サービス第三者評価を受審し、結果の公表と併せて、サービスの向

上につなげる。 

（２）行動計画 

１）評価機関の情報収集と選定（９月～１０月） 

２）評価受審スケジュールの協議（１１月） 

３）評価受審（１月） 

４）評価結果のフィードバック 

５）「東京福祉ナビゲーション」等での公表（３月） 

 

８ 広報・地域対策 

（１）方針 

当施設に対する地域社会の理解や信頼を深めるための取り組みを展開

する。 

（２）行動計画 

１）広報委員会の定期開催。（４月・７月・１０月・１月） 

・むさしの園・もみの樹園と協働して、広報誌「園盛会だより」（季刊）

の発刊。 

２）中高生を中心に職場体験学習の受け入れ。 

３）高齢者福祉の担い手となる実習生の受け入れと育成。 

４）地域ボランティアの開拓と受け入れ強化。 

 

９ 会議・委員会活動 

（１）方針 

会議の効率化、及び３園間の円滑な情報交換・情報共有の観点より、会

議・委員会を開催し、意思決定や事業推進に反映させる。 

（２）行動計画 

１）３園合同で毎月開催する会議・委員会 

・運営調整会議  

・園盛会ＤＸプロジェクト（第６次中期経営計画より） 

・相談員連絡会  ＊テレビ会議形式 

２）３園合同で２ヶ月ごとに開催する委員会 

・個別ケア推進委員会（全体・第６次中期経営計画より）偶数月 

３）３園合同で３ヶ月ごとに開催する委員会 

・広報委員会（テレビ会議形式） 

４）３園合同で４ヶ月ごとに開催する委員会 

・マニュアル推進委員会（拡大） 

・マニュアル推進委員会（部署） ＊テレビ会議形式 

・事故防止検討委員会（合同）  ＊７・１１・３月 
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５）園内で毎月開催する会議・委員会 

・事故防止検討委員会（単独）  ＊上記の合同会議月を除く 

・連絡調整会議 

・安全衛生委員会 

・行事企画委員会   

・褥瘡予防対策委員会（発症生時には、臨時開催） 

・介護課役職者会議  

・フロア会議  

・個別ケア推進委員会（単独・第６次中期経営計画より） 

・厨房会議 

６）園内で２ヶ月ごとに開催する委員会 

・食事サービス委員会（偶数月） 

７）園内で３ヶ月ごとに開催する委員会 

・防災管理委員会 

・感染対策委員会（発症生時には、臨時開催） 

・身体拘束等適正化検討委員会、虐待防止検討委員会 

・排泄ケア向上委員会 

８）随時開催する会議等 

・入居判定会議 

・サービス担当者会議  

 

 １０ 福利厚生 

（１）方針 

職員の福利厚生事業の充実を図り、就労活力の維持、向上に努める。 

（２）行動計画 

１）会員制リゾートホテルの活用 

本人及び職員家族が、安価な料金で通年において利用できる、会員制

リゾートホテルの活用。 

２）職員親睦会への助成 

職員親睦会が企画、実施する各種の行事等について、規定の範囲内で

の資金助成を行う。 

 

１１ 職員研修 

（１）方針 

経験年数や職位階層別に配慮した計画的な研修の実施により、スタッフの

質の向上を図る。 

（２）行動計画 

１）施設内研修 

新入職員、中途採用職員、現任職員の専門性を向上させ、サービスの

質の向上に資する研修プログラム及び運営基準に定められた職員研修を
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実施する。 

２）施設外研修 

各専門職の職務遂行に必要な研修や、施設運営に資する情報収集とし

て重要な研修には積極的に参加する。その他外部研修は厳選する。 

３）研修発表会の開催  

施設内、施設外の研修参加者による発表会を定期的に開催する。 

４）資格取得の支援 

施設運営において必要とする資格の取得については、勤務配慮を行う

とともに、その受験費用負担について支援する。 

※上記１）～４）の具体的内容については、別紙「令和６年度職員研修・ 

ＯＪＴ年間計画表を参照。 

 

 １２ 地域交流スペースの運用 

（１）方針 

地域福祉の拠点として、地域交流スペースの有効活用を図る。 

（２）行動計画 

１）経営本部との協議を踏まえ、地域貢献活動に資する次期事業の検討及び

計画の策定。 

２）大規模災害発生時の地域の避難場所としての活用。 

 

１３ 面会等の家族支援 

（１）方針 

コロナ禍にあっても、ご入居者とご家族との交流機会を確保する取組みに

努め、ご入居者のＱＯＬの維持や、双方の心理的な負担等の軽減を図り、施

設への信頼感確保につなげる。 

（２）行動計画 

１） 居室面会の機会の提供 

地域等の感染症の発生動向を踏まえ、感染予防対応を徹底できる環境

下で判断する。 

２） ご家族との交流の場の提供 

新しい生活様式を踏まえ、十分な感染防止対策を講じたうえで、行事等

を通して、ご家族と施設（ご入居者）の交流の場を模索する。 
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施設運営機構図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営会議 

責任者 本部長 

運営調整会議 

責任者 管理部長 

入居判定会議 

責任者 サービス部長 

園盛会ＤＸプロジェクト 

責任者 経営本部 

事故防止検討委員会 

責任者 サービス部長 

 

介護課役職者会議 

責任者 介護係長 

フロア会議 

責任者 主任・副主任 

相談員連絡会 

責任者 生活課主任 

（本部事業） 

＊表中の責任者とは、実施運営責任者をいいます。 

感染対策委員会 

責任者 医務課主任 

行事企画委員会 

責任者 介護係長 

防災管理委員会 

責任者 選任防火管理者 

排泄ケア向上委員会 

責任者 介護係長 

食事サービス委員会 

責任者 管理栄養士 

安全衛生委員会 

責任者 事務長 

 

サービス担当者会議 

責任者 ケアプラン 

    管理責任者 

厨房会議 

責任者 栄養課課長 

 

 

連絡調整会議 

責任者 施設長 

褥瘡予防対策委員会 

責任者 医務課主任 

マニュアル推進委員会 

（ 拡大/部署 ） 

責任者 サービス部長 

広報委員会 

責任者 経営企画室長 

 

個別ケア推進委員会 

責任者 介護課課長 
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令和６年度 会議・委員会の開催予定表 

曜日 週 会議・委員会 合 同 開催時間 開催頻度 備 考 

火 

第２週 
マニュアル推進委員会 

(拡大推進委員会) 
○(注 1) 10：00～11：00 ４ヶ月毎 

(注)は下段の注１を参

照 

第３週 排泄ケア向上委員会  14：30～15：30 ３ヶ月毎 
５月・８月・１１月・

２月に開催 

水 

第２週 

運営調整会議 ○(※1) 10：00～11：00 毎月 
集合形式もしくはテレ

ビ会議 

園盛会ＤＸプロジェクト ○(※2) 11：10～12：10 毎月 
集合形式もしくはテレ

ビ会議 

事故防止検討委員会  14：00～15：00 毎月  

感染対策委員会 (注 2) 15：00～16：00 ３ヶ月毎 
５月・８月・１１月・

２月に開催 

第３週 

連絡調整会議  10：00～11：00 毎月   

身体拘束等適正化検討委員会  11：00～11：30 ３ヶ月毎 
４月・７月・１０月・

１月に開催 

虐待防止委員会  11：30～12：00 ３ヶ月毎 
４月・７月・１０月・

１月に開催 

介護課役職者会議  14：30～16：00 毎月  

第４週 厨房会議  13：00～14：00 毎月  

木 

第１週 広報委員会 ○ 14：30～15：30 ３ヶ月毎 

４月・７月・１０月・

１月に開催 

１月のみ第２木曜日開

催 

第３週 

安全衛生委員会  10：00～10：30 毎月  

防災管理委員会  10：30～11：00 ３ヶ月毎 
５月・８月・１１月・

２月に開催 

食事サービス委員会  14：00～14：30 ２ヶ月毎 偶数月に開催 

褥瘡予防対策委員会 (注 3) 14：30～15：00 ２ヶ月毎 偶数月に開催 

行事企画委員会  15：00～16：00 毎月  

第４週 相談員連絡会 ○ 14：00～15：00 毎月 
集合形式もしくはテレ

ビ会議 

金 第４週 個別ケア推進委員会 ○(注 4) 14：30～16：00 毎月 
奇数月(単独)・偶数月

（合同） 

各部署にて 

調整 

マニュアル推進委員会 

(部署推進委員会) 
○(注 1) 

各部署にて調整 

1時間～1時間半 
４ヶ月毎 

(注)は下段の注１を参

照 

※１ 運営調整会議は、３園合同のテレビ会議を開催する。 

※２ 園盛会 DXプロジェクトは、必要時に全体会議を開催する。 

注１ 「マニュアル推進委員会」は、「拡大推進委員会」並びに「部署推進委員会」で構成。 

①拡大推進委員会・・・年３回、６月・１０月・１月に開催。本部及び全部署リーダー（３園で原則１名）による

会議とし、けやき園を開催会場とする。 

②部署推進委員会・・・年３回、５月・９月・１２月に、各部署にて日程・時間を調整の上、３園合同でのテレビ

会議形式で開催。 

注２ 原則として、５月・８月・１１月・２月に開催。但し、感染症事例等が発生した場合は、緊急開催する。 

注３ 褥瘡予防を目的として開催。褥瘡発症時には、褥瘡対策チームリーダーが召集し、臨時の褥瘡対策委員会を開催。 

注４ 全体会は偶数月に開催し、テレビ会議または集合形式で実施。各園は奇数月に開催。 

○ 入居判定会議は候補者上申後、原則３日以内に開催し、速やかな判定結果を得る。 

○ サービス担当者会議は、ケアプランの新規・変更・更新の時期に随時開催する。 

○ フロア会議は、原則として月１回開催。開催日は各担当主任が調整する。 

○ 各種会議・委員会の構成メンバーは、別紙「会議・委員会一覧表」を参照のこと。 
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令和６年度 会議・委員会一覧表 （多摩の里けやき園） 

 

会議 

委員会名 
会 議 の 目 的 

開催頻度 

開催予定日 
構 成 メ ン バ ー 

実施責任者 

（運営担当

者） 

運営調整 

会議 

施設運営上に関わる諸問題

を検討し、円滑な業務が実

施できるように意思統一と

調整を行う。 

毎月の合同開催 

経営本部： 

本部長、サービス部長、管理部

長、サービス部課長 

３園： 

施設長、事務長、介護課所属長、

栄養課課長、生活課主任、保育園

長 

＊医務係、リハビリ係、デイサービ

スは３園合同で部署代表者１名 

本部長 

(管理部長) 
第 2水曜日 

10:00 ～ 11:00 

マニュアル 

推進委員会 

(第４次中期経営計画の新

規事業) 

令和５年度に引き続き、園

盛会スタンダード・マニュ

アルの運用から定期的なチ

ェックによる浸透と、継続

的な見直しを行う中で、サ

ービスの標準化を推進す

る。 

年３回の合同開

催 

(6月・10月・1

月) 

(Ａ)拡大推進委員会 （別紙の実

施要領参照） 

・３園のうちから部署代表として

１名（総務課・教育企画・介護

課・医務係・リハビリ係・生活

課・栄養課・地域事業課・保育

課） 

◆ けやき園に参集 
サービス部長 

(推進委員会

リーダー) 

(Ａ)第２火曜日 

10:00 ～ 11:00 

年 3回の合同開

催 

(5・9・12月) 

(Ｂ)部署推進委員会 （別紙の実

施要領参照） 

・（Ａ）の部署代表も含め、各園

より各部署１名（総務課、教育企

画、医務係、リハビリ係、生活

課、栄養課）、介護課２名 

◆ テレビ会議形式で、各部署にて開催 

(Ｂ)各部署にて 

日程を設けて開

催 

1時間～1時間半 

園盛会ＤＸ 

プロジェクト 

ＩＣＴ化・ＤＸを進めて、

業務の効率化・省略化を進

めていくことと、働き方の

多様化を受入れ、既存の職

員が長く働き続けられるよ

う、柔軟でキャリア形成が

しやすい職場環境の見直し

を図ることを、同時に検討

していくことが課題である

として捉え、「ＩＣＴ化・デ

ジタルトランスフォーメー

ションによる雇用環境の充

実」を図ることを目的とし

て活動するものです。 

毎月の開催 

※全体会議は 

必要時に開催 

Ａチーム： 

江井係長、山口主任 

Ｂチーム： 

角田主任、西筆頭主任 

３園のうちから部署代表として 

１名 

(総務課・介護課所属長・介護課・

医務係・リハビリ係・生活課・栄養

課・地域事業課) 

オブザーバー 宮本課長 

事務局 教育･企画 

Ａチーム 

江井係長 

山口主任 

・ 

Ｂチーム 

角田主任 

西筆頭主任 

 
第 2水曜日 

11:10 ～ 12:10 

個別ケア 

推進委員会 

（第６次中計

取組み） 

入居者、家族、職員等、園盛

会に関わる全ての方の幸福

の追求と個別ケアの推進と

効率化を図る。その人らし

さを追求した個別ケア実施

方法、既存の委員会の統廃

合に向けた検討、福祉用具

の共通在庫の導入を進めて

いく。 

(単独)奇数月 

(合同)偶数月 

(Ａ)合同委員会 

・３園の介護課所属長、3園の内か

ら部署代表として１名（総務課介

護課役職者・医務係・リハビリ係・

生活課・栄養課・地域事業課） 

◆けやき園に参集 
介護課 

所属長 
第 4金曜日 

(単独)14:30～

16:00 

(合同)14:30～

16:00 

(Ｂ)各園開催 

・(Ａ)の部署代表も含め、各部署１

名（総務課、医務係、リハビリ係、

生活課、栄養課）、介護課 2名 

※個別ケア推進委員会実施要綱を参照 
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令和６年度 会議・委員会一覧表 （多摩の里けやき園） 

 

会議 

委員会名 
会 議 の 目 的 

開催頻度 

開催予定日 
構 成 メ ン バ ー 

実施責任者 

(運営担当者) 

事故防止

検討委員

会 

ヒヤリハット、事故報告概要の

情報共有を図り、重大事案に関

する予見可能性の検討及び再発

防止策について、活発な意見交

換を行い、意識化と実践の周知

を図る。 

(合同)7・11・3月 

(単独)上記以外の月 

経営本部： 

サービス部長 

３園： 

施設長、介護課所属長、栄養課課

長、主任相談員、副主任相談員、

生活相談員、管理栄養士、医務係

１名、介護課主任（副主任）各階

１名、リハビリ係 

サービス部長 

(単独) 

介護課所属長 

(合同)３園

輪番制 

第２水曜日 

(単独)14:00～

15:00 

広報委員

会 

法人紙「園盛会だより」（季刊）

作りを行い、法人及び３園記事

等の掲載内容を協議し、紙面充

実に向けた取り組みを行う。 

年４回・合同開催 

(4・7・10・1月) 

経営本部： 

本部長、サービス部長、経営企

画室長、教育・企画主任・担当

者 

３園： 

事務所 1名、介護課２名、栄養

課 1名 

※医務係、リハビリ係、栄養課は、

担当時に出席 

経営企画室長 

(教育・企

画 

主任) 

第１木曜日 

14:30～15:30 

(1月のみ第 2木開

催) 

防災管理

委員会 

入居者と職員を火災や災害から

守るため、万全の予防対策と訓

練計画を立てて実践する。 

 年４回・単独開

催 

（5・8・11・2

月）  

施設長（消防本部長）、事務長（選任

防火管理者）、介護課副主任（自衛消

防隊長）、）、介護課３フロア各１名、

医務係 1名、リハビリ係 1名、栄養

課 1名 

選任防火 

管理者 

第３木曜日 

 10:30 ～ 11:00 

感染対策

委員会 

施設における感染症及び食中毒

の予防及びまん延の防止対策を

検討、所要の対応を図る。 

 年４回・単独開

催 

5・8・11・2月、 

必要時  

施設長、医務課主任、介護課係長、

生活相談員、栄養課 1名、介護課各

階 1名、リハビリ係 1名 

医務係主任 

第２水曜日 

 15:00 ～ 16:00 

安全衛生

委員会 

職員の安全と健康の確保に資す

る事項の検討や、労働災害の発

生防止策等を協議し、実施する。 

毎月の単独開催 安全衛生管理者（事務長）、介護課 

３フロア各１名、医務課 1名、栄養

課 1名 

安全衛生 

管理者 第３木曜日 

10:00 ～ 10:30  

行事企画

委員会 

入居者の満足が得られるような

各種の行事、地域交流事業を計

画し、実施のための検討を行う。 

毎月の単独開催 
施設長、介護課係長、介護課主任 

1名＋他フロア各１名、生活課 1名、

栄養課 1 名、リハビリ係 1 名、 

教育企画 

介護課係長 
第３木曜日 

 15:00 ～ 16:00 

食事サー

ビス委員

会 

食事サービスの充実を図るため

の問題点等を検討し、入居者の

食の喜びや生活機能の維持・向

上につなげる。 

偶数月の開催 施設長、栄養課課長、管理栄養士、

医務課 1名 

介護課主任 1名＋他フロア各１名 

管理栄養士 
 第３木曜日 

 14:00 ～ 14:30 

排泄ケア

向上委員

会 

「尊厳を大切にした排泄ケア」

「科学的根拠に基づいた個別排

泄ケアの実践」の深化、推進を

図る。 

年４回の単独開催 
介護課係長、介護課ユニットリーダ

ー１名＋他フロア各 1名 

※必要に応じて、管理栄養士、医務

係、リハビリ係を招集する。 

介護課係長 
 第３火曜日 

 14:30 ～ 15:30 

連絡調整

会議 

各課との連絡事項や懸案事項を

確認・検討し、迅速な案件の決

定と業務の効率化及び、情報共

有化を図る。 

毎月の単独開催 施設長、介護課係長、教育企画、 

介護課主任１名、生活相談員 1名、

医務係 1名、リハビリ係 1名、管理

栄養士 

施設長  第３水曜日 

 10:00 ～ 11:00 
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令和６年度 会議・委員会一覧表 （多摩の里けやき園） 

 

会議 

委員会名 
会 議 の 目 的 

開催頻度 

開催予定日 
構 成 メ ン バ ー 

実施責任者 

(運営担当者) 

介護課役職

者会議 

入居者サービス向上を図る上

の課題等の協議や、業務の円滑

化に必要な連絡調整等による

意思統一を図る。 

毎月の単独開催 

介護課係長、介護課フロア主

任、介護課フロア副主任 
介護課係長 第３水曜日 

14:30～16:00 

褥瘡予防 

対策委員会 

褥瘡予防のための適切なケア

についての協議と、個別入居者

の褥瘡予防並びに発症者の完

治に向け多職種協働で取り組

む。 

偶数月の単独開催 医務係リーダー、介護課係

長、検討入居者のフロア排泄

委員、管理栄養士、機能訓練

指導員、生活相談員、ケアマ

ネージャー 

医務係 

リーダー 第３週の木曜日 

14:30～1:00 

身体拘束等

適正化検討

委員会 

身体拘束廃止を掲げ、指針に基

づく委員会の実施により、身体

拘束等の更なる適正化を図る

よう取り組む。 

年４回の単独開催 

4・7・10・1月 
施設長・事務長、介護課係

長、介護課主任・副主任各階

1名、生活相談員 1名、医務

係 1名、リハビリ係 1名 

生活課 

リーダー  第 3水曜日 

 11:00 ～ 11:30 

虐待防止 

委員会 

虐待防止を掲げ、指針に基づく

委員会の実施により、虐待防止

等の更なる適正化を図るよう

取り組む。 

年４回の単独開催 

4・7・10・1月 
施設長・事務長、介護課係

長、介護課主任・副主任各階

1名、生活相談員 1名、医務

係 1名、リハビリ係 1名 

生活課 

リーダー  第３水曜日 

 11:30 ～ 12:00 

フロア会議 

フロア業務の課題や利用者の

支援のあり方等についての協

議を行い、対応の統一を図る。 

毎月の単独開催 
介護課フロア主任、フロア副

主任、ユニットリーダー、フ

ロア介護職員 

各フロア主

任  原則月１回実施 

サービス 

担当者会議 

施設ケアプランの新規・変更・

更新の時期に開催し、多職種協

働を踏まえたケアプランを策

定する。 

必要時随時 ケアプラン管理責任者・担当

看護職員、該当フロア主任、

居室担当者、管理栄養士、 

機能訓練指導員（必要時） 

ケアプラン 

管理責任者 ケアプランの新規・

変更・更新の時期 

厨房会議 

調理調整や衛生環境等に関す

る事項の協議及び食事サービ

スの向上に資する諸課題を検

討し、実施する。 

毎月の単独開催 
栄養課課長、管理栄養士、委

託業者所属調理員 

※必要に応じて施設長 

栄養課課長 

テレビ会議 第４水曜日 

 13:00 ～ 13:30 

相談員 

連絡会 

業務に係る諸事項及び稼働率

の維持の為、情報共有や連携を

図る。 

毎月の合同開催 サービス部長、施設長、生活

課主任・副主任 

各園の生活相談員 

生活課副主任 

テレビ会議 第４木曜日 

14:00 ～ 15:00 

入居判定 

会議 

入居決定過程の透明性・公平性

を確保するとともに、施設入居

の円滑な実施を図る。 

毎月・臨時開催 

候補者上申から原則 

３日以内で可否判断 

経営本部： 

本部長、サービス部長 

３園： 

施設長、副主任相談員、 

生活相談員 

サービス部長 

(生活課主任) 
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令和６年度 職員研修・ＯＪＴ年間計画表 

（多摩の里けやき園） 

 

区

分 
研修種別 対象者 開催予定 研修のテーマ等 研修担当 

施 

設 

内 

新入職員へのＯＪＴ 
新卒採用 

職員 

入職日より 

１ヶ月、3ヶ月 

6ヶ月、12ヶ月 

新入職員 1 名にエルダー担

当者を付け、日常的なＯＪＴ

と左記の時期ごとに評価・指

導を実施。 

全部署 

（教育・企画担

当にて研修調

整） 

入職６ヶ月研修 
試用期間 

修了者 

試用期間の終了

時（原則） 

介護保険制度の理解他 

ケアプラン学習 
サービス部長 

食中毒の予防及びまん延

の防止のための研修 
全職員 

年１回 

（5月） 

基準省令第２７条第２項第

３号の規定に基づき実施。 
管理栄養士 

感染症の予防及びまん延

の防止のための研修 
全職員 

年２回 

（5・10月） 

基準省令第２７条第２項第

３号の規定に基づき実施。 
医務課看護師 

高齢者虐待の防止に関す

る研修 
全職員 

年２回 

（7月、1月） 

高齢者虐待の防止に関する

第２０条の規定に基づき実

施 

生活相談員 

身体拘束等の適正化に関

する研修 
全職員 

身体拘束等の適正化に関す

る理解の深化を図る。 
生活相談員 

事故発生の防止のための

研修 
全職員 

年２回 

（6・11月） 

基準省令第３５条第１項第

３号の規定に基づき実施。 
安全対策担当者 

褥瘡対策に関する研修 

介護職員 

医務課・栄養

課 

年１回 

（2月） 

基準省令第１３条第５項の

規定に基づき実施。 

医務課看護師 

ｏｒ理学療法士 

看取り介護研修 全職員 
年２回 

（8・12月） 

看取り介護加算算定に伴う

実施。 

看取り介護の知識を高め

る。 

医務課看護師 

生活相談員 

喀痰吸引に関する研修 介護職員 

４～３月 

（研修期間は 

要調整） 

たんの吸引等に関する知識

や技能を修得し「認定特定行

為業務従事者認定証」の交付

を受ける 

医務課看護師 

介護技術向上研修 介護職員 
単独：奇数月 

（第４金曜日） 

介護技術の向上及び、腰痛

予防を図る。 
介護課係長 

施設外研修参加者による 

報告会 
全職員 年１回 

研修参加者の感じた成果・課

題等を参加した職員が発表

し、全職員が考え、還元出来

る機会とする。 

介護課係長 

施 

設 

外 

職務階層、職種別研修 

及び委嘱委員等 

○東京都社会福祉協議会 ①高齢者福祉部会 ②区市町村代表者会（施設長） 

○東久留米市内社会福祉法人連絡会(施設長） 

○東久留米市内老人福祉施設連絡会(施設長） 

○東久留米市内介護サービス事業者協議会(施設長） 

○東京都社会福祉協議会 北北ブロック施設分科会(施設長) 

○東久留米市介護保険運営協議会、東久留米市在宅医療介護連携推進協議会（施設長） 

○集団給食栄養研究会（管理栄養士）は開催時に参加。 

○東京都及び東京都社会福祉協議会を中心とした各種研修は精査の上、決定。 
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Ｂ 各部署別事業計画 

 

  法人理念及び経営方針を踏まえ、各課・担当の行動計画を次のとおり策定する。 

 

総 務 課 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

施設行動目標 

 （１）個々に合わせたサービスを検討・提供し、満足度の向上を図る 

（２）既存の業務を見直し、省力化・効率化を目指す 

（３）多様な取り組みにより、勤続しやすい環境づくりを目指す 

（４）稼働率の向上・維持による財務基盤の安定を図る 

総務課行動目標 

 （１）ご入居者、ご家族に安心していただけるような接遇を行う 

 （２）ルーティンワークの見直しにより、改善点の洗い出しを行う 

 （３）職員の意見等を取入れ、業務環境の改善につなげる 

 （４）ご入居につながる情報の収集、他部署への周知により、稼働率に寄与する 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

1 

 

第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１） 本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年 

度）実行計画」を理解する。 

〈総務課〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２） 上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 

 

 

 

 

 

 

 

ご入居者、ご家族に安心していただけるよう

な接遇を行う 

(1) 受付では、ご入居者とご家族をつなぐパ

イプ役の機能を意識して接することに

努める。 

(2) スタンダードマニュアルで定めた接客

対応の各項目を遵守する。 

 

事務長及

び担当者 

4月～ 

3月 

 

 

ご入居者・ご

家族の満足度

をアップする 

3 

 

 

 

 

 

 

 

ルーティンワークの見直しにより、改善点の

洗い出しを行う 

(1) 必要性を確認しつつ日頃の作業に取組

み、無駄のない業務を行う。 

(2) スタンダードマニュアルを活用した業

務を実行し、改善点があれば是正し、業

務の効率化を行う。 

 

事務長及

び担当者 

4月～ 

3月 

 

 

業務の簡素化

を達成する 

 

 

4 

 

 

 

 

 

 

 

職員の意見等を取入れ業務環境の改善につ

なげる 

(1) 業務遂行にあたって、現状の良い点・悪

い点を洗い出し、改善につなげる。 

(2) 施設設備の老朽化が目立ち、作業環境を

悪化させているものについては、積極的

に更新し職員にストレスを与えないよ

うに努める。 

 

事務長及

び担当者 

4月～ 

3月 

 

 

離職者の減少

を目標に業務

改善を行う 

5 

 

 

 

 

 

 

 

ご入居につながる情報の収集、他部署への周

知により稼働率に寄与する 

(1) 電話問合せ・来園者からの情報を的確に

とらえ、ご入居につながるよう他部署と

の連携を行う。 

(2) 地域との交流に積極的に参加し、外部か

らの情報の取り込みを図る。 

 

事務長及

び担当者 

4月～ 

3月 

 

 

情報の共有に

よりご入居者

確保に寄与す

る 
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教育・企画担当 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

（１）個々に合わせたサービスを検討・提供し、満足度の向上を図る 

（２）既存の業務を見直し、省力化・効率化を目指す 

（３）多様な取り組みにより、勤続しやすい環境づくりを目指す 

（４）稼働率の向上・維持による財務基盤の安定を図る 

 

教育・企画担当行動目標 

（１） インフォーマル・サポート（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・NPO 団体・地域住民等）による良質な 

サービスの提供を図る 

（２）担当業務の省力化・効率化を目指す 

 （３）就労環境・研修内容の改善を図り、職員の定着率向上を目指す 

 （４）稼働率の維持・向上にむけて、自法人の認知度向上を図る 

 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈教育・企画担当〉    

〇・・・遂行部門 

具体的項目（２）職員個々のレベルアップ 

③ 次世代の管理者・役職者候補への事業継続に向けた円滑な道筋の検討・実施 

④ 全職員に向けた個別研修プログラムの検討・実施 

具体的項目（３）ICT 化・DX による雇用環境の充実 

② 園盛会DX（デジタルトランスフォーメーション）プロジェクトの実施 

A ほのぼのNEXT のリスキリング（記録関係の見直し等） 

B 働き方改革の検討・実施（就労環境・勤務形態・福利厚生の見直し等） 

※AB 事務局を担当 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 インフォーマル・サポート（ボランティア・

NPO団体・地域住民等）による良質なサービ

スの提供を図る 

(1) 施設側ニーズ（ご利用者、ご家族、職員

等）に関する情報収集を行う。 

(2) 社会福祉協議会、ボランティアセンタ

ーとの情報交換を密に行い、地域ボラ

ンティアの受け入れ及び育成に努め

る。 

(3) NPO団体や企業等が主催する研修やレ

クリエーションに関する情報提供を行

う。 

(4) 近隣の中高生の職場体験や企業等のボ

ランティア体験の受け入れを行う。 

教育・企

画担当 

4月～ 

3月 

 

 

 

確実な実施 

 

年 2回以上の 

実施 

 

毎月の実施 

 

確実な実施 

 

3 

 

 

 

 

担当業務の省力化・効率化を目指す 

(1) 経営企画室会議を開催し、情報共有と

業務の省力化・効率化を図る。 

(2) 各種業務遂行後、振り返りを行い、業

務改善を図る。 

 

教育・企

画担当 

4月～ 

3月 

 

毎月 2回実施 

 

業務改善の実

施 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労環境・研修内容の改善を図り、職員の

定着率向上を目指す 

(1) 経営企画室「人材育成計画表」「職員研

修・OJT年間計画表」の通りに各種研修

を開催する。 

(2) 資格取得に向けた職員ニーズ、援助方

法や講座内容等の調査及び環境整備、

中途入職者への支援を行う。  

(3) 年間研修・意見交換会の報告書やヒア

リングにより個人や各部署の意見を確 

認して、改善案を関係部署に提案する。 

(4) 制度改正に伴い義務化となる各種研修

について、情報収集や受講調整を行う。 

(5) 全職員が利用可能なオンライン配信研

修サービスに関する情報提供を図る。 

（新規採用時の利用方法説明、毎月の更

新情報の提供等） 

教育・企

画担当 

 

 

4月～ 

3月 

 

 

 

確実な実施 

 

 

確実な実施 

 

 

改善案の提案 

 

 

確実な実施 

 

確実な実施 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

5 

 

 

 

 

 

稼働率の維持・向上にむけて、自法人の認知 

度向上を図る 

(1) HPの定期更新、必要に応じて見直しや改

善を行い、掲載内容の充実を図る。 

(2) 広報委員会(4回/年）を開催し「園盛会

だより」の掲載内容の充実を図る。 

教育・

企画担

当 

4月～ 

3月 

 

 

 

閲覧者数増加 

 

年 4回の実施 

事業計画に関係する掲載表等 

○ 令和 6年度 職員研修・OJT 年間計画表 

○ 年間予定表（最終ページ） 
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介 護 課 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

 （１）個々に合わせたサービスを検討・提供し、満足度の向上を図る 

（２）既存の業務を見直し、省力化・効率化を目指す 

（３）多様な取り組みにより、勤続しやすい環境づくりを目指す 

（４）稼働率の向上・維持による財務基盤の安定を図る 

介護課行動目標 

（１）生活の質の向上を目指し、ご入居者の個別性を重視した質の高いサービスを目指す 

（２）定期的な見直し及び、不必要な業務を洗い出し、介護業務の効率化を図る 

 （３）職員が働きやすく、やりがいが持てる職場環境の整備や改善を図り、職員の定着率の

向上に努める 

 （４）稼働率の向上を職員が常に意識し、ご入居者の体調管理と円滑な受け入れを整える 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈介護課〉    

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

運営責任者：介護課課長  リーダー：介護課係長 

 

     具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２） 上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 生活の質の向上を目指し、ご入居者の個別性

を重視した質の高いサービスを提供する。 

(1) ユニットケアの特性を理解し、個別ケア

の実践に努める。 

(2) ご入居者やご家族の希望を聞き、ご入居

者の目線に立ったケアを実践する。 

(3) 施設内外で開催される研修に参加し知

識、技術の向上を図り、学ぶ事で自己研

鑽に努める。 

(4) 個別ケアの充実と介護機器導入を図り、

実践・検証を通して個別性を重視したサ

ービスの提供を図る。 

介護課 

 

介護課 

係長 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

4月～ 

3月 

随時 

 

随時 

 

研修参

加時 

 

随時 

よりよいサー

ビスの提供 

3 定期的な見直し及び、不必要な業務を洗い出

し介護業務の効率化を図る。 

(1) 役職者会議やフロア会議にて現状を把

握し不必要な業務を洗い出し業務の効

率化を図る。 

・業務内容の見直し及び業務分担の検討 

・介護物品の見直し及び新たな ICT機器

の導入の検討 

(2) 役職者、ユニットリーダー等の業務を適

宜見直し、役割を明確化する。 

(3) マニュアルの見直しを行い場面に応じ

た業務体制の構築を図る。 

介護課 

 

介護課係

長主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

4月～ 

3月 

役職者･

フロア

会議開

催時 

 

 

随時 

 

会議開

催時 

業務の洗い出

しと効率化 

4 職員が働きやすく、やりがいが持てる職場環

境の整備や改善を図り職員の定着率の向上

に努める。 

(1) 定期面談を実施することにより、職員

個々の思いや考えを知る機会を設け、目

標の進捗状況の確認に努める。 

(2) 勤務時間や人員配置の見直しを行い、働

きやすき環境を整える。 

(3) 多様な人材の受け入れをしながら、個々

に合わせた業務内容の見直しを定期的

に行う。 

介護課 

 

介護課係

長 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

4月～ 

3月 

 

面談時 

 

 

随時 

 

随時 

定着率の向上 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

5 稼働率の向上を職員が常に意識し、ご入居者

の体調管理と円滑な受け入れ態勢を整える。 

(1) 他職種と連携を図りつつ、新規入居やシ

ョートステイ入所の円滑な受け入れ態

勢を整え、稼働率の維持・向上に努める。 

(2) 他部署との連携を通して日々変化する

ご入居者の状況把握など体調管理に努

める。 

(3) フロア職員の意思統一及び早期発見と

気づきの出来る職員を育成する。 

介護課 

係長 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

4月～ 

3月 

入居時 

 

 

随時 

 

 

毎月 

他部署との連

携及び稼働率

の向上 

事業計画に関係する掲載表等 

○令和６年度年間行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 94 - 

 

各フロア計画 （重点取り組み） 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

1 

【介護課１階】 

日々の生活の中で、ご入居者が楽しみや生き

がいを見つけ実践できる様、援助する。 

(1) ご入居者の心身の状況や意思を尊重し

クラブ活動やフロアでの活動を通して

充実した生活が送れる様、援助する。 

(2) 個々に合った生活を考えご入居者の立

場になって、何が必要かその場に応じた

サービスを提供する。 

 

介護課 

副主任 

ユニット

リーダー 

フロア職

員 

 

4月～ 

3月 

毎月 

 

 

随時 

 

生活の質の向

上を図る 

 2 物品の定期的な見直し、および不必要な業

務を洗い出し、介護業務の効率化を図る。 

(1) ユニットリーダー会議やフロア会議で

必要な物品を検討する。 

(2) フロア会議で業務の改善について話し

合う。 

(3) 眠りスキャンやタブレット端末などの

ICTを活用し、業務の効率化を図るとと

もに、ご入居者に安心、安全な生活を提

供する。 

介護課  

副主任 

ユニット

リーダー 

フロア職

員 

4月～ 

3月 

会 議 開

催時 

随時 

 

随時 

 

 

 

強化月間 

9月 

1月 

業務改善によ

り働きやすい

職場環境作り 

3 風通しの良い職場風土の形成を目指し、職

員の定着率向上を図る。 

(1) 定期的に整理整頓や清掃を実施し清潔

で明るい職場環境を維持する。 

(2) 外部研修を周知し、職員の自己啓発を支

援する。 

(3) 職員の意見を吸い上げ、職場環境改善に

活かす。 

 

介護課 

副主任 

ユニット

リーダー 

フロア職

員 

４月～ 

3月 

随時 

 

研修参

加時 

随時 

 

強化月間 

6月 

10月 

職員の定着率

の向上 

 

 

 



- 95 - 

 

 

各フロア計画 （重点取り組み） 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

4 稼働率の維持と向上を図る為、ご入居者の

日々の健康状態を把握し、他部署との情報の

共有に努める。 

(1) ご入居者の体調の変化を早期に発見で

きる様、日々の観察を怠らないように心

がける。 

(2) 他部署との報・連・相を密にとることで、

ご入居者の体調不良時には迅速に対応

する。 

(3) ご入居者の退院時や新入居時に円滑に

対応できる様、物品の点検や環境整備を

行う。 

生活課 

医務課 

介護課 

副主任 

ユニット

リーダー 

フロア職

員 

4月～ 

3月 

 

毎日 

 

 

毎日 

 

 

随時 

 

 

強化月間 

7月 

11月 

稼働率の維持

と向上 

各フロア計画 （重点取り組み） 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

1 

【介護課２階】 

ご入居者一人ひとりのニーズに答え、ご入

居者、ご家族様の要望に対応できる様、サ

ービスの向上を図る。 

(1) ご入居者、ご家族とコミュニケーション

を密に図り、２４時間シートを作成し活

用する。 

(2) ユニットリーダー研修などで得た知識

をフロア会議などで発信し情報の共有

化を図る。 

(3) フロア会議だけではなくユニット会議

やユニットリーダー会議を開催して

個々に合ったサービスを検討する。 

 

介護課 

副主任 

ユニット

リーダー 

フロア職

員 

 

4月～ 

3月 

 

新規入

居、随時 

 

毎月 

 

 

毎月 

 

職員、入居

者、 

家族の信頼関

係の構築 
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各フロア計画 （重点取り組み） 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 定期的なルーティンワークの見直しを行

い、介護業務の効率化を図り、生産性の向

上に繋げる。 

(1) 毎月のフロア会議を開催し、業務内容の

見直し、改善を行う。 

(2) 業務が円滑に遂行出来る様に、福祉用具

の利用の検討や居室内の環境整備を行

い、働きやすい環境を作る。 

(3) 出勤者が多い時間帯を有効活用し、職員

の時間外労働時間を削減する。 

介護課 

副主任 

ユニット

リーダー 

フロア職

員 

4月～ 

3月 

 

毎月 

 

3ヶ月毎 

 

 

毎月 

業務の効率化 

3 職員の業務の改善を行い、「やりがい」の持

てる環境を作る。 

(1) 個々の意見を反映し、残業時間などの

改善を行い、成果を視覚化することに

より、職員の意識の向上に繋げてい

く。 

(2) 業務内容や各職員の役割を明確化する

ことにより、業務の効率化を図る。 

(3) 月 1回、移乗介助の検討を行い、全員が

統一したケアを行う。 

介護課 

副主任 

ユニット

リーダー 

フロア職

員 

4月～ 

3月 

3ヶ月毎 

 

 

3ヶ月毎 

 

毎月 

 

強化月

間 

7月 

1月 

働きやすい環

境 

4 ご入居者の日々の体調管理を行い常に稼働

率の維持、安定を目指す。 

(1) ご入居者の体調に変化があった際は他

部署と連携し、情報の共有化を図る。 

(2) 入院や退居時、速やかにショートステイ

や新規入居が出来る様、あらかじめアセ

スメントなどを確認する。 

(3) 介護事故による入院を未然に防ぐ為、フ

ロア内の危険個所を各自把握し、フロア

内で共有する。 

介護課副

主任 

ユニット

リーダー 

介護課職

員 

4月～ 

3月 

随時 

 

随時 

 

 

事故発

生時 

 

強化月

間 

9月 

2月 

介護事故ゼロ 
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各フロア計画 （重点取り組み） 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

1 

【介護課３階】 

ご入居者一人一人に寄り添った、個別ケア

を実践し満足度の向上を図る。 

(1) ご入居者やご家族とのコミュニケ―シ

ョンを通してニーズを把握し、ケアプラ

ンに反映する。 

(2) オンライン研修や外部研修等に積極的

に参加し、知識・技術の向上を図る。ま

た研修で得た知識を全体で共有し、フロ

ア職員全体の底上げを行う。 

(3) 個別ケアを推進する為、ユニットケアで

使用されているシートなどを活用し統

一したサービスの提供を行う。 

 

介護課 

副主任 

ユニット

リーダー 

フロア職

員 

 

4月～ 

3月 

随時 

 

 

研修参

加時 

 

 

毎月 

 

 

強化月間 

8月 

2月 

 

個別ケアの実

践 

 

ご入居者への

サービスの向

上 

2 業務の改善と効率化を行い、生産性の向上

を図る 

(1) 各職員から業務改善案をフロア会議な

どで収集し実践する。 

(2) 半年毎にルーティンワークの見直しを

行い、ムダな業務や代替えが出来るよう

な業務を精査し実践する。 

(3) 職員個々の時間外労働を減らすため、日

中や夜間のすき間時間に書類作成や研

修が行える様に業務の振り分けを行う。 

介護課 

副主任 

ユニット

リーダー 

フロア職

員 

 

4月～ 

3月 

会 議 開

催時 

随時 

 

 

随時 

 

 

強化月間 

6月 

12月 

業務の効率化 
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各フロア計画 （重点取り組み） 

具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

3 職員間のコミュニケーションを密にし、働

きやすい職場環境作りを行う。 

(1) 活発な意見交換が出来るように、何でも

言い合える職場の雰囲気を作る。 

(2) 福祉用具の利用などを通して、職員の負

担軽減を図り、働きやすい環境づくりを

行う。 

(3) マニュアルの作成や見直しを通して統

一したケアを行う。自分勝手な解釈でケ

アを行わない様、随時指導を行う。 

介護課 

副主任 

ユニット

リーダー 

フロア職

員 

 

4月～ 

3月 

毎月 

 

随時 

 

 

随時 

働きやすい環

境作り 

 

 

4 ご入居者の状態を常に把握し、稼働率の安

定を図る。 

(1) 居室担当を中心にご入居者の健康状態

を把握し、異変があれば他部署と連携し

改善に努め入院による稼働率の低下を

防ぐ。 

(2) フロア全体で事故を未然に防ぐことが

出来るように、14 時のミーティングで

危険箇所やヒヤリハット事例を出し合

い対策を検討する。 

(3) 空室が、いつ新規入居やショートステイ

利用になっても迎えられる様に、常に準

備をしておく。 

介護課 

副主任 

ユニット

リーダー 

フロア職

員 

4月～ 

3月 

毎日 

 

 

 

毎日 

 

 

 

随時 

 

 

強化月間 

9月 

3月 

稼働率の安定 

 

 

 

 

 

事故による入

院ゼロ 
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令和６年度 年間行事予定（多摩の里けやき園） 

予定 行事名 目的 備考欄 

4月 お花見 自然との対話や季節を感じる 3月下旬～4月上旬 

5月 衣料品販売会 社会資源の活用と楽しい買物の場を提供 5月 17日（金） 

〃 寿司の日 日本の食文化のお寿司を味わう 5月 24日（金） 

〃 新茶の会 新茶を味わい、季節を感じる 5月下旬予定 

6月 大運動会 協力して体を動かし、団結力を高める 6月 7日（金） 

7月 七夕 七夕に願いをこめて飾り付けを行う 7月 7日（金） 

〃 納涼祭 昼・夜と趣向を変えた夏祭りをゆっくりと楽しんで頂く 7月 19日（金） 

9月 敬老会 敬老の日に合わせて入居者の長寿のお祝いをする 9月 13日（金） 

〃 花火大会 日本の風景の一つである花火を楽しむ 9月24日（火）～26日（木） 

〃 青空まつり 児童養護施設の夏祭りに外出し地域交流を図る 9月中旬予定 

10月 アクティブハート 歌や音楽に合わせた手話、ハンドベルや踊りを楽しむ 10月 11日（金） 

〃 寿司の日 日本の食文化のお寿司を味わう 10月 18日（金） 

11月 衣料品販売会 社会資源の活用と楽しい買物の場を提供 11月 11日（月） 

〃 餅つき 新年を迎える準備とつきたてのお餅を味わう 11月 29日（金） 

12月 クリスマス会 食事や会話を楽しみクリスマスの気分を味わって頂く 12月 20日（金） 

1月 初詣 新年の祈願を神社で行う 1月 6日(月)～8日(水) 

2月 節分 厄除け・招福・無病息災を祈る 2月 2日（日） 

3月 ひなまつり 桃の節句を祝い、季節の料理を味わう 3月 3日（月） 

〃 寿司の日 日本の食文化のお寿司を味わう 3月 21日（金） 

外出援助（イオン） ※日常とは離れた空間で、買い物を楽しむ 年間 6回予定 

日帰り旅行（春・秋） ※感染症の動向を踏まえ今後、実施有無を検討。  

 

定期行事 

毎月 第４日曜日 ホーム喫茶 喫茶を開催し、ご入居者との交流の場を提供 

地域交流スペース

（奇数月） 

フロア多目的ホール 

（偶数月） 

 

ボランティア定期行事 

毎月 第２月曜日 リモート音楽療法 地域交流と余暇時間の充実 各階多目的ホール 

毎月 第４月曜日 ギターハーモニカ 余暇活動の充実とギターの演奏を楽しんで頂く 各階多目的ホール 

偶数月第２金曜日 リモートカラオケ 地域交流と余暇時間の充実 各階多目的ホール 

偶数月第１月曜日 紙芝居 余暇時間の充実と紙芝居を楽しんで頂く 各階多目的ホール 

偶数月第３水曜日 大正琴 余暇活動の充実と大正琴の演奏を楽しんで頂く 2階多目的ホール 
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医務課医務係 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

 （１）個々に合わせたサービスを検討・提供し、満足度の向上を図る 

（２）既存の業務を見直し、省力化・効率化を目指す 

（３）多様な取り組みにより、勤続しやすい環境づくりを目指す 

（４）稼働率の向上・維持による財務基盤の安定を図る 

 

医務課医務係行動目標 

 （１）医療従事度の高い方にも対応できるよう心掛け、満足度に繋げる 

 （２）業務内容を見直し効率化を図った上で、適した業務分担を行う 

 （３）意見が言い合えるよう、職員間の風通しの良さを目指す 

 （４）稼働率の安定のため、健康管理に考慮する 

 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈医務課医務係〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 医療従事度の高い方にも対応できるよう心

掛け、満足度に繋げる 

(1) 医療従事度の高いご入居者の医療的ケ

アを提供できるよう医師との連携に努

める。 

(2) 医療的ケアの提供を医師の指示のもと

正しく行う。 

(3) ミーティング等を定期的に行い、個々の

ニーズに合わせた医療的ケアの提供に

努める。 

 

看護師 4月～ 

3月 

個別ケアの充

実 

 

満足度の向上 

3 業務内容を見直し効率化を図った上で、適し

た業務分担を行う 

(1) 業務棚卸を行い、業務整理を行う。 

(2) ほのぼのの有効活用とＩＣＴ機器の運

用を図る。 

(3) 委員会や研修等、看護師間で分担して行

う。 

 

看護師 4月～ 

3月 

業務の効率化 

4 意見が言い合えるよう、職員間の風通しの良

さを目指す 

(1) 定期的なミーティングの開催。 

(2) いつでも相談できるような人間関係の

構築に努める。 

(3) 個人に負担がかからないよう、チームと

して協力し合って業務にあたる。 

 

看護師 4月～ 

3月 

働きやすい環

境の構築 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

5 稼働率の安定のため、健康管理に考慮する 

(1) 毎日の体温測定と月１回バイタルを測

定する。 

(2) バイタル測定や状態観察を細目に行う

ことで、ご入居者の異常の早期発見に

努める。 

(3) 嘱託医との連携を密に行い、施設での

経過観察が可能な場合は嘱託医の指示

のもと施設にて経過をみていく。施設

での対応が困難な場合は協力医療機関

等への受診を速やかに行う。 

(4) 受診については、必要性や家族の意向

を確認した上で適格に行う。 

(5) 感染症の発生・拡大防止に努める。 

 

看護師 4月～ 

3月 

稼働率の安定

と向上 

 

入院の減少と

長期化の予 

6 感染症委員会、褥瘡予防委員会等の開催 

(1) 年４回の感染症委員会（定時）と感染症

発症時の臨時感染症委員会を開催す

る。 

(2) 感染症発症時の実地研修を実施する。 

(3) 月１回の褥瘡予防対策委員会を開催す

る。 

 

担当 

看護師 

4月～ 

3月 

随時 

感染症発症予

防と拡大防止 

 

 

褥瘡予防 

7 施設内研修の実施 

(1) 看取り介護研修を実施する。（年２回） 

(2) 感染症予防研修を実施する。（年２回） 

(3) 褥瘡予防研修を実施する。（年１回） 

 

担当 

看護師 

 

8・12月 

5・10月 

2月 

研修の実施 

知識の習得 
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医務課リハビリ係 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

 （１）個々に合わせたサービスを検討・提供し、満足度の向上を図る 

（２）既存の業務を見直し、省力化・効率化を目指す 

（３）多様な取り組みにより、勤続しやすい環境づくりを目指す 

（４）稼働率の向上・維持による財務基盤の安定を図る 

 

医務課リハビリ係行動目標 

 （１）リハビリ内容を都度検討し、個々の要望を反映させる 

 （２）業務内容の省力化・効率化を常に意識する業務を目指す 

 （３）こまめなコミュニケーションをとることにより、早期問題解決を図り、働きやすい環境づくりに努める 

 （４）入居者との強い信頼関係を築き、質の高いサービスを提供することにより、稼働率の向上につなげる 

 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈医務課リハビリ係〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

③ 3 園共通在庫による福祉用具の管理と導入方法の検討・実施 

 （リース契約等の活用を含む） 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

② ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 リハビリ内容を都度検討し、個々の要望を反

映させる。 

(1) マンネリ化・機械的作業化を避けるた

め、評価のタイミングでミーティングを

行い、リハビリ内容の振り返り・検討を

行う。 

(2) 必要に応じてご入居者に聞き取りを行

い、不満な内容に対しては迅速に改善

し、要望を確認する。 

(3) ご入居者からの要望を組み込んだリハ

ビリメニューを検討・作成する。 

 

機能訓練

指導員 

4月～ 

3月 

利用者満足度

の向上 

3 業務内容の省力化・効率化を常に意識する業

務を目指す。 

(1) 業務の省力化・効率化を考えたスケジュ

ールを作成する。 

(2) 定期的に業務内容を見直し、ミーティン

グを行い、省力化・効率化させた内容に

改善する。 

 

機能訓練

指導員 

4月～ 

3月 

業 務 の 省 力

化・効率化 

4 こまめなコミュニケーションをとることに

より、早期問題解決を図り、働きやすい環境

づくりに努める。 

(1) 他の職員の変化を素早く察知できるよ

うに、意識づけをする。 

(2) コミュニケーションを通して問題点や

改善点を確認し、必要に応じて他部署や

上司と連携し、迅速に解決する。 

 

機能訓練

指導員 

4月～ 

3月 

職員定着率の

向上 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

5 ご入居者との強い信頼関係を築き、質の高い

サービスを提供することにより、稼働率の向

上につなげる。 

(1) ご入居者に対して常に真摯であることを

確認し、業務に挑む。 

(2) 「虐待の芽」を念頭に置いて、ご入居者や

ご家族の立場に立ったサービスを提供す

る。 

(3) ご入居者の現状を把握・理解し、時にはご

入居者とも検討し合いながら、個々に対

応したリハビリを作り上げる。 

 

機能訓練

指導員 

4月～ 

3月 

 

稼働率の維

持・向上 

 

 

 

虐待防止 
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生 活 課 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

 （１）個々に合わせたサービスを検討・提供し、満足度の向上を図る 

（２）既存の業務を見直し、省力化・効率化を目指す 

（３）多様な取り組みにより、勤続しやすい環境づくりを目指す 

（４）稼働率の向上・維持による財務基盤の安定を図る 

 

生活課行動目標 

 （１）顧客ニーズを把握する意識を持ち、各課に情報共有を行う 

 （２）コスト削減を意識し、業務の効率化を図る 

 （３）さまざまな問題に対し意見の言いやすい環境を作り、働きやすい環境を作る 

 （４）入居待機者を増やすための施策を行い、稼働率向上と安定を図る 

 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈生活課〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

① 相談員連絡会の機能を強化・拡大し、稼働安定に取り組む 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 顧客ニーズを把握する意識を持ち、各課に情

報共有を行う。 

(1) 顧客ニーズを反映したアセスメントを

作成する。 

(2) 入居者、身元引受人と良好な関係を築

き、サービス力向上に取り組む。 

(3) 要望、苦情に対して真摯に取り組み、良

好な関係を構築する。 

(4) 施設内関係各課との良好な関係により

サービス力向上に取り組む。 

 

生活相談

員 

4月～ 

  3月 

顧客満足度の

向 上 が で き

る。 

3 コスト削減を意識し業務の効率化を図る。 

(1) 既存書面のペーパーレス化や簡略化に

取り組む。 

(2) 業務書面の見直しを行い、データ保存で

の共有に取り組む。 

(3) 気づきの意識を持ち、削減可能な経費に

ついて相談する姿勢を持ち続ける。 

(4) 既存の業務内容を生活課内で協議し改

善することにより、ゆとりのある業務内

容の構築に取り組む。 

 

生活相談

員 

4月～ 

  3月 

コスト削減と

業務改善がで

きる。 

4 さまざまな問題に対し意見を言いやすい環

境を作り働きやすい環境を作る。 

(1) 業務内容の分担と共有をすることによ

り、統一感のある対応をする。 

(2) 定期的に意見交換する機会を設ける。 

(3) 直面した課題に対し、必要に応じて他部

署や上長に意見を求め、解決に取り組む

ことができる。 

(4) 必要に応じて上長との面談する機会を

相談する。 

 

生活相談

員 

4月～ 

  3月 

労働環境の改

善が図れ、職

員の定着率向

上に資する取

り 組 み と な

る。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

5 入居待機者を増やすための施策を行い、稼働

率向上と安定を図る。 

(1) 営業担当者と連携し、営業活動を実施す

る。 

(2) 既存の営業方法以外の取り組みを検討

し、待機者を確保する。 

(3) 医務課と連携し、体調不良者の早期受診

を調整することにより、重症化リスクの

軽減と入院空床の減少に取り組む。 

(4) 入院者の状態把握を行うことにより迅

速な退院調整や、ショートステイの柔軟

な受入れを行う。 

(5) 空床期間短縮を念頭に、事前の業務内容

に注意して行動する。 

 

生活相談

員 

 

4月～ 

  3月 

稼働目標を達

成できる。 

6 人権尊重及び権利擁護への取り組み。 

(1) 高齢者虐待防止及び身体拘束適正化研

修を実施する。 

(2) 高齢者虐待防止委員会及び身体拘束適

正化委員会を運営する。 

(3) 看取り介護ケアの研修を実施する。 

(4) 公正公平な不在者投票を実施する。 

 東京都知事選挙 

 

生活相談

員 

 

8月･2

月 

 

3カ月毎 

 

8月 

6月 

入居者の人権

を守り、職員

の意識向上が

図れる。 

7 三園相談員間の連携と強化。 

(1) 法改正等の情報共有を行う。 

(2) 法人内相談員連絡会の開催と内容強化

の検討を行う。 

(3) 法人内同時申込やショートステイでの

連携のための情報共有を行う。 

 

生活相談

員 

4月～ 

3月 

連携強化と稼

働率安定に資

する取り組み

ができる。 
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栄 養 課 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

 （１）個々に合わせたサービスを検討・提供し、満足度の向上を図る 

（２）既存の業務を見直し、省力化・効率化を目指す 

（３）多様な取り組みにより、勤続しやすい環境づくりを目指す 

（４）稼働率の向上・維持による財務基盤の安定を図る 

 

栄養課行動目標 

 （１）食生活の充実と満足度の向上を図る 

 （２）共通献立の安定供給に努めることにより、業務の再効率化を図る 

 （３）３園栄養課の職場環境の安定を図る 

 （４）ベッド稼働率に合わせた食数・食材管理を行う 

 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈栄養課〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 食生活の充実と満足度の向上を図る 

(1) 郷土料理や新メニューに合わせてミー

ルラウンドを行い、即ご入居者の声を他

園と共有し、ご入居者満足度向上につな

げる。 

(2) 身体機能に合わせた食事環境と食形態

の見直しを多職種協同で検討し、個別ケ

アの充実と食事満足度の向上を図る。 

管理栄養

士 

4月～ 

3月 

食事日誌の蓄

積 

 

 

 

毎月の食事摂

取状況記録の

蓄積 

3 共通献立の安定供給に努めることにより、業

務の再効率化を図る。 

(1) 計画生産品の加熱温度・時間のマニュア

ルと当日調理工程の見直しを行い、作業

の効率化を図る。 

(2) 安定した食事提供の為、人材不足や食材

高騰に向けたコストの見直しや新たな

食材の導入を行い、業務の効率化を図

る。 

管理栄養

士 

4月～ 

3月 

厨房会議録 

 

 

 

 

情報資料の蓄

積 

4 法人内栄養課の職場環境の安定を図る。 

(1) ３園にて協力し補い合うことで安定し

た職場環境作りに努める。 

(2) 安心・安全な食事提供を基本とし、 

 ＩＣＴ化による業務の効率化と共に職

員のやりがいを見いだせる職場環境の

構築を図る。 

管理栄養

士 

厨房主任 

4月～ 

3月 

勤務表 

 

 

厨房会議録 

5 ベッド稼働率に合わせた食数・食材の管理を

行う。 

(1) こまめな食数変動の確認を行い、予定食

数と実施食数の乖離を抑えると共に、在

庫の調整を行うことで安定した食材管

理に努める。 

(2) 納品業者の物流２０２４年問題による

取り扱い食品の削減や物価高に対し、少

しでも安価な食材に切り替え給食材料

費の安定を図る。 

管理栄養

士 

4月～ 

3月 

給食単価/月

の適正価格 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

6 施設管理栄養士として栄養管理と安心・安全

な食の充実を図る。 

(1) 栄養ケアマネジメントの実施を行い、低

栄養リスクの改善を図る。 

(2) 生活の場での食の充実を図り、食事満足

度の維持・向上に努める。 

 ①食事サービスの向上の為の会議の実施 

 ・食事サービス委員会（偶数月第３木曜

日） 

 ・厨房会議（第４水曜日） 

 ②おにぎり・デザートバイキング等         

 ・おにぎりバイキング（偶数月・フロア毎） 

 ・デザートバイキング（奇数月・全フロア 

  対象） 

 ・おやつレク（フロア毎、年４回） 

 ③選択食の実施 

 ・毎週金曜日 昼食時実施 

 ④郷土料理の実施 

 ・毎月１回 （詳細は各委員・行事により 

  調整） 

 ⑤食事満足度調査アンケートの実施を行 

  い、サービスの維持・向上を図る。 

 ・年度末までに、アンケートの実施を行い 

  集計・考察を行う。 

 ⑥衛生管理項目の実施 

 ・全９項目について、書類の管理と衛生と 

  清掃の指導の実施(事業報告活動報告内) 

 ⑦非常食の管理 

 ・令和６年度、賞味期限切れの入れ替え 

 

管理栄養

士 

年４回 

 

4月～ 

3月 

スクリーニン

グ表の蓄積 

書類の蓄積 

事業計画に関係する掲載表等 

○ 令和６年度 栄養課行事食年間予定表 

○ 令和６年度 おにぎりバイキング等年間予定表 
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令和６年度 栄養課行事食年間予定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※変更になる可能性あり 

 

令和６年度 おにぎりバイキング等年間予定表 

 

 

月 行事 郷土料理 

４月 － アメリカ 

５月 端午の節句 佐賀県 

６月 － イギリス 

７月 七夕 山口県 

８月 － スペイン 

９月 敬老会 宮崎県 

１０月 － 東京都 

１１月 － 宮城県 

１２月 クリスマス 岡山県 

１月 お正月 秋田県 

２月 節分 北海道 

３月 ひな祭り 福井県 

 内 容・実施階 

月 バイキング おやつレク 

 ４月 おにぎりバイキング １階 クリームどら焼き ３階 

 ５月 デザートバイキング 全フロア クリームどら焼き ２階 

 ６月 おにぎりバイキング ２階 クリームどら焼き １階 

 ７月 デザートバイキング 全フロア あんみつ ３階 

 ８月 おにぎりバイキング ３階 あんみつ ２階 

 ９月 デザートバイキング 全フロア あんみつ １階 

１０月 おにぎりバイキング １階 モンブラン風 ３階 

１１月 デザートバイキング 全フロア モンブラン風 ２階 

１２月 おにぎりバイキング ２階 モンブラン風 １階 

 １月 デザートバイキング 全フロア 桜餅 ３階 

 ２月 おにぎりバイキング ３階 桜餅 ２階 

 ３月 デザートバイキング 全フロア 桜餅 １階 
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Ⅴ 特別養護老人ホーム もみの樹園 

 

 Ａ 施設全体事業関係 

 

  １ 施設事業計画の着実な実施 

      本年度の経営本部行動目標を踏まえてもみの樹園の行動計画を策定し、

各部署はより具体的な行動計画に基づき、意識的に取り組むことにより、

着実な実施と成果の向上につなげる。 

 

  ２ 施設運営機構 

      施設運営機構図については、別紙「施設運営機構」を参照。 

 

３ 危機管理（リスクマネジメント） 

（１） 方針 

新型コロナ感染対策の徹底による園内発生の防止活動を、最重視して

実施していくと共に、発生した場合の初動の確認を行う。 

ハード面に関しては、定期的に点検を行うとともに、適切に保守管理

を行うことで、入居者及び利用者にとって、快適な生活環境を提供する。  

ソフト面としては、職員一人ひとりが介護技術を高めることにより、

サービス提供における事故、苦情、身体拘束関係の発生の予防に努める。

発生時には、迅速かつ的確な対応により、事態の収拾及び再発防止に努

める。 

   （２）行動計画 

     １）新型コロナ感染対策の確実な実施 

・日常的な感染防止対策（手洗い、マスク着用、３密の回避の基本 

的な感染予防対対策や環境の清拭・消毒、こまめな換気）の実施。 

        ・PCR 検査及び抗原検査の適宜実施。 

       ・感染が疑われる症状が認められる場合は、速やかにPCR 検査につ 

なげる対応を実施。（ご入居者、職員とも） 

２）実効性を高める事故防止検討委員会（独自開催及び３園合同開催）の

取組み。 

       ・事故、ヒヤリハット報告の集計と分析。 

              ・特徴的な事故事案の提示と、発生原因及び再発防止策に関するカ

ンファレンスの実施。 

・事故事案の予見可能性の検討及び再発防止取組みの徹底。 

・強化月間取り組みの実施と振り返り。 

・安全対策担当者の設置と安全対策体制の整備 
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     ３）総務担当を中心に、施設建物・設備の定期点検と的確なメンテナンス

の実施。 

       ・防災管理計画及び総務課計画を参照 

     ４）既存入居者の重度化及び医療ニーズ対象者等の入居受け入れに伴う体

制の整備及びスタッフ技術等の向上への取組み。 

       ・医療行為対象者（胃ろう、インスリン注射施行等）の受け入れ 

       ・周辺症状がみられる認知症高齢者の受け入れ 

     ５）各部署、個人の環境異常の気づき力を強化する取り組みの実施。 

       ・環境異常情報の収集と迅速な措置対応 

     ６）事故発生防止に関する職員研修（年２回）の実施。 

 

  ４ 安全衛生管理 

   （１）方針 

        職場における職員の安全と健康を確保するとともに、環境衛生に関す 

      る適切な措置を図る。 

（２）行動計画 

     １）全職員対象の健康診断    年１回（５月） 

     ２）腰痛健康診断        年２回（１１月） 

     ３）インフルエンザ予防接種   年１回（１１月） 

          ４）新型コロナウイルス予防接種  年１回（国の方針に準拠） 

     ５）調理従事・保育従事職員の細菌検査 毎月 外注業者へ指示 

     ６）安全衛生委員会の開催    毎月 

     ７）害虫駆除消毒        年２回（７月・２月） 

     ８）受水槽清掃         年１回（８月） 

     ９）井水槽清掃         年１回（８月） 

     １０）グリストラップ清掃     年３回（７月・１１月・３月） 

      １１）水質検査・簡易水道検査  年２回（２月・８月） 

     １２）レジオネラ菌検査     年２回（２月・８月） 

     １３）雑排水層清掃       年４回（４月・７月・１０月・１月） 

   

５ 防災管理   

  （１）方針 

      災害の防止と人命の安全確保を第一とする目的に向け、防災訓練及び

防災教育を定期的に実施し、防災に対する知識と技術の向上及び迅速且

つ的確な行動力の育成を図る。また、日常及び定期的な火気点検や防災

設備等に関する検査の確実な実施を図る。 

       更には、ＢＣＰ（事業継続計画）の訓練と、帰宅困難職員や地域の要

援護者も念頭に置いた計画的な非常用の飲・食料や日用品等の増加備蓄、

及び必要な資器材の増加確保を図る。 
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  （２）行動計画 

    １）防災管理委員会の開催 

      ・定例委員会の開催  年４回（３月・６月・９月・１２月） 

      ・臨時委員会の開催  防火管理者が必要と認めた場合 

    ２）防火・防災自主点検の実施  

      ・防火管理者と火元責任者を中心に、日常及び定期点検を確実に実施

し、不備事項が認められた場合は適切に対応、復旧を行う。 

点検区分 担当者 実施頻度 点検の主な内容 

日常点検 火元責任者を中心に 毎日 担当区域内の「火気関係」 

 

定期点検 

防火管理者 毎月上旬 
建物構造及び防火施設の 

異常の有無 

防火管理者 
３月・６月 

９月・１２月 

消防設備機器類の異常の 

有無 

    ３）消防設備等の法定点検の実施 

      ・点検資格を有する事業者による消防設備等の点検を年２回（６月、 

１２月）実施。 

・新宿消防署に点検結果報告書を提出。（４月） 

・点検により確認された不具合事項への措置の実施。 

    ４）非常用備蓄食品等の増加備蓄及び適正管理の実施 

      ・入居者及び職員一人あたり３日分の非常用備蓄食品・飲料水を適正

に保管管理する。 

      ・帰宅困難職員や有事対応職員用の非常用飲料水及び非常用食品の追

加備蓄を行う。 

    ５）災害復旧資機材等の計画的な充足 

      ・有事の備えとして、災害復旧資機材の種類及び数量の増加配備を 

       計画的に行う。 

    ６）地震防災対策の見直し 

      ・激震災害及び感染症を想定したＢＣＰ（事業継続計画）の訓練とその

周知を図ると共に、訓練を実施する。 

    ７）防災教育の実施 

      ・新任職員、中途採用職員、現任職員別の防災教育を実施する。 

 実施時期 講師 主な内容 

新任職員 ４月  

 

防火管理者 

・消防計画の意義と概要 

・自衛消防組織活動 

・消防設備機器の取り扱い 中途採用職員 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ時 

現任職員 年５回 ・各種自衛消防訓練活動等 
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    ８）自衛消防訓練審査会への参加 

      ・新宿消防署が主催する自衛消防訓練審査会に出場し、有事対応技能

と行動力の向上を図る。（状況により不参加もありえる）     

    ９）防災訓練の実施 

    ・年間を通して、総合訓練を２回（震災想定１回と夜間想定１回） 

     水防法に基づく訓練を実施するほか、防災教育等を実施する。   

月 訓練種別 訓練内容 

５ BCP 訓練（自然災害） 安否確認訓練 

７ 総合訓練（夜間想定） 

BCP 訓練（自然災害） 

夜間想定の８名による総合訓練 

机上型訓練 

９ 
自衛消防訓練審査会事前訓練 

自衛消防訓練審査会 

BCP 訓練（自然災害） 

自衛消防 

 

参集訓練 

１０ 総合訓練（震災想定１） 激震想定の震災総合訓練（減災加味） 

１１ BCP 訓練（自然災害） 避難誘導訓練と経路の確認 

２ 水防法に基づく訓練 水害総合訓練・避難経路の確認 

３ 防災教育（新任・現任） 防災設備機器機能の理解と活用 

     ※BCP（感染症）訓練は、年間２回以上実施する。 

 

 

６ 感染症対策 

（１） 方針 

      新型コロナウイルス感染症の発生防止及び発生時における感染拡大防 

          止対応の徹底を重点実施するとともに、感染症及び食中毒の予防とまん 

延の防止を図る。 

（２）行動計画 

１）新型コロナウイルス感染症の発生防止への対応 

・職員は毎日の検温を実施し記録する 

・日頃からご入居者等の体調の確認を確実に行う 

・３密（密接・密集・密閉）の回避と基本的な感染症対策（マスク 

の着用、手洗い、手指消毒、環境の清拭・消毒、こまめな換気） 

        を徹底して実施する 

２）新型コロナウイルス感染症の発生時における感染拡大防止への対応 

       ○ご入居者、ショートステイご利用者がコロナ症状を発症した場合 

（フローチャート） 

○職員がコロナ症状を発症した場合（フローチャート） 
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○緊急連絡先一覧 

○初動体制の確認 

○新型コロナウイルス発生時対応マニュアル 

○新型コロナウイルス感染症発生時の居室周辺レイアウトと職員動 

 線 

○フロアで新型コロナウイルスの感染者が確認された場合の職員動 

 線 

○新型コロナウイルス発生時の対応部屋の確保について 

○新型コロナウイルス感染者のゴミの保管ならびに廃棄方法        

        を活用するほか、新型コロナウイルス感染症発生を想定した定期

的なシミュレーション、訓練の実施 

     ３）感染症に関する施設内研修（年２回実施・ＯＪＴ） 

 

  ７ 福祉サービス第三者評価制度の受審 

（１） 方針 

      福祉サービス第三者評価を受審し、結果の公表と併せて、サービスの

向上につなげる。 

（２） 行動計画 

１）評価機関の情報収集と選定（10～11 月） 

     ２）評価受審スケジュールの協議（11 月） 

     ３）評価受審（12 月） 

     ４）受審結果のフィードバック（１月） 

     ５）「東京福祉ナビゲーション」等での公表（２月） 

 

  ８ 広報・地域対策  

  （１）方針 

      当施設に対する地域社会の理解や信頼を深めるための取り組みを展開

する。 

  （２）行動計画 

     １）広報委員会の定期開催。（４月・７月・１０月・１月） 

むさしの園、けやき樹園と協働して、広報紙「園盛会だより」（季刊）

の発行 

     ２）高齢者福祉の担い手となる実習生の受け入れと育成。 

３）新宿区社会福祉協議会「介護支援ボランティアポイント事業」を 

活用し、地域ボランティア積極的に受け入れ。 

     ４）地域に開けた施設を目指すため、多目的ホール及びギャラリーを開

放し活用する。 

     ５）地域との、共同行事を実施する。 

     ６）小学生の職場体験の受け入れ。（本年度より再開する） 

     ７）高齢者福祉の担い手となる実習生の受け入れと育成。 
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     ８）町内会・落合第二小学校と合同の夏祭り及び餅つき大会の実施。 

 

  ９ 会議・委員会活動 

  （１）方針 

法人本部の指導・助言等の関与確保と会議の効率化、及び３園間の情報

交換・情報共有の強化の観点より、会議・委員会の再編成を行う。    

  （２）行動計画 

     １）３園合同で毎月開催する会議・委員会 

・運営調整会議  

・育成検討委員会 

・園盛会ＤＸプロジェクト（第６次中期経営計画より） 

・相談員連絡会  ＊テレビ会議形式 

     ２）奇数月に３園合同開催（＊テレビ会議形式）、偶数月に自園で開催す

る委員会 

  ・事故防止検討委員会 

３）３園合同で２カ月ごとに開催する委員会 

   ・個別ケア推進委員会（第６次中期経営計画より）偶数月 

４）３園合同で３ヶ月ごとに開催する委員会 

       ・広報委員会          ＊テレビ会議形式           

  ５）３園合同で４ヶ月ごとに開催する委員会 

・マニュアル推進委員会（拡大） 

・マニュアル推進委員会（部署） ＊テレビ会議形式 

６）園内で毎月開催する会議・委員会 

       ・連絡調整会議 

       ・安全衛生委員会  

・食事サービス委員会      

 ・行事企画委員会  

 ・介護課主任会議 

 ・厨房会議  

・ユニット会議       

７）園内で３ヶ月ごとに開催する委員会 

       ・防災管理委員会 

 ・感染対策委員会（発症生時には、臨時開催） 

・身体拘束等適正化検討委員会 

・排泄委員会 

     ８）随時開催する会議等 

       ・入居判定会議 

       ・サービス担当者会議       
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９）福祉避難所のあり方について、随時開催する会議 

       ・福祉避難所意見交換会 

 

 １０ 福利厚生 

  （１）方針 

      職員の福利厚生事業の充実を図り、就労活力の維持、向上に努める。 

  （２）行動計画 

     １）会員制リゾートホテルの活用 

       本人及び職員家族が、安価な料金で通年において利用できる、会員

制リゾートホテルの活用。 

     ２）職員親睦会への助成 

       職員親睦会が企画、実施する各種の行事等について、規定の範囲内

での資金助成を行う。 

      

 １１ 職員研修 

  （１）方針 

      経験年数や職位階層別に配慮した計画的な研修の実施により、スタッ

フの質の向上を図る。 

（２）行動計画 

１）施設内研修 

       非常勤職員も含めた現任職員の専門性を向上させ、サービスの質の

向上に資する研修プログラム及び運営基準に定められた職員研修を

実施する。 

       また、ＯＪＴを効果的（意図的、計画的、継続的）に実施し、スタッ

フの部署帰属意識や信頼感の向上につなげる。 

     ２）施設外研修 

       各専門職の職務遂行に必要な研修や、施設運営に資する情報収集と

して重要な研修には積極的に参加する。その他外部研修は内容精査

のうえ実施する。 

     ３）資格取得の支援 

       施設運営において必要とする資格の取得については、勤務配慮を行

うとともに、その受験費用負担について支援する。 

     上記１）～３）の具体的内容については、別紙「令和６年度職員研修・ 

ＯＪＴ年間計画表」を参照。 

 

１２ 面会等の家族支援 

（２） 方針 

ご入居者とご家族との交流機会を確保する取組みに努め、ご入居者の

QOL の維持や、双方の心理的な負担等の軽減を図り、施設への信頼感確保

につなげる。 
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（３） 行動計画 

１） 通常面会の再開 

コロナが昨年、２類から５類へ引下げられたので、コロナ禍以前の通常

面会を実施。尚、地域等の新型コロナ感染症の発生動向を踏により、面

会形式を変更する場合もある。 

    ２）外出・外泊の再開 

２） ご入居者の生活の様子に関する定期的な情報提供の実施 

３） 新しい生活様式を踏まえ、十分な感染防止対策を講じたうえで、ご家族

と施設（ご入居者）の交流の場を模索する。 
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施設運営機構図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営会議 

責任者 本部長 

運営調整会議 

責任者 管理部長 

入居判定会議 

責任者 サービス部長 

個別ケア推進委員会 

責任者 サービス部長 

 

事故防止検討委員会 

責任者 サービス部長 

 

広報委員会 

責任者 経営企画室長 

 

安全衛生委員会 

責任者 安全衛生管理者 

 

感染対策委員会 

責任者 医務課副主任 

防災管理委員会 

責任者 選任防火管理者 

行事企画委員会 

責任者 介護課課長 

食事サービス委員会 

責任者 栄養課課長 

排泄委員会 

責任者 介護課課長 

介護課役主任会議 

責任者 介護課課長 

ユニット会議 

責任者 各ユニットリーダー 

相談員連絡会 

責任者 生活課主任 

（本部事業） 

＊表中の責任者とは、実施運営責任者をいいます。 

サービス担当者会議 

責任者 ケアプラン 

    管理責任者 

厨房会議 

責任者 栄養課課長 

 

 

連絡調整会議 

責任者 施設長 

身体拘束等適正化検討委員会

責任者 生活課主任 

 

マニュアル推進委員会 

（ 拡大/部署 ） 

責任者 サービス部長 

園盛会ＤＸプロジェクト

責任者 経営本部 
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令和６年度 会議・委員会の開催予定表（もみの樹園） 

曜日 週 会議・委員会 合 同 開催時間 開催頻度 備 考 

月 第２週 D✕プロジェクト（B）  14：30～16：00 毎月  

火 
第１週 厨房会議  14：00～15：00 毎月  

第２週 マニュアル推進委員会（全体） ○（注 1） 14：30～15：30 ４ヶ月毎 （注）は下段の注１を参照 

水 

第２週  

 

D✕プロジェクト（A）  11：10～12：10 毎月  

運営調整会議  10：00～11：00 毎月  

事故防止検討委員会 ○（※1） 13：30～14：30 毎月  

身体拘束等適正化検討委員会  14：30～15：00  ３ヶ月毎 ５月・８月・１１月・２月に開催 

虐待防止検討委員会  15：00～15：30 ３ヶ月毎 ５月・８月・１１月・２月に開催 

感染対策委員会  14：30～15：00 ３ヶ月毎 （注）は下段の注 2を参照 

褥瘡予防対策委員会  15：00～15：30 ３ヶ月毎 ４月・７月・１０月・１月に開催 

第３週 

安全衛生委員会  10：00～10：30 毎月  

連絡調整会議  10：30～11：00 毎月  

行事委員会  11：00～12：00 毎月  

食事サービス委員会  13：30～14：30 隔月 偶数月に開催 

介護課主任会議  14：30～16：00 毎月 （注）は下段の注 3を参照 

木 

第１週 広報委員会 ○ 14：30～15：30 ３ヶ月毎 ４月・７月・１０月・１月に開催 

第３週 防災管理委員会  11：00～11：30 ３ヶ月毎 ５月・８月・１１月・２月に開催 

第４週 
排泄委員会  14：30～16：00 ３ヶ月毎 ５月・８月・１１月・２月に開催 

相談員連絡会 ○（※2） 14：00～15：00 毎月  

金 
第 4

週 
個別ケア推進プロジェクト ○（注 4） 14：30～16：00 毎月 （注）は下段の注 4を参照 

部署にて調整 
ユニット会議  14：30～15：00 毎月  

マニュアル推進委員会（部署 ○（注 1） 1時間～1時間半 ４ヶ月毎 （注）は下段の注１を参照 

※１ 事故防止検討委員会は、７月、１１月、３月に各園の安全対策担当者で意見交換を行う。（集合もしくはオンライン形式） 

※２ 相談員連絡会は、必要に応じオンライン形式でも開催する。 

注１ 「マニュアル推進委員会」は、「拡大推進委員会」並びに「部署推進委員会」で構成。 

① 拡大推進委員会・・・６月・１０月・１月に開催。本部及び全部署リーダー（３園で原則１名）による会議とし、けやき園を開催会場とする。 

② 部署推進委員会・・・5月・９月・１２月・に各部署にて日程・時間を調整の上、３園合同でのテレビ会議形式で開催。 

注２ 原則として、４月・７月・１０月・１月に開催。但し、感染症事例等が発生した場合は、緊急開催する。１月は第２木曜日に開催。 

注４ 全体会は偶数月に開催し、集合形式もしくはオンライン形式で実施。介護課部署会議は奇数月に開催。 

○ 入居判定会議は候補者上申後、原則３日以内に開催し、速やかな判定結果を得る。 

○ サービス担当者会議は、ケアプランの新規・変更・更新の時期に随時開催する。 

〇  各種会議・委員会の構成メンバーは、別紙「会議・委員会一覧表」を参照のこと。 
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令和６年度 会議・委員会一覧表 （もみの樹園） 

 

会議 

委員会名 
会 議 の 目 的 

開催頻度 

開催予定日 
構 成 メ ン バ ー 

実施責任者 

（運営担当者） 

運営調整 

会議 

施設運営上に関わる諸問題を検討し、

円滑な業務が実施できるように意思統

一と調整を行う。 

毎月の合同開催 
経営本部 ： 本部長、サービス部長、管理部長 

教育企画課長 

３園 ：施設長、事務長、介護課課長 

栄養課課長、生活課副主任、保育園長 

＊医務係、リハビリ係、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽは３園合同で部署代表者１名 

本部長 

（管理部長） 第２水曜日 

10：00 ～ 11：00 

入居判定 

会議 

入居決定過程の透明性・公平性を確保

するとともに、施設入居の円滑な実施を

図る。 

毎月・臨時開催 
経営本部 ： サービス部長 

３園 ： 施設長、事務長、生活課主任 

生活相談員、介護課課長、医務課副主任 

サービス部長 

（生活課主任） 
候補者上申から原則 

３日以内で可否判断 

マニュア

ル推進委

員会 

（第４次中期経営計画の新規事業） 

園盛会スタンダード・マニュアルプロジェ

クトで再構築した各種マニュアルの周知

掛けと実践を図り、定期的なチェックに

よる浸透と、継続的な見直しを行う中

で、サービスの標準化を推進する。 

 

年３回の合同開催 

（6月・10月・1月） 

（Ａ）拡大推進委員会 （別紙の実施要領参照） 

   ３園のうちから部署代表として１名 （総務課・介

護課・医務係・リハビリ係・生活課・栄養課・地域事業

課）  ◆ けやき園に参集 サービス部長 

（推進委員会 

リーダー） 

（Ａ） 第２月曜日 

14：00 ～ 15：30 

年４回の合同開催 

（6・9・12・3月） 
（Ｂ）部署推進委員会 （別紙の実施要領参照） 

（Ａ）の部署代表も含め、各園より各部署１名（総務課、教育企画 

医務係、リハビリ係、生活課、栄養課、地域事業課）、介護課２名 

◆ テレビ会議形式で、各部署にて開催 

（Ｂ） 各部署にて 

日程を設けて開催 

1時間～1時間半 
 

園盛会D

✕プロジェ

クト（第６次

中計取り組

み） 

「ICT化・D✕化」と「働き方改革」については

決して別々のものではなく、両輪で進めてい

かなければならないという意識を共に有し

て、プロジェクト内をAとBの２チームに分け

て検討、実行を進める。 

毎月・臨時開催 経営本部： サービス部長 

介護課長、（委員会運営責任者） 

プロジェクトリーダー１名 

各園の各フロアより原則２名以上 

※個別ケア推進委員会実施要綱を参照 

経営本部 

Aサービス部課長 

B管理部主任 

第２水曜日 

11：10～12：10 

第２月曜日 

14：30～16：00 

個別ケア推

進委員会 

（第6次中

計取組み） 

入居者、家族、職員等、園盛会に関わる全て

の方の幸福の追求と個別ケアの推進に寄与

し、法人独自のサービスを構築して提供する

ことにより、他法人・他施設との差別化を図

る。 

（単独）奇数月 

（合同）偶数月 

経営本部： サービス部長 

介護課長、（委員会運営責任者） 

プロジェクトリーダー１名 

各園の各フロアより原則２名以上 

※個別ケア推進委員会実施要綱を参照 

サービス部長 

（介護課長） 

第 4金曜日 

（単独）14：30～16：00 

（合同）14：30～16：00 
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令和６年度 会議・委員会一覧表 （もみの樹園） 

 

会議 

委員会名 
会 議 の 目 的 

開催頻度 

開催予定日 
構 成 メ ン バ ー 

実施責任者 

（運営担当者） 

事故防止 

検討委員会 

ヒヤリハット、事故報告概要の情報

共有を図り、重大事案に関する予

見可能性の検討及び再発防止策

について、活発な意見交換を行

い、意識化と実践の周知を図る。 

第２水曜日 

13：30 ～ 14：30 

施設長、介護課所属長、生活課主任、生 

活相談員、管理栄養士、医務課主任、介 

護課各階１名、リハビリ係 

      

施設長 

（介護課長） 

広報委員会 

法人紙「園盛会だより」（季刊）作り

を行い、法人及び３園記事等の掲

載内容を協議し、紙面充実に向け

た取り組みを行う。 

年４回・合同開催 

（4・7・10・1月） 

経営本部：本部長、サービス部長、経営企 

画室長、教育・企画主任 

３園：事務所１名、介護課２名、栄養課１名 

デイサービス１名 

経営企画室長 

（教育・企画 

主任） 

第１木曜日 

14：30 ～ 15：30 

(1月のみ第 2木曜日) 

安全衛生 

委員会 

職員の安全と健康の確保に資する

事項の検討や、労働災害の発生防

止策等を協議し、実施する。 

毎月の単独開催 
事務長・栄養課・医務課・生活相談員 

リハビリ・デイサービス・各階介護職員１名 

事務長 

（安全衛生管理

者） 

第３水曜日 

10：00 ～ 10：30 

感染対策 

委員会 

施設における感染症及び食中毒の

予防及びまん延の防止対策を検

討、所要の対応を図る。 

年４回・単独開催 

4・7・10・1月と必要時 医務課・介護課長・介護課各階１名・生活

相談員・栄養課 

医務係 

主任 第３水曜日 

14：30 ～ 15：00 

防災管理 

委員会 

入居者と職員を火災や災害から守

るため、万全の予防対策と訓練計

画を立てて実践する。 

年４回・単独開催 

（5・8・11・12月） 施設長・防火管理者・介護課長・保育園

長・生活相談員・医務課・介護課１名 

選任防火 

管理者 第３木曜日 

11：00 ～ 11：30 

行事企画 

委員会 

入居者の満足が得られるような各

種の行事、地域交流事業を計画

し、実施のための検討を行う。 

毎月の単独開催 介護課長・介護課各階１名・ 

生活相談員・栄養課・リハビリ 介護課課長 第３水曜日 

11：00 ～ 12：00 

食事サービ

ス委員会 

 食事サービスの充実を図るため

の問題点等を検討し、入居者の食

の喜びや生活機能の維持・向上に

つなげる。 

偶数月の単独開催 

栄養課・介護課各階１名 管理栄養士 
第３水曜日 

13：30 ～ 14：30 

排泄 

委員会 

「尊厳を大切にした排泄ケア」「科学

的根拠に基づいた個別排泄ケアの

実践」の深化、推進を図る。 

年４回・単独開催 

（5・8・11・12月） 
介護課長・介護課各階２名 

※場合により、栄養課・医務課 ・リハビリ

が参加 

介護課課長 
第４木曜日 

14：30 ～ 16：00 
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令和６年度 会議・委員会一覧表 （もみの樹園） 

会議 

委員会名 
会 議 の 目 的 

開催頻度 

開催予定日 
構 成 メ ン バ ー 

実施責任者 

（運営担当者） 

身体拘束等 

適正化検討 

委員会 

身体拘束廃止を掲げ、指針に基づく委

員会の実施により、身体拘束等の更な

る適正化を図るよう取り組む。 

年４回の単独開催 

５・８・１１・２月 

施設長、介護課課長、生活課主任、

生活相談員、管理栄養士 

医務係１名、介護課各階１名、リハビ

リ係、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ１名 

生活課 

主任 第３水曜日 

事故防止検討委員会後３０分 

虐待防止検討

委員会 

虐待防止を掲げ、指針に基づく委員会

の実施により、虐待防止等の更なる適

正化を図るよう取り組む。 

年４回の単独開催 

５・８・１１・２月 

施設長、介護課課長、生活課主任、

生活相談員、管理栄養士 

医務係１名、介護課各階１名、リハビ

リ係、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ１名 

生活課 

主任 第３水曜日 

身体拘束適正化委員会後３０分 

連絡調整 

会議 

各課との連絡事項や懸案事項を確認・

検討し、案件の決定のスピードアップ

と業務の効率化及び、情報の共有化を

図る。 

毎月の単独開催 施設長・事務長・介護課長・生活相談

員・栄養課・リハビリ・保育園長・訪看

所長・デイサーニス・各階主任ＯＲ副

主任１名 

施設長 第３水曜日 

 10：30 ～ 11：00 

介護課主任 

会議 

入居者サービス向上を図るうえの課題

等の協議や、業務の円滑化に必要な

連絡調整等による意思統一を図る。 

毎月の単独開催 介護課長・各階主任副主任 

※場合により、施設長・ユニットリー

ダーが参加 

介護課課長 
第３水曜日 

14：30 ～ 16：00 

ユニット 

会議 

ユニット業務の課題や利用者の支援

のあり方等についての協議を行い、対

応の統一を図る。 

毎月の単独開催 介護課フロア主任、フロア副主任 

ユニット介護職員 各フロア主任 
 原則月１回実施 

サービス担当

者会議 

施設ケアプランの新規・変更・更新の

時期に開催し、多職種協働を踏まえた

ケアプランを策定する。 

必要時随時 
ケアプラン管理責任者・担当看護職

員、該当ブロック主任、居室担当者、

管理栄養士、機能訓練指導員（必要

時） 

ケアプラン 

管理責任者 ケアプランの新規・変

更・更新の時期 

褥瘡予防対策

委員会 

褥瘡予防のための適切なケアについ

ての協議と個別入居者の褥瘡予防な

らびに発症者の完治に向け多職種協

働で取り組む。 

年４回・単独開催 

4・7・10・1月と必要時 

医務課・介護課長・介護課各階１名・

生活相談員・栄養課 医務係 

主任 第３水曜日 

15：00 ～ 15：30 

厨房会議 
 

調理調整や衛生環境等に関する事項

の協議及び食事サービスの向上に資

する諸課題を検討し、実施する。 

毎月の単独開催 栄養課課長、管理栄養士、委託業者

所属調理員 

 ※必要に応じて施設長 

栄養課課長 
 第４木曜日 

 14：00 ～ 15：00 

相談員 

連絡会 

相談員業務に係る諸事項及び稼働率

の維持のため、情報共有や連携を図

る。 

毎月の合同開催 サービス部長、施設長 

生活課主任・副主任 

各園の生活相談員 

生活課主任 第４木曜日 

 14：00 ～ 15：00 
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令和６年度 職員研修・ＯＪＴ年間計画表 

（もみの樹園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区

分 
研修種別 

参加 

対象者 
開催予定 研修のテーマ等 

備考 

（研修担当） 

施 

設 

内 

新入職員への 

ＯＪＴ 

新卒採用 

職員 

入職日より 

１ヶ月、３ヶ月 

６ヶ月、１２ヶ月 

新入職員１名に２名の指導担当者を

付け、日常的なOJTと左記の時期ご

とに評価・指導を実施。 

 

事故発生の防止のため

の研修 
全職員 

年２回 

（7、１月） 

基準省令第３５条第１項第３号の

規定に基づき実施。 

事故防止委員

会リーダー 

感染症の予防及びまん

延の防止のための研修 
全職員 

年２回 

（６，１１月） 

基準省令第２７条第２項第３号の

規定に基づき実施。 
医務課看護師 

食中毒の予防及びまん

延の防止のための研修 
全職員 

年 1回 

（5月） 

基準省令第 27 条第２項第 3 号の規

定に基づき実施。 
管理栄養士 

褥瘡対策に関する研修 介護職員 
年１回 

（１０月） 

基準省令第１３条第５項の規定に

基づき実施。 

医務課看護師

ｏｒリハビリ担当 

高齢者虐待の防止に関

する研修 
全職員 

年２回 

（８月、２月） 

高齢者虐待の防止に関する第２０条

の規定に基づき実施 
生活相談員 

身体拘束等の適正化に

関する研修 
全職員 

身体拘束等の適正化に関する理解 

の深化を図る。 
生活相談員 

施設外研修参加者による

報告会 
全職員 ８月、２月 

研修参加者の感じた成果・課題等を

参加した職員が発表し、全職員が考

え、還元出来る機会とする。 

介護課課長 

施 

設 

外 

職務階層、職種別研修 

及び委嘱委員等 

○高齢者福祉施設協議会（施設長） 

○新宿区介護老人福祉施設優先入所システム協議会（施設長） 

○福祉避難所施設意見交換会（事務長） 

○新宿区特養相談員連絡会（相談員） 

○新宿区ショートステイ情報交換会（相談員） 

○東京都及び東京都社会福祉協議会を中心とした各種研修は精査の上、決定。 
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Ｂ 各部署別事業計画 

 

  法人理念及び経営方針を踏まえ、各課・担当の行動計画を次のとおり策定する。 

 

総 務 課 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

（１）利用者の立場に見合った適切なケアを行う 

（２）業務の無理、無駄、ムラを排除する 

（３）良好な人間関係を築き、働きやすい環境をつくる 

（４）各部署が連携し、空床を削減する 

 

総務課行動目標 

 （１）利用者・入居者及び家族の顔を覚えると共に、丁寧な対応を心がける 

 （２）手書きの書類を無くすと共に、無駄な業務を廃止する 

 （３）他部署との良好な関係を築き継続する 

 （４）稼働率向上に向けた、サービスの向上を図る 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈総務課〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者・入居者及び家族の顔を覚えると共

に、丁寧な対応を心がける 

(1) 家族の家族の顔を覚え、対応を行う 

 

(2) 面会時に家族の手助けを行う。 

 

(3) 丁寧な受付・電話対応を心がける。 

 

(4) 家族への積極的な声掛けの実施 

 

事務長 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月～

３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族の笑顔 

 

できたOR 

できなかった 

クレーム有・

無 

 

家族の笑顔 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

手書きの書類を無くすと共に、無駄な業務

を廃止する。 

(1) 紙媒体での書類の見直し 

 

(2) 業務の洗い出し 

 

(3) 不必要業務を削減する 

 

(4) ルール(案)の作成 

 

事務長 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月～

３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙媒体の削減 

 

洗い出し 

 

残業短縮 

 

ルール作成 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

他部署との良好な関係を築き継続する 

(1) 他部署との密なコミュニケーションを 

図る。 

 

(2) 他部署業務の把握 

 

(3) 他部署との情報の共有 

 

(4) もみの樹園の相談窓口になる 

事務長 ４月～

３月 

 

離職率低下 

 

 

迅速な対応 

 

迅速な対応 

 

離職率低下 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

稼働率向上に向けた、サービスの向上を図る 

(1)経費の削減を心がける 

 

(2)共有部分の電気の間引き 

 

(3)稼働率向上に向けての目標の共有化 

 

(4)家族への丁寧な電話対応 

 

事務長 ４月～

３月 

 

経費削減 

 

光熱費削減 

 

稼働率向上 

 

家族の信用 
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介 護 課 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

施設行動目標 

（１）利用者の立場に見合った適切なケアを行う 

（２）業務の無理、無駄、ムラを排除する 

（３）良好な人間関係を築き、働きやすい環境をつくる 

（４）各部署が連携し、空床を削減する 

介護課行動目標 

 （１）ご利用者の過去（生活歴等）～今（普段の様子やその場の状況、気持ち等）を理解し、最善だと思

うケアを提供する 

 （２）コストパフォーマンス（費用対効果）とタイムパフォーマンス（時間対効果）を意識しながら、効

率的かつ適切な業務運営を行う 

 （３）仲間を尊重し、チームワークを意識して、良好な職場環境を作る 

 （４）他部署と連携・協力し、円滑な受け入れによって稼働率の向上に貢献する 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈介護課〉    

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

運営責任者：介護課課長  リーダー：介護課係長 

 

     具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２） 上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員のレベルアップによって、ご入居者が穏

やかに生活できる環境の構築。 

(1) ご入居者への接遇面強化にむけた取り

組 

みの実施 

・ご入居者理解を深める勉強会の実施。 

・オンライン研修の受講の励行。 

・エルダー制度による新入職員の育成。 

・EPA 候補者への学習、就労支援の実施。 

・中途入職職員の育成と面談の実施。 

・人事考課、還元面談の実施。 

(2) より良い支援、個別ケアの推進に向け

た委員会の開催 

・個別ケア推進委員会 

・事故防止検討委員会 

・排泄委員会 

(3) 記録支援ソフトの活用。 

・「ほのぼの」を活用し、効率的且つ情報

量の増大と一元化。 

(4) 多職種との連携強化を図る。 

・ケアカンファレンスの開催。 

 

介護課課

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

  3 月 

月 1 回 

 

 

 

 

 

 

年 2 回 

 

 

毎月 

毎月 

年 4 回 

 

 

 

 

 

 

ご入居者の気

持ちに寄り添

い、柔軟な対

応ができる職

員の増加 

 

 

 

 

 

ご入居者の満

足度向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご入居者の要望や期待に応えた幅広いイベ

ントの開催。 

(1) 感染症状況等に配慮した行事の開催。 

・行事企画委員会を中心とした企画、実

施。 

(2) ご入居者の趣味や楽しみの増加を目的と   

したクラブ活動の実施。 

・カラオケ合唱クラブ（第 2 月曜日） 

・華道クラブ「花あそび」（第 3木曜日） 

・書道クラブ（第 4 火曜日） 

(3) 少人数～フロア全体まで対象とした幅 

広いレクリエーションの実施。 

(4) 地域のボランティアサークルを活用 

した演奏会等の催し物の開催。 

 

介護課課

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

  3 月 

 

月 1 回 

 

 

 

 

 

 

 

施設生活の中

での楽しみの

増大 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

4 ご入居者が快適に暮らせる生活環境の提供。 

事故を未然に防ぐ環境整備の実施。 

 ・業務点検・見直し 

 ・ユニット（居室・共用部）の清掃・消毒 

・整理整頓チェック 

 ・車椅子、歩行器点検 

 ・窓、網戸清掃 

 ・浴室内チェック 

 

主任 

副主任 

4 月～ 

  3 月 

 

安全・安心な

住環境の提供 

事業計画に関係する掲載表等 

○ 「令和 6 年度 年間行事計画を参照」 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護課 2 階】 

 

ユニットレクリエーションを定期的に開催

し、日々の生活の中で季節を感じていただ

く。 

(1) ご入居者から希望・要望等、意見を聞

き、 

皆で楽しめるレクリエーションを行う。 

(2) 担当職員で企画の立案を行い、他職員

と 

連携し、開催する。 

(3) 実施内容やその時のご入居者の様子を

ケース記録に記載する。 

 

 

 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

年 3 回 

 

 

 

 

 

 

生活の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員個々のスキルアップ向上にむけた取り

組み 

(1) ユニット会議、毎日のミーティングで 

意見交換を行い、改善案を提案する事で

安心、安全な統一したケアを実践する。 

(2) リーダーを中心に、実際の介助場面での 

確認や意見交換を行い、必要時には多職

種の意見も聞きケアに取り入れる。 

(3) 職員間での意見を否定せず、互いの意見 

を尊重しながら、現場に活かせるように

する。 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チームケアの

向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心・安全な生活環境の提供 

(1) 日々の生活の中で状態観察を行い、体調 

変化があった際には、各課に報告し迅速

な対応を心掛ける。 

(2) リハビリ係と連携し、ご入居者のポジシ 

ョニングを実施し、安心で安楽な姿勢保

持ができるよう支援する。 

(3) 発生した事故、ヒヤリハットをユニッ 

ト会議、ミーティングで検討し、再発防

止を図る。 

 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心した暮ら

しを送ってい

ただく 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護課ショートステイ】 

 

事故防止に向けたリスクマネジメントの実

施 

(1) 誤薬や離設事故を未然に防止する為、職 

員間でマニュアルの浸透化を図る。 

(2) ユニット会議内で対応策を検討し、実践 

する。実践後は会議内で意見交換し、評

価をする。 

(3) ご利用者の状態変化や気づいた点を共有 

し、個々に対応方法の見直し・検討をす

る。 

 

 

 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全な生活を

送る 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用者の健康状態の把握とADL の変化

に寄り添ったサービスの提供。 

(1) 利用受け入れ時に体調の確認を行う。

自宅での体調変化があった場合には、

対応方法をご家族もしくは居宅ケアマ

ネや他事業者に確認し、利用中の状態

確認を行う。 

(2) 職員間でのケアの統一に向け、周知ノ 

ートや申し送りなどのミーティングを

活用し、ご利用者の情報共有を行う。 

(3) 多様な感染症予防に向けた感染症対策 

と、定期的なシミュレーションの実施を

行い、実践できる体制を整える。 

 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康状態の管

理 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

リピーター確保に向け、充実した生活環境の 

提供。 

(1) ご家族やケアマネからの情報を元に、ご

利用者個々のニーズの把握と情報共有を

し、ニーズに沿った支援を行う。 

(2) 職員一人ひとりが徘徊や帰宅願望等の認

知症症状を理解し、適切な声掛け・接遇

を身に着ける。 

(3) 接遇面における言葉遣いや礼儀作法の指

導を行い、より良い印象を与えられるよ

うな人材育成を行う。 

(4) 個々の趣味・嗜好に合わせた余暇活動の

実施を行い、ご利用者の生活に対する満

足度向上に努める。 

 

主任 

副主任 

ユニッ

トリー

ダー 

４月～

３月 

ご利用者及び

ご家族との信

頼関係強化 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護課 3 階】 

 

個々のご入居者の生活歴と現在の状況を詳

細に把握し現在の気持ちや状況を踏まえ、

そのニーズに応えるケアを提供する。 

(1) 入居時や定期的に、ご入居者や家族に

生活歴に関するインタビューを実施し、

ニーズや要望、健康状態などを各居室担

当がフリーアセスメントシートに情報を

記載する。 

(2) 日常的な会話や活動を通じて、ご入居

者及びご家族との信頼関係を構築する。 

(3) ご入居者の過去の背景や現在の状況を

家族からも理解し、ケアに反映させる。 

(4) 実施したケアの評価を行い、必要に応

じて改善を行う。 

 

 

 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別ケアの実

施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務の時間効率を上げることで、職員の負

担を減らし、ご入居者へのケアの質を向上

させる。 

(1) ケア用品や備品の使用状況を定期的に

確認し、無駄な使用を防ぐ。再利用可能

な資源の活用を促進する。 

(2) 業務プロセスを定期的に分析し、不要

な手順の削除や合理化を行う。 

(3) 最新のケア技術や業務効率化の方法に

関する勉強会を提供し、職員のスキルア

ップを図る。 

(4) ご入居者にとっても、職員にとって

も、より良い環境を実現する。 

 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務の効率化

を上げケアの

質の向上に繋

げる 
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No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

3 

 

全職員が意見を自由に表現できる環境を作

る。 

(1) ミーティングや会議の場で、各自の進捗 

や困りごと等を共有する時間を設ける。 

(2) 経験豊富な職員が若手職員の指導者とな

り、指導する場を作る。 

(3) 各メンバーの成功をチーム全体で祝うこ

とで、相互尊重の意識を養う。 

(4) 多様な発想が尊重され、価値感を認めら

れる職場環境を作る。 

 

他部署との定例ミーティングを設け、情報共

有と調整を行うことで、受け入れプロセスの

スムーズ化を図る。 

(1) 他部署への理解とコミュニケーションの

促進を図る。 

(2) 他部署と月 1 回の定例ミーティングを設

け、予定されている受け入れや問題点、改

善提案について話し合う。 

(3) 部署間での情報共有を活性化させ、受け

入れ準備の迅速化と効率化を図る。 

(4) 緊急を要する案件については、臨時のミ

ーティングを開催する。 

 

主任 

副主任 

ユニッ

トリー

ダー 

 

 

 

 

 

主任 

副主任 

ユニッ

トリー

ダー 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

3

月 

 

 

働きやすい環

境作り 

 

 

 

 

 

 

 

 

部署間の連携

強化 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護課 4 階】 

 

ご入居者・ご家族との信頼関係の構築。 

(1) ご入居者との関わり方や言葉遣いについ 

て、リーダー層が模範となる姿勢を示す

と共に、他職員へ指導・助言の機会を設

ける事で、接遇マナーやコミュニケーシ

ョン能力の強化を図る。 

(2) ご入居者やご家族とのコミュニケーショ 

ンから意見や要望を把握し、ご入居者に

寄り添ったケアを提供する。 

(3) ご入居者、ご家族のプライバシーを尊重 

し、安心感を提供する。 

 

 

 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 

～3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご入居者・ご

家族の気持ち

に寄り添った

支援の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

リスクマネジメントの強化。 

(1) ご入居者の生活環境やADL によるリス 

クをユニット会議にて共有し、予防策を

検討する。 

(2) ユニット会議にて事故の再検証と事例検 

討を実施し、危機管理意識を高める。 

(3) ご入居者対応における疑問点や改善案を 

チームで共有・検討し、ケアの統一を図

る。 

 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

 

 

 

 

 

4 月 

～3 月 

 

 

 

 

 

 

 

安全な生活の

提供 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症対策や対応力の強化。 

(1) 高齢者施設における感染症のリスクや重 

要性、感染症対策の必要性について、職

員に周知する機会を設け、意識向上を図

る。 

(2) 発生時に円滑な対応ができるよう、ガウ 

ンテクニックの確認や対応シミュレーシ

ョンを実施する。 

(3) 日々の消毒の継続と物品の管理を徹底す 

る。 

(4) ご入居者の健康状態を把握し、異常時の 

情報共有を徹底する。 

 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 

～3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症対策・

対応力の強化 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護課 5 階】 

 

「その人らしさ」を考えた支援の構築 

(1) 居室担当を中心に、ご入居者の意向や、

嗜好、こだわり、行動パターンなどの情報

を収集する。 

(2) 収集した情報をブロック職員間で共有

する。 

(3) 情報をもとに個別ケアの方法をブロッ

ク会議などで検討し、実践する。 

 

 

 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

居室担当 

 

 

 

 

 

 

4 月 

～3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別ケアの提

供 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご入居者・ご家族との信頼関係の構築 

(1) ご家族面会時は、日頃の様子を職員から

都度お伝えするとともに、ご家族の要望や

ご入居者の情報を収集し、ケース記録に残

す。 

(2) ご入居者とのコミュニケーション内容

を意識的にケース記録に残す。 

(3) 職員間で情報を共有することで、ご入居

者・ご家族が望む支援の検討と提供を図

る。 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 

～3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご入居者・ご

家族の気持ち

に寄り添った

サービスの提

供 

 

 

 

 

 

 

 

3 バリエーション豊かな余暇活動の実施 

(1) ご入居者一人ひとりの趣味・嗜好・ADL・

世代を踏まえた、レクリエーションの検討

を行う。 

(2) フロア・ブロックレクリエーションの年

間計画を立案する。 

(3) 年間計画に基づき担当者を選出し、計画

書の作成から実施までを行う。 

(4) 実施後は活動の様子を記録に残す。 

 

主任 

副主任 

ユニット

リーダー 

担当職員 

4 月 

～3 月 

楽しみのある

生活の提供 
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令和６年度 年間行事計画 

  

予定

月 
行事名 目的 備考欄 

４月 
お花見週間 季節感を味わい、外気浴と交流を楽しむ 

４月１日（月）～７日

（日） 

春の食事会 季節の食材を食べ、春を感じる ４月４日(木) 

５月 
春の日帰り旅行 季節感を味わい、外気浴と交流を楽しむ ５月１７日（金） 

寿司の日 日本の食文化『寿司』を味わう ５月２４日（金） 

６月 衣料品販売会 買物を通して、ご家族や他者との交流を図る ６月７日(金) 

７月 
七夕 地域行事に参加し、交流を図る 

７月１日（月）～７日

（日） 

納涼祭 盆踊りや花火等で夏の風情を味わう ７月２６日（金） 

９月 敬老の会 長寿を祝い、豊かな暮らしを願う ９月１７日（火） 

１０月 
衣料品販売会 買物を通して、ご家族や他者との交流を図る １０月１１日（金） 

寿司の日 日本の食文化『寿司』を味わう １０月２５日（金） 

１１月 
秋の日帰り旅行 季節感を味わい、外気浴と交流を楽しむ １１月１５日（金） 

餅つき 地域交流を兼ね、町内会とお餅をつき、食す １１月２３日（土） 

１２月 クリスマス会 歌や踊りを楽しみ、おいしい料理を味わう １２月２０日（金） 

１月 初詣 今年一年の平穏を祈願する 
１月６日（月）・７日

（火）・９日（木） 

２月 節分 邪気を払い、春を迎える ２月３日（月） 

３月 寿司の日 日本の食文化『寿司』を味わう ３月２８日（金） 
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医務課医務係 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

（１）利用者の立場に見合った適切なケアを行う 

（２）業務の無理、無駄、ムラを排除する 

（３）良好な人間関係を築き、働きやすい環境をつくる 

（４）各部署が連携し、空床を削減する 

 

医務課医務係行動目標 

 （１）より良いケアができるよう知識・技術を高める 

 （２）業務改善の提案、変更を行い効率化を上げる 

 （３）個々の意見を尊重し、良好な職場関係を作る 

 （４）利用者の体調管理に努め、入院数を削減する 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈医務課医務係〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

1 

 

 

 

 

 

 

より良いケアができるよう知識・技術を高め

る。 

（1） コミュニケーション能力を高め利用

者の状態を把握し適切なケアを行う。 

（2） マニュアルを活用し正しい知識と技

術を行える。 

 

 

 

医務課 

 

医務課 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

 

 

看護師のスキ

ルアップ 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

業務改善の提案、変更を行い、効率化を上げ

る。 

（1） 他部署と話し合い業務をみなおす。 

（2） 医務課内において話し合い利用者に

適切な業務を行う。 

 

主任 

 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

効率化のアッ

プ 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

個々の意見を尊重し、良好な職場関係を作る。 

（1） 声掛け、挨拶を忘れずにお互いが働き

やすいよう意識し業務をする。 

（2） 個々の意見を受け入れ、会話する。 

 

医務課 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

職員の定着 

 

 

 

 

4 利用者の体調管理に努め、入院数を削減する。 

（1） 他部署と情報を共有し適切な体調管

理に努める。 

（2） 他部署と連携し情報を共有し利用者

に必要なケアに心がける。 

 

医務課 

 

 

 

４月～

３月 

 

 

稼働率の向上

と安定 
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医務課リハビリ係 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

（１）利用者の立場に見合った適切なケアを行う 

（２）業務の無理、無駄、ムラを排除する 

（３）良好な人間関係を築き、働きやすい環境をつくる 

（４）各部署が連携し、空床を削減する 

 

医務課リハビリ係行動目標 

 （１）個々の状態に合わせたリハビリをおこなう 

 （２）業務を効率化し、サービス向上を図る 

 （３）コミュニケーションをまめに図り、人間関係を良好にできる環境をつくる 

 （４）入院する利用者を減らすため、体調面の管理をおこなう 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈医務課リハビリ係〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

③ 3 園共通在庫による福祉用具の管理と導入方法の検討・実施 

 （リース契約等の活用を含む） 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者の立場に見合った適切なケアを行

う。 

（１） 他部署やご家族と連携し、必要に応

じて福祉用具を選定することで快適

な環境を提供する。 

（２） 利用者の身体状況に応じて介助量を

検討しADL とQOL を維持した生

活が送れるようにする。 

（３） 必要に応じて業者の情報や研修に参

加し新しい知識を習得する。 

 

機能訓練

指導員 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

福祉用具の継

続利用 

 

 

 

 

研修参加 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

業務の無理、無駄、ムラを排除する。 

（１） 必要のない書類等は極力省いてい

き、ペーパレス化を行う。 

（２） 光熱費などの燃料代を考慮し、使わ

ない時には電源を落とす。 

（３） 申し送りを徹底し、効率の良い業務

に努める。 

 

機能訓練

指導員 

 

 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

 

 

 

 

紙の使用量を

削減 

 

 

残業の削減 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

良好な人間関係を築き働きやすい環境をつ

くる。 

（１） 他部署からの援助を可能な範囲で行

い業務の負担を軽減していく。 

（２） 業務の負担や困難な状況の時にアド

バイスや援助を行う。 

（３） こちらで持ちうる知識や情報を可能

な限り提供する。 

 

機能訓練

指導員 

 

４月～ 

３月 

 

 

業務量の削減 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

部署が連携し空床を削減する 

（１）利用者の健康状態を把握し、状態を

維持していく 

（２）体調面の悪化した際には迅速に行動

する。 

（３）個別機能訓練計画書の同意を迅速に

とっていく 

機能訓練

指導員 

 

4 月～ 

3 月 

 

 

健康面の把握 
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生 活 課 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

（１）利用者の立場に見合った適切なケアを行う 

（２）業務の無理、無駄、ムラを排除する 

（３）良好な人間関係を築き、働きやすい環境をつくる 

（４）各部署が連携し、空床を削減する 

 

生活課行動目標 

 （１）多様化するニーズをしっかりと把握するとともに、知識・技術の向上を意識して取り組む 

 （２）業務改善の意見を出し合い、効率的な部署・組織運営に努める 

 （３）部署内、各部署と良好な関係を構築できるよう行動する 

 （４）待機者確保に努めるとともに、空床期間を最少にできるように調整することを意識する 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１） 本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

 

〈生活課〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

 

     具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

① 相談員連絡会の機能を強化・拡大し、稼働安定に取り組む 

②ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２） 上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様化するニーズをしっかりと把握すると

ともに、知識・技術の向上を意識して取り

組む。 

(1)入居者にかかわる制度の理解 

・2024 年度介護保険制度改正への対応 

・医療保険制度改定への対応 

(2)入居者ニーズ等の把握 

 ・面接時等に詳細なアセスメントの実施 

(3)入居者の権利擁護 

 ・高齢者虐待の防止等・身体拘束等の適

正化等に関する研修の実施 

 ・虐待防止検討委員会・身体拘束等適正 

委員会の開催 

 ・各選挙の公正かつ適切な取り組み 

 

 

 

 

主任 

 

 

相談員 

 

相談員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月・1

月 

 

5 月・8

月 

11月・2

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務改善の意見を出し合い、効率的な部

署・組織運営に努める。 

(1) 業務改善への意見交換と情報共有 

・園内部署会議の開催 

・三園相談員連絡会の開催 

・新宿区相談員連絡会への参加 

・地域特性の把握と地域課題の把握 

(2) タイムロスのない業務対応の実施 

  ・進捗状況確認をリアルタイムでおこな

うために生活課スケジュール管理や相

談記録を活用 

(3) 業務効率化への取り組み 

 ・契約書等の電子化 

 ・書類関係の定期的な整理整頓 

 

 

主任 

 

 

 

 

主任 

 

 

 

主任 

 

 

 

 

 

毎月 

毎月 

毎月 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部署内、各部署と良好な関係を構築できるよ 

行動する。 

(1) 多職種と連携し、情報共有を図ることでサ

ービス提供の質を向上させる。 

 ・各種会議への参加 

 ・他課への必要な情報発信 

(2) スキル向上への取り組み 

 ・1on1 ミーティングを通して各個人の 

スキルアップや問題解決などのフィード

バックをおこなう。 

 ・各種資格取得への取り組み 

 

相談員 

 

主任 

 

 

 

主任 

 

 

 

 

４月～

３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

待機者確保に努めるとともに、空床期間を最

小 

にできるように調整することを意識する。 

(1) 特養の稼働率安定を図る。 

  ・入退院状況の把握をおこない、事前予測 

を前提とした事前面接や入居調整を行う 

  ・施設見学や問い合わせなどを臨機応変 

対応し、施設イメージの向上に努める。 

 ・安定した在籍者の確保 

(2)短期入所の稼働率安定を図る。 

  ・介護課と連携強化をおこない、新規利用者

獲得、リピート率の向上に努める。 

(3)ご入居者、ご家族など関わる方へ安心して 

ご利用していただけるよう努める。 

  ・気持ちの良い挨拶や会話心掛ける。 

 ・不安を抱かせない説明や情報提供。 

  

主任 

 

主任 

 

 

 

 

 

主任 

 

 

相談員 

４月～

３月 

 

 

年間稼働平均

98％ 

 

 

 

 

年間稼働平均

60％ 
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栄 養 課 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

（１）利用者の立場に見合った適切なケアを行う 

（２）業務の無理、無駄、ムラを排除する 

（３）良好な人間関係を築き、働きやすい環境をつくる 

（４）各部署が連携し、空床を削減する 

 

栄養課行動目標 

 （１）食生活の充実と満足度の向上を図る 

 （２）共通献立の安定供給に努めることにより、業務の再効率化を図る 

 （３）３園栄養課の職場環境の安定を図る 

 （４）ベッド稼働率に合わせた食数・食材管理を行う 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈栄養課〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

食生活の充実と満足度の向上を図る 

（１）郷土料理や新メニューに合わせて 

ミールラウンドを行い、即ご入居者

の声を他園と共有し、今後のご入居

者満足度向上につなげる。 

（２）身体機能に合わせた食事環境と食

形態の見直しを多職種協同で検討

し、個別ケアの充実と食事満足度

の向上を図る。 

管理栄養士 

 

 

 

 

 

 

 

４月～ 

３月 

 

 

 

 

 

 

食事日誌の蓄

積 

 

 

 

毎月の食事摂

取状況記録の

蓄積 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通献立の安定供給に努めることによ

り、業務の再効率化を図る。 

（１） 計画生産品の加熱温度・時間の

マニュアルと当日調理工程の見直し

を行い、作業の効率化を図る。 

（２） ３食の安定した食事提供の為、

人材不足や食材高騰に向けたコスト

の見直しや、新たな食材の導入を行

いながら業務の効率化を図る。 

 

管理栄養士 

 

 

 

 

管理栄養士 

 

 

 

 

４月～ 

３月 

 

 

 

４月～ 

３月 

 

 

 

 

厨房会議録 

 

 

情報資料の蓄

積 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

法人内栄養課の職場環境の安定を図る。 

（１） ３園協力し補い合うことで安定

した職場課環境作りに努める。 

（２） 安心・安全な食事提供を基本と

し、ＩＣＴ化による業務の効率化と

共に職員のやりがいを見いだせる職

場環境の構築を図る。 

 

管理栄養士 

厨房主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勤務表 

 

厨房会議録 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベッド稼働率に合わせた食数・食材の管理を

行う。 

（１）こまめな食数変動の確認を行い、予   

定食数と実施食数の乖離を抑えると共

に、在庫の調整を行うことで安定した食

材管理に努める。 

（２）納品業者の物流 2024年問題による取

り扱い食品の削減や物価高に対し、少し

でも安価な食材に切り替え給食材料費の

安定を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）栄養ケアマネジメントの実施を行い、

低栄養リスクの改善を図る。 

（２）生活の場での食の充実を図り、食事満

足度の維持・向上に努める。 

①食事サービスの向上の為の会議の実施 

・食事サービス委員会（偶数月第 3水曜日） 

・厨房会議（毎月第１火曜日）      

②選択食の実施 

   ・毎週金曜日 昼食時実施 

③郷土料理の実施 

  ・毎月１回（詳細は各委員・行事により

調整） 

④食事満足度調査アンケートの実施を行い

サービスの維持・向上を図る。 

・  ・年度末までに、アンケートの実施を行 

・     い、集計・考察を行う。       

⑤衛生管理項目の実施 

  ・全９項目について、書類の管理と衛生と 

清掃の指導の実施(事業報告活動報告内) 

 ⑥非常食の管理 

  ・令和６年度、賞味期限切れの入れ替え 

 

 

 

栄養士 

年４回 

 

４月～ 

 ３月 

 

 

スクリーニン

グ表の蓄積 

書類の蓄積 

事業計画に関係する掲載表等 

○ 令和６年度 栄養課行事年間予定表 
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令和６年度 栄養課行事食年間予定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 行事 郷土料理 

 ４月 春の食事会 アメリカ 

５月 端午の節句 佐賀 

６月  イギリス 

７月 七夕         山口 

８月 納涼祭 スペイン 

９月 敬老会 宮崎 

１０月  東京 

１１月  宮城 

１２月 クリスマス 岡山 

１月 お正月 秋田 

２月 節分 北海道 

３月 ひな祭り 福井 
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Ⅵ 運動機能向上型デイサービス もみの樹園 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

（１）利用者の立場に見合った適切なケアを行う 

（２）業務の無理、無駄、ムラを排除する 

（３）良好な人間関係を築き、働きやすい環境をつくる 

（４）各部署が連携し、空床を削減する 

 

地域事業課 デイサービス 行動目標 

 （１）利用者の身体状況を見極めて、質の高いサービスの提供に努める 

 （２）業務の流れを把握し、時間の管理を徹底し、職員の意識向上を図る 

 （３）職員間の連携、声掛けにより信頼関係を構築する 

 （４）柔軟な対応と受け入れを行い、安定した稼働を常に意識した行動をとる 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6

年度）実行計画」を理解する。 

〈地域事業課〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 

 

 

 

 

 

 

 

利用者の身体状況を見極めて、利用者本位で 

満足のいくサービスを提供する 

（１）利用者のニーズを尊重し、一人ひと

りに合ったケアを提供し身体機能の維

持・向上に向けて取り組む 

（２）利用者同士が交流し、運動を通じた

社交場として、さらなる支援の充実を

図る 

 

主任 

全職員 

 

 

 

 

 

4 月～ 

 3 月 

 随時 

 

 

 

 

質の高いサー

ビスの提供 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

業務の流れと職員の動きを意識し、情報の共 

有を図りながら効率的に動き、時間を有効活 

用する 

（１）個々の役割を明確にする事で、時間

のロスを減らし作業効率を向上させ

る 

（２）職員同士が共通の認識を持ち、安定

して業務が継続出来るように意識を

高める 

 

主任 

全職員 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

 3 月 

 随時 

 

 

 

 

 

時間の管理と

業務効率を意

識した取り組

み 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

声の掛け合いにより、業務分担や連携を図る

事によって円滑で働きやすい雰囲気を作っ

ていく 

（１）お互いを尊重しチームケアの向上に

向けて信頼関係を築く 

・積極的に挨拶をする 

   ・情報の共有と報連相の徹底にて、

共通理解を深める 

（２）デイサービス会議の定期開催 

・全職員が持ち回りで講師を務める

内部勉強会の定期開催 

   ・職員間の意見交換 

主任 

全職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月～ 

 3 月 

 随時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信頼関係の構

築 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用を継続していただけるように、楽しく運 

動出来る環境作りに努め、利用者の健康増進 

を図る 

（１）運営推進会議の定期開催 

・地域ニーズの把握 

・他事業所との意見交換や連携 

（２）利用者が達成感を得られるようなプロ

グラムを提供する 

（３）利用者が活力ある生活が送れるよう

に、日常の生活課題に則した目標を設

定する 

主任 

相談員 

全職員 

 

4 月～ 

 3 月 

 随時 

 

稼働率高位安

定 
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Ⅶ 事業所内保育所 もみの樹園 

 

 経営本部行動目標 

（１）個別ケアの充実を図る 

（２）業務の省力化・効率化を目指す 

（３）就労環境の改善により、職員の定着率向上を目指す 

（４）稼働率の向上による財政基盤の強化を図る 

 

施設行動目標 

（１）利用者の立場に見合った適切なケアを行う 

（２）業務の無理、無駄、ムラを排除する 

（３）良好な人間関係を築き、働きやすい環境をつくる 

（４）各部署が連携し、空床を削減する 

 

地域事業課 事業所内保育所 行動目標 

 （１）利用する乳幼児それぞれの発達に合った活動を設定し、取り入れながら適切に援助する 

（２）各職員が業務内容を理解し、時間効率を考慮しながら書類作成・保育業務に取り組む 

（３）家庭（保護者）支援を念頭に置きながら、利用者の意見を聞き取りし、職員間で情報を共有

する（報連相の徹底） 

（４）一時保育の登録数増加を目指し、在園利用者への一時保育周知や見学者へ利用を勧めていく 

 

事 業 計 画 

No 第６次中期経営計画に基づく具体的施策 

１ 第６次中期経営計画に基づく 2 年次（令和 6 年度）に係る実行計画の推進 

（１）本計画書の 11～12 ページに収載の「第６次中期経営計画の 2 年次（令和 6 年 

度）実行計画」を理解する。 

〈事業所内保育所〉   

〇・・・遂行部門 

具体的項目（１） 多職種連携による個別サービスの充実 

① 個別ケア推進委員会の実施（委員会の統合と省力化の検討を含む） 

② その人らしさを追求した個別ケアの実施 

 

   具体的項目（４） 経営と稼働率の安定への取り組み 

③ ランニングコストの削減に向けたコスト意識の向上を図る 

 

（２）上記（１）に掲載された取組みを着実に遂行する。 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乳幼児主体の保育への理解・実践 

（１）年齢、発達に沿った援助 

  ・現在の乳幼児の発達段階を再認識

し、 

   適切な環境設定・援助をする。 

  ・少人数保育の利点を生かし、全職員が 

   全利用児の発達を把握する。 

  ・保育振り返りやマンダラチャートを

活用し、園児・保護者・職員同士の

関り方を改善する。   

（２）職員全体の保育力レベルアップ 

 ・職員間の周知統一を図る為、業務内

容を再確認・改善しながら、園児主

体の保育を実践できているか定期的

に確認する。 

 ・マニュアルの読み合わせを行い、不

適切保育を未然に防ぐ。 

 

園長 

 

 

主任 

 

 

保育職員 

 

 

主任 

保育職員 

 

 

 

園長 

 

 

4 月～ 

３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スキルアップ 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員の業務内容理解と改善 

（１）内容を簡潔にし、誰にとっても見や

すく分かりやすい書面を作成する。 

・書式を統一し、入力しやすくする。 

・PC に入力し確認することで、書類印

刷を減らす。 

（２）保育ソフトの活用 

・保育業務ソフト「はぐくむ保育」を

活用して、日々の園児情報を入力・

確認する。 

・指導計画関係書類 

・連絡帳機能導入の検討 

園長 

主任 

 

 

 

主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月～

５月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務見直し 
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事 業 計 画 

No 具体的施策 推進責任者 期間・頻度 達成目標 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭・保護者支援を推進 

（１）提供内容の聞き取り（アンケート）を

実施し、ニーズに合わせたサービス提供

を検討する。 

・延長保育や一時保育の他に、早朝保育

時の捕食提供や、情操教育（リトミッ

ク等、外部講師含)を取り入れる等を 

 検討する。 

・この 2、3 年で区内園での定員割れが

目立つ。今後も「選ばれる園」を目指

し、保護者が求めている保育サービス

をリサーチする。 

 

園長 

主任 

 

 

保育職

員 

栄養士 

 

 

主任 

 

 

 

 

4 月～ 

３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

顧客獲得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一時保育周知と登録児増の強化 

（１）定期的に登録日を設定し、一時保育待

機児の解消を図る。 

   ・地域枠利用家庭へ積極的に周知活動

を行う（友人や親戚等の紹介・登

録）。 

・実際の利用家庭からの体験談等、外

部に向け情報を発信する（ホームペ

ージやインスタグラム等を活用）。 

（２）少人数ならではの、手厚い保育サービス

や個別対応を取りいれていることをアピ

ールし、一時保育登録・利用から入園へと

繋げていく。 

 

園長 

 

主任 

 

 

 

4 月～ 

６月 

収益増 

 


